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高 分 子 化 学 が 生 ん だ 完 全 防 水 材

( E ・p ・T ゴム シート j

本7tルーヌヤd 世1

. “ 万 能 合 成 ゴ ム " と い わ れ る E . P ・T ( エ チ レ ン ・ プ 口 ピ レ ン ・ タ ー ボ リ マ ー ) ゴ ム の 開

発 に よ っ て つ く ら れ た ネ オ ・ ル ー フ ィ ン グー E B は 、防 水 の 問 題 を い っ き に 解 決 し ま し た

. 工 法 は 簡 単 に 、性 能 は 一 段 と 向 上 し ま し た 。

い ま ま で の ブ チ ル ゴ ム 系 、 ネ オ プ レ ン 系 の も の に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩 耗 性 、 耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐ れ て い ま す 。

. 建 築 物 の 屋 根 防 水 、地 下 防 水 、地 下 鉄 防 水 、橋 梁 防 水 、 な ど 用 途 の 広 い 完 全 防 水 材 と し

て 好 評 を い た だ い て い ま す 。

三 ッ 星 ベ ル ト

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会

札 幌 ( 株 ) 浜 建

東 京 日 本 線 合 防 水 ( 株 )

東 京 高 山 工 業 ( 株 )

東 京 ( 株 ) 三 柏 商 会

東 京 ( 有 ) 金 岡 興

静 岡 ( 株 ) 三 井 工 業 所

士 ( 株) 三井工業所宮士営業所

名 古 屋 中 央 建 材 工 業 ( 株 )

金 沢 北 川 漉 青 工 業 ( 株 )

福井北川涯青工業( 株) 福井営業所

富山北川波音工業( 株) 富山営業所

T E L  ( 0122) 26- 5  6  7  6 代

T E L  (03) 292- 2  6  6  1 代

T Eし ( 03) 25 1- 0161 - 3 1301- 2  

T E L  (03) 251 ー 7517 ・8867

T E L  (03) 363- 4  3  4  1  

T E L  (0542)  85- 9  1  5  1  

T E L  (0545)  61- 1  6  8  8  

T E L  (052)251 - 3  5  4  1  

T Eし (0762)41 ー 1 1  3  1  代

T E L  ( 0776) 23- 1  134 ・8847

T E L  (0764)  21- 2218. 41 - 0391 

新潟北川涯青工業( 株) 新潟営業所 T E L (0252)  45- 0  9  8  1  

大 阪 ( 株 ) 久 保 商 l苫 T E L (06) 364- 0  2  0  6 代

大 阪 ( 株 ) 木 下 鍾 三 商 底 T E L (06) 443- 0  1  1  5 代

大 阪 日本綜合防水( 株) 大阪営業所 T E L (06) 329- 1  0  2  3 代

大 阪 高 山 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所 T E L (06) 364- 9  0  1  5  

大 阪 ネ オ ・ルーフィング防水( 株) T Eし (06) 341ー 7 6  0  8  

神 戸 石 井 建 材 有 限 会 社 T E L (078) 51 - 5  3  5  3 代

広 島 青 盛 建 材 ( 株 ) T E L  (0822) 21- 2  2  8  1  - 6  

岡 山 青 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 T E L ( 0862) 23- 8  2  8  5  - 7  

福 岡 青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 T Eし (092) 28- 5  5  6  6  - 8  

福 岡 ( 株 ) エ ー 材 社 T E L (093) 38ー 1 4 6 8 代

松 山 ( 株 ) 山 本 商 会 T E L (0899)  3  - 6  2  6  1  

A 三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社

本社 神 戸 市 長 田 区 浜 添 通 4 T E し ( 078) 67 - 5071 大 代 表

支 底 東 京 ・神 戸 ・名古屋 ・福 岡 ・札 幌 ・大 阪・ 金 沢

史



見事に解決
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⑤月星ポリコr ム鋼板

日

建 築 の 近 代 化 に と も な い 着 色E 鉛 鉄 板 の 需 要 カ 、 増 大 ノ .

建 材 と し て の 断 熱 性 や 防 露 性 な ど に 問 題 の 解 決 が 強 く .

の ぞ ま れ て い ま す 日 新 製 鋼 で は こ れ ら の 諸 問 題 を 見.

事 に 解 決 ま っ た く 新 し い 建 築 素 材 〈 月 星 ポ リ フ ォ -

ム 鋼 板〉 の 開 発 に 成 功 L 、 た し ま し た .  

こ の ポ リ フ オ ー ム 鋼 板 は 月 星 カ ラ ー 及 び 亜 鉛 鉄 板 の 裏 .

面 に 発 泡 ポ リ エ チ レ ン を 熱 融 着 さ せ た も の で す ぐ れ .

7こ 断 熱 性 と 防 露 性 さ ら に 経 済 性 ・ 防 音 性 ・ 加 工 性 を も .

か ね そ な え た 画 期 的 な 新製 品 屋 根 材 と し て 最 適 で す .

ｾは ｬｉｉｉｬしく 冬 は 版 力 、 い す く れ た 断 熱 効 果 . /

C E万 l ' t ' ! I 生 上 ) に す く オ L 錆びの，心両己ヵ、ら角平占立 /

Ｍ 刃ｾに ￐ｊＧ 然材令用いることなく 労 力 や 工 期 の 節 ， 成 に .

きオ) ウ( 1 ; 圭Ml i I -

・1がJ f . 1 ・lea- ・線・I ! 草緑 ・ グ レ ー な ど カ ラ ー フ J レ な 色 彩 .  

・I利 品 を ど 全 に シ ャ y タ ー ア ウ ト す くv れ た III方賞作主. /

・l I I ' Cl の山! l i 1 i 幽 け に も び く と も し な い 抜 若 干 の 加 工 性 品』

ｼＺＨＧＳ 革期 ｾ ｦＡ ｊＳｾ叩
本 吐東尽Ａｬ干Ｇて田区えの｛有ｾ目 Ｔ 器地子園町ヒル ｔｅｌ 東京 ｴｭ 大代表 ＵＵＱ Ｑ

大 王 室 町 大 古 市 東 区 大 I11 Sj 1 岳8' ! Dl 担ヒル 了Ｑｦｴ大［，ｾ 101 大代表 1331

名古屋支 f占 名古l I l I i i I 中村区吾p， aj 1丁目 121 串・世- 回ヒル l U! I 名古屋 581 代表6061

宮 ｾ＠ . . .  .，.Li * I &S t l  八苦 l: t ai t j J O' _泊三 - - -



2  

「鹿島建設 J f 三井東圧化学J f マンテン」三社てo 共 同 開 発 /

「コンクリート J O) l /5の重さで「コンクリート」壁と同等の遮音効果を発揮する

| 画期的新製品 l 業式軽量遮音間仕切壁 〈 お 申 し 越 し 次 第 カ タ ロ グ デ ー タ ー を お 送 り 致 し ま す。〉

この K I L D壁は、鹿島技

術研究所が三井東圧化学( 株)

並に (株) マンテン と共同で開

発した軽量遮音間仕切壁で あ

って、 材料を多層化するこ と

によって音響的な特性を良〈

し、 軽 量 ( コ ン ク リ ー ト 系 の

壁のu- 対の重き) であ るに

も 拘 ら ず 、 コ ン ク リ ー ト 壁 と

同等ま たはそれ以上に大きな

音を遮 ることができる画期的

な間仕切壁であ る。

| K  I  L D壁の用途|

高層ホテル

集合住宅 ( マ ンション )

病院

会議室

などの間仕切壁に最適。

-・・園田園圃

特 許 出 願 中

ｩｮ Ｑｔ ｲｲｬ ｾ ド ー ｆｆ ｬｬ ， 一回目 R  

主.; 'Lta:. -

師

。

ｾ＠ 吋同 砂_.キ13箆ム
定 UI

一
床と天井にラ ンナーを取付け、床ランナー ・実井ランナーに間柱を取付ける

1・・・.'1- -・E・司圃・・・・F 、司

ーーーー
. . -fI帽ーーー

下地ボードを間柱に下段よりクリップ止めにする

l K I L D壁の特色|

この K 1  L  D ! i 置は、霞が関ピルで使

用されたエコニー壁と同じエコニスタ

y ドの間柱の両側に、 三井東圧化学製

の丸つぱめi ! ! 音石膏ポードを遮音ク リ

ップと接着剤でもって 2 層貼りするこ

とによって構成され、次のような特色

をもっている。

l  軽量でも大きな音を巡ることがで

きる 。

軽量 (63kg/ m
2
) でも音を遮る性能は

大きく ( 音響透過損失 T L = 5 0デシ

ベ J レ: 500へ/ レツ ) 、間柱の両側に貼

る遮音ボードの厚みを変えることで

T  L = 5 0め から 40db迄(電き 63kg/ m
2

- 3 7kg/ m
2
) の差がある 。

2  火災や衝撃にも安全である 。

銅製間柱に準不然の 15協厚のボード

を2 枚重ねてあるので、火災時に壁

が激しく燃焼したり 濃 い煙の発生も

なく、かつ在来にない衝撃に対する

強さをもっている 。

3  仕上げはペンキでも布貼りでも自

由に選べる 。

ボードは 2 層貼りなので、ペンキ仕

上げて・もひび割れのでない、平滑な

壁面が得られる 。

4  ｾ置の寸法は自 由である 。

ひと りで簡単に運搬 、取付けが可能

なように 材料のユニ ット寸法が定め

てあり、かつ現場で組立てる工法で

あるので、建物のどんな寸法にも適

. - - - - - - - - - 用できる自由さがある 。左官工事と

ら

仕上げボードを下地ボードに接着剤とボード釘で貼りつける

同じようなもの。

5  配管配線は自由である 。

中空壁であ るので配管配線は自 由 で、

スイッチポ y クスの取付けも便利で

ある 。

6  施工性と工期 の短縮

壁の間柱は鋼製の エコニ ースタ ッ ド

( 5  L 鋼 ) を使用し、遮音石膏ボード

の取付 は特殊クリ y プを使用して 簡

易に 組立 が出来る ので施工性も良〈

工期の短絡が出来る 。

建 築 金 物 ・ 金 属 建 材 ・ 新 家 庭 金 物 製 造/ 販売/ 責任施工

本 社 ( 〒542) 大 阪 市 南 区 日 本 僑 筋 3 J  2  11t話 (06) 632- 1151(f1:) 

金 物 部 ( 〒577) 東 大 阪 市 金 物 町 2 J  1  7  ilt 話 (06) 723- 020倒。

東 京 営 難 所 (=r 136 )  東 京 都 江 東 区 亀 戸 2 ノ 3 ノ 1 7 包括 (03) 682- 3241附

名古屋出張所 (〒460 ) 名古屋市中区宮前町 4 - 16東海塗料ピル 包括 (052) 262- 6771附

補 岡 出 張 所 <=r S12 ) 福 岡 市 比 恕 町 3 2 4 岩 瀬 ビ ル 電話 (092) 43- 435倒。
⑥株式会社マ凶手当d
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司監事および本部所属評議員の選任

2 月281: 1開催の通常総会』とおきまして監事 1 ;名 ，ヌドms所属評議員65名

の退学を執行致しましたと乙ろ ，下記の方々がそれぞれ当選せられまし

たので必に会告 q1 し上げます。

監 事

J ，I-! U  7;' IJ W ( 大林組)

本部所属評議員

( 技術郎/ " J )

パ ，-j  H  三l. t ( 11m築却特月Ij ＱＮ［ｾ続出Ｉ

M hl  i亜 火 n ( 1I ! i s築郎 W t・IJtl 1eぷ)

n  '，;， 述 U Ｈｉｉ Ａｩ￟築部ｪｊｊ築 ｬ￤ｾ ，ｾＡＩ

111 .4' jJ 和I t ( 11m集 部Wt l J J ，&，!I!)

J  l' 1);( XHt  ( . k.阪 rlj 総合Jl -i IDi r. i ))

川< 1 ' 院 J 、l. t ( ) ; ，阪 rlii ，'il !Jjr.J)

多々 ｾｬ di 以 U (rlj jJJ築ι，j ，泣 JI 諜)

iI ;J ｾｦ＠ 良 )J 1. U  (，'i IJi'l PJJ 品川地調1 )

科 情 的 正:1¥' ( 大阪j J J 築 'Ii 務所)

般 ill 蹴一郎君Ｈ似 ｩｾ 他築市 ｊｈ￱ 所〉

野 rll Ｗｾ 君Ｈ地域ｩｬＡ策研究所Ｉ

陥 口 ff 之日( i ! ' 建築事務所)

様 111 111 IIfl /J  ( R  J  A il!築総合研究所)

川 崎 mn ( ; ; ( 都大学)

桜 JI 敏雄日( 近畿大学〉

鈴木ＱＡｾ即 ｉｂ ( 大阪工業大学)

ねl 川 三 自I! 臼( J l 1住吉工業高校)

品 、 谷 古 1. 1 日( 大阪市立工 i H) j 校)

大 西 辺 '91 /J ( 今宮工業高校)

京 本 正 文U ( 1; 本生命)

大 Jj ;t 知 rt ( 国鉄)

111  rli 喜八日IIiJ (J;¥阪m鉄j J J 築課)

大 下 町i 良/ J (可ιfnj J J 投)

大 ill 敏 Ui'17J (J I ! 和組)

平 問 先 人 lt ( 雌木工務!占 )

船 JI' m 1瑚B ( 点前興業)

米 日1 ;Y 1公H (米 Ul jJJ 設工務l占)

V' ! 車 内 夫 / J ( 11 本m事協会)

奴 : U '1" 1  9J IJ ( 11mと供給公村)

ljl ｾＡｉＺ＠ 古 弥/ ] ( l 卦 j 也サービスセンター)

庄 肝 ニ Jli IH (11  ｴＺ公日 Ｑ ￦Ｎ ｌｮ［ｾＡＩ

Ｈ綜合 ｾＱｓ 門 Ｉ

JI よ 司 郎 s Ｈ担 ｾｈ 制 ｊＩ

h  

j"I巳

大 野 勝三Jli l /J ( 腹6 ¥j J J 設大阪立陪)

!'o- 1純 正 人I t ( 清水i l ! 設大阪支J ι )

志 賀 修 一 It ( 朕 II I*JI 大阪支応)

品川鈴山口( 削除j J J 設大19)(5<: 1，1;)

谷 11 I・'IJ バIt ( 大林制1)

日 <1' '--'- f l l W( 鴻他組)

州 J Ii Ji: 抑i It ( 大成j J J 設大阪文! ι )

村 111 降 伏 U Udj i 辿設大阪止: 1，1;)

町 市 八 日1m(ょ11作上辿)

金山 V' __: 次郎 n ( 金山工初出)

11 I  .iu 叩1 VJ l l  (' T道抗1)

ｾｾ＠ ill 雄 U Ｈｾｾｲ Ａ￭ｬｬＮｾ［Ｉ＠

('， li: $<Ui1S I"J) 

出1，川 IE !J }l r Ol ! 光屯 $( {J二'1;)

l河 本 繁 - 1l (近微屯気工、li)

五 五 納 伝 ニ1l ( 三宝屯機)

仰 木 秀 尾 お ( 八 千 代f日設工業)

杉 村 正 三 郎1，( 阪急屯気工 'I i )

111 村 幸 一 郎1l ( 江東屯気工業)

(Ii' 工郎1"])

足 fll 計四日 11l ( 三児11面会)

的 水 ' $: . 1別11 ( 耐水工業所)

! 日 本 栄 一] j ( 高砂熱学」二;監)

竹 中 町W ( 大阪m気限切)

作 一 日1111 ＨｪｬｩｪｬＩｾ 衛生工業所Ｉ

矢 部 』 品! 犬 ]J ( 帆 11工業り〉

m材1;1SI勺)

JI 上 広 bJ i'1t (JI 上山)

li J.以 ZIi f! ; U (弘i ;jc)

川 j;: 繁 犬1J (JI I) 戸官::IiIl' l !.U)

稲 川 !!iJ 汗i Lt ( 前日l 献)

』並木 火 平 ，7t ( 111.(.¥応 III 化c )

万 干'f m ' . fl IW Ｈパンポー ｊＢｾ 住Ｉ

)jc 谷小一[ 唱1J ( 水谷ペイン 1' )

￬ｬｾ＠ ill ギAfi l UJ ( 伊奈自国附)

ｩｾ＠ ill j ; W ( J l!バーゾ ヤァタ ー)

4 ご造営のなった大谷本廟と清水焼藤平窯

業の見学会

日 時 4月1 9 日( 土) 13，30 ( 集合) - 16，00 ( 解散)

集合場所 京ｻ［ｪ ｓ ｉＯ ｉ ＮｊｴＨ山五条坂大谷 ｾｽ＼ＺＹｪｪｪ￭ｪ ・ 仁ｼ棋会政

( 12，20 京阪淀屋焔発，付急釆TP:→frUi lSI i.条-FIII ，点山の方

へ徒;J2約 10分〉

1. 藤平窯業有限会社工場と陳列所の見学→13. 30- 1 4，30

ヌド社工湖 東山区六aUI t 竹村J l I] 一

陳 列 所 東 山 区 五 条 坂

・陶芸家Ij:車問立二氏の ζ 集| 付により工場と隙タリ所を見学します。

2. 浄土真宗本願寺派無量寿堂と本廟会館の見学→ 14. 40- 16，00

所 在 地 京 都1/ 1東山区五条橋東 6 丁目 514 ( 大谷本N9jlJJI付)

施 主浄土 ｴｾ 宗本剛守派 ＨＱ 剖本願奇Ｉ

設計純工 ｴｾ￭ 水建設株式会社

工 JVJ "H和41/，'1' 10) J 1  ＱＺ Ｑ → Ｂｉｾ 和 ＴＴ 年 Ｒ 月 ＲＰ 日

o  1m ｬ￹Ｚ Ｑｾｦ ｩ ［ｲ＠ (礼伴: i l i : ・お仏1.1:1付納' 円 j苅約 16，C∞1 & ・案内所 ・休疋l所

その他)

桃 jiE規模 鉄骨鉄筋コンクリー 卜造，地下 61¥皆・地上 4 階住 ・地屋

1 1能 付 建 築 面 般3，103，58rrf ・延面積 18，587.78rrf 

Ｐ 本脳会館 Ｈｾｦ ｊｪ ｉ ｊ 個室 ・ 会議室 ・ 大広 ｦ 甘｝ ・ 集会室 ・ お茶所 ・ 休憩所その他Ｉ

構造規模 鉄筋コンクリ ー卜 造，地下 2 階 ・地上 2 階ill

建築面積 1，731. 46rrf ・延面積4，742，90rrf

・n'i ' J J < 建設京都営業所工事課長乾正男氏の乙‘ 案内で1rrt 泣寿堂→本/':qj 会

館の見学をします。

日 本 建 築 協 会 会 告一一一一一

- 見' 字: が終りました ら会館 2 1併の大lムI:¥J で，京都アメリカ屋の山本磯

十郎氏のどj亨怠K より抹茶の ζ 按待をうけた後解散します。悲れる

までに聞がありま 1 ので，程近い清水奇へ詣で，舞台から古都の春

iil 色を眺めるのも一興かと存じます。

定 員 30名

申 込 4 月17日ま でに1U活 (231- 9640) でが業課へ ，ただし定員

』ζ 述し次! ; fS〆切ります。

4 第 4 回日本の伝統工芸を見る会

「金井工芸鋳造所 と森本鋳金具製作所の見学会J

日 時 4 )-J 2 6 日( 土) 13.30 ( 集令) - 1 7.00 ( 解放)

集合場所 近鉄京邸! 駅改札付近( 新幹線のりば下 1 附〉 ・日棋会放

( 12，40同'BU大阪発| 二り ・快速釆 'Ii →京都下車，近鉄京都駅へ〕

1. 金j¥工芸鉛造所 ( m定装飾金物1) ・美術鋳造) の見学→ 14.20- 15. 00

@ミケ! 日工初 京 tlSJ f . /城陽 111] 大字"'-i'JJl 小手; 樋JJ i，

13.51 近鉄京{ ; j 日発来 '11→寺仕l下111，奈良の方へ50 m近鉄変' a : !:J 折衷

15. 26 近鉄"'-i'm発乗車→国鉄京都着 ，111で森本銑金具製作所へ

( ただし上記京都までの交通' &及近鉄の往復- ; - I l III 丘140 円は各自 ζ

負担願います。)

2  森本銑金具製作所( 神社仏| 品lの美術銑金具) の見学→ 16 ∞- 17. 00

・工 J品 京都市下京区場栴通四洞院東入( 市ノミス西洞院五条下車)

Ｑ Ｖ Ｎ ＰＰ 工場 ｾｾｦ ，銑金具製作の映画( 約 15分) 観立の後工場見学をし

て→解散。

定 員 20名

申 込 4) =J 24 1=1ま でに氾話 (23ト9640) で事業謀へ ，ただし定員

KI主し次第〆切ります。

4 日本鋼管福山製鉄所の見学と鞠の鯛網

見 物 ( 共 催 中 国 支 部〕

日 時 5 /] 1 6 1:: 1 (金〉 ・1 7 日( 土) 1  ＱＱｾ＠ 2 日

集合場所 国鉄福山駅前集合 ・目際会旗

定 員 30名

会 費 5，∞0円( 宿泊代その他)

申 込 往復はがきに| 吸りま昔。はがきには氏名 ，勤務先名 ，役i限，

住所，述絡先fG活若干号，郵便器号，返信用住所氏名を必ず記

入の乙と。〆切は 4 ):] 301=1  

参 加 者 1' 1: 1 込のはがきにより委員会で鈴考 ，制lせんを行.tJ.い ，参加者

30名を決定します。rli 込者には その結果を 5 月 6 日までにお

知らせします。参加す? には参加古Iーをお送りしま言。

行 程 くＡＺｦ ｾ 1 日> 5  J:Il 6日( 金)

・白山行 ill)J Ｈ述 ＱＱ 各 Ｑｾｬ￭ Ｚｴ担Ｉ

Ｙ Ｎ ＳＰ 大阪発 ｆ りポ ｾｩＺ ｾこ ｬ みどり→ Ｑ Ｒ Ｎ ＲＶ 福山石 Ｈ Ｒ ｾＨｩ 述 Ｑ ＵＺ ￥ ＱＮ Ｔ ￩Ｎ Ｐ Ｉ

・12，30 福山! 訳出iJ !}E 日本鋼管w似のパス lζ て仙酔μ のニュー錦ノlく

凶際ホテ Jレへ ，13. 00ホテノレぷ ，すぐず; 答えて釆船i易へ。

13.20→15. 30溢覧船 3 'Yf: rc分来し ，船内で昼食をとり鯛網見物J

17.∞ホテノレに帰才1，宿泊 ( IU話08498- 2- 2560)

・18. 00→20，∞会食 ( 1/ tf童文 liiSの役員が :1' ，附の予定)

く第 2 1: 1> 5 月17 EI ( 土)

8.20ホテ jレ発，船から日本鋼管差し廻しのノミス rc釆替え福山製

鉄所へ。 9.00→12. 001=1本鋼ヂ¥' f i' J 山製鉄所見学，昼食 13，30福山

駅前お ・解放 [ J 山行動で福山城見物J も可

・帰りの国鉄の l時間

13，40福山発上り特急はと l 号→ 16，35大阪着

13. 43 1 /  11 急行玄海→ 17. 02 1 /  ( 2 等運賃￥1. 1と0)

附記 本見学会は日木鋼管稲山製鉄所をはじめ ，大林組 ・鹿島建設 ・清

水u: 設 ・大成ill 設 ・竹中工務庖 ・i係11' 1 組の各広島支庖と東急建設工

事事務所のと厚ki: と乙歓待をうけて催す乙とになりました。ついて

は，製鉄業の方や職務上全くと関係のない人は巾込をうけても参加

をど遠慮願う乙とがありますからあらかじめと了承おき下さい。

3  



常温でイ史えるアスファルトの

コリコトコート

屋 根 防 水 工 事 に

附界各地 で40年間の実績 があり、

その安全性には定評 があります。

床 工 事 に

セ メ ン ト、砂、砕石 と混合 した

独特の休て， - fCIJ をあげると 各

地 日本専売 公社 の倉庫の休に保

肘さ れ てお ります 。

- 施 工 特 約 庖

( 北 ) 高 梨組 札 幌 ( 5 6 ) 3217 

陽 光 建 設 仙 台 ( 2 2 ) 6273 

東 京 ( 2 6 8 ) 4929

シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 東 京 ( 562 ) 4646  

大 阪 ( 303 ) 7131

キ盲ｾ ( 77 )  1961 

名 建 商 会 名 古 屋 ( 2 6 1) 3671 

日 建 工 材 福 岡 ( 7 5 ) 7752 

シェル石油土木建設部

東 京都 千 代 川 区 民 ケ 関 3- 2- 5 T E L ( 580 ) Ol l l 大 代表

己 ｉｊｌｊｅｾ 自

"  

L  



- 回転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. 木品は特に各部品の材料を l吟I床し 、表面カラ古

びないようボンデライジング加工を施 した上

に防錆塗装 をしておりま す。

.  ｾ Ｚｊ ｴ 付 塗装 仕上製品 の 他 ｬ こ 、 ｦ 也 の 持出 し 吊 の 腕

告11 ( 吊込後扉から露出す る部分) に s U  S  27  

( 18. 8) ステ ンレス製へアーライ ン仕 上 の化

担i カノ〈ーを付 けであります。

・ 田市足音11分に ナイロンベア リング及びスラス ト

ベアリングを 阪入しであります。

・ )j IJ製の設計製作 をも歓迎致します。

- 弊 社 製 立 枠f寸

ピポ y トヒ ン ジ

t主ー ぃ

実 用 新 案登 録

第 5173 16号 の

立 枠 に はf可んら

抵触聖堂しており

ま せ ん 。

ー

、

う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

ヨ"';".I...， . . . .  

本軽快なワンタッチ

従来のゴム戸当りと 違って、ワンタ γ チ

で軽〈接触するだけで、 ホールド します 。

牢強い磁気力

磁気力が強力なため、風力などであふら

れて 離れ るようなことは全然ありません 0

. 設備場所を 床にお 求めの場合、 床周デ

ザイン のものも用意してお りま す。

K
.
V
 

民
パ

》

只

υ

三 祭 給 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生野 区 巽 矢 柄町 一 五 一番 地

大 阪 (75 1) 3  6  5  3  - 5  
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独 得 な 組 立 法 に よ り 、 取 付 は 簡 単

カラー特妹アルミ合金( フレクサラム) を印

刷 しているので、中主盆で美しく 、 X f也の アル

ミ合金では 汚えられない笠かな ｾ ｩ ｾＱｊ 性 のため

ピス止めの T・IHl がなく、取付は迅述、相Ii 修、

とり併も簡単です の

レディメードが生んだ口ーコスト

コ イル から直 接成形 するので、長 Ｉ ＭＮＡＮＮがｉｬ ｲ￭ｩ ｾ で

あ り 、 切 断 . .j: i}訂正・折 りI鈎If ・アー ルIJIII : が

1':11.1 1にできます 。 パ ネル標準色は 15色 で形 状

( 陸II" rlII ) の綬類も控目、 レ デイメ一ド主 製 Ｔιｾ ，Ｇ仏Ｇ

めf引何仰側il耐川lIi叶十絡各が次交: いのも村' 1 長主です。

材 質 は最 高級 品 を 保 障

完 全 な 耐 触 性材 料のため、 l析I(II が引われでも

Jお蝕の，じ、閉じはなく 、不燃性 ・而.tf_"t .f毛ド1: の Jl:l l:':;

級 品 で す。消 1ili. も水洗い で簡単にすみ、メン

テナス 吹川 も不 安です。

総 発 売π 精i く 伝 統 . ｉｾｉｉｉ への ｊ ｉｾ 附

現代建築の夢 一一 画期的な内・外装材

コレヨヲヨc. ・ヲコJI. - J [ I -

〔ハ ン タ ー ・ タ ク ラ ス 社 技 術提 携 〕

製 造 元 三 協 ア ル ミ ニ ウ ム 工業 株 式 会 社

詳 細 は カ タ ロ ク を ご 請 求 下 さ い

<i 9 
，安宅走業株式言E枇

I ! ( 収 支 社 !M J;( 削 T 代 IIII ，( )< f'開r 11，14 ( 太 f 町 ピ ル) 屯品 Ｈ ＨＩ川 ｾｏ ｬ ー 刷 ＱＱ

IL 側 支 υl 礼 刷 出 比 二長 内 " ，， 1 1  ( 11 み ' 1 命 ピ Jレ) '，11 ， ｉｾ＠ (0 122)  2:¥ - 7161 

}'， 8 h l  k υ y " li h¥ rl i 中 1>( 剖12 r  11 15- 2l  (  tl “ J j ( ピ Jl- ) i1.l ，1，1，. (0ち2) 201  :i 271  

1ム 山 正 問 1ム向・ 1; 崎 町 11 的 10 ( 千 代 川 '1 命 ピ ル ) せ 品 ( 0822) 28 - 0586 

八 柑 x. '，1; 北 九 州 市 八 幡 Iえ れ 川 町 i の 1 '11 ，11; (09:<) 67 ー 引 11

.，1  1品l 支'，1; t/I. I抗1，Ii 欄 J41町 2 r  11 2  (  •• Ｑ 同 ｾＱ ピ ル } 屯 .!!j (092)  28 - 62: H  

金属建材部 ・本 社 大 阪 oIj*区今陪5丁目 111 "世話 ω6) 231- 8 4 61  (大代 m

6  

ー
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法 令 コ ー ナ

日本建築協会法規委員会

' i ' U 主などの投稿を待ちして H' ) ます

行施

旨

法

要

準

正

則

基

改

怖

築

の

ほ

建

令

ｾ＠

処 ぎた J，じj¥主法施行令の一 昔11が 改 正 (11召44/

Ｑ ・ ＲＳ 政令 ｾＱ Ｘ 号Ｉ され、 H召和44年 5 月 1

日 か ら 地 行 さ れ る の で 、 そ の 概 要 を 、 「建 築

基 準 法 施 行 令 の一 部 を 改 正 す る 政 令 要 綱」

に Ｉ， ｾづき、説 明 します 。

1  大 規 模 建 築 物 の 防 火 区 画 等 に

関 す る 基 準 の 整 備

第 1 防 火 区 画 に 関 す る 基 準

川 防 火 区 画 の 設 置 に 関 し て 基 準 と す る

げ互 ベ 面 積 及 び 床 面 積 に つ い て は 、 そ の 算

ほをにあた っ て 、 当 該 面 積 か ら 控 除 で き る

部 分 の 床 面 積 ( 自 動 式 の ス プ リ ン ク ラ ー

設 備 、 水 噴 霧 消 火 設 備 等 を 設 け た 部 分 の

床 面 積 ) の 限 度 を 当 該 部 分 の 床 面 積 の 2

|分 の 1 と す る も の と する 。

( 令第112 条 第 1. 2. 3. 5. l'i i) 

￥ 

大 税 政 建 築 物 に あ っ て は 、 延 焼 防 止 の た め

に一 定 の 床 而 桜 ご と に 防 火 区 回 を 設 け る よ

う 規 定 さ れ て い る が 、 今 固 め 改 正 に よ り 、

その ｼ 坊火区画の ｴｾｾ 定方法が強化 さ れたもの

である 。令 第 112条 第 1 項 の 場 合 に つ い て

説 明 す る と 。

(ァ) 防 火 区画 を 要 す る 建 築 物 の 鋭 脱

従 来 は 、 延 べ 面 利 か ら 、 ス プ リ ン ク ラ 一等

の 向 動 式 の 消 火 設 備 を 設 け た 部 分の l未 而 新

( 以下「自動消火設備設置床而梢」という 。)

を1¥余いた 部 分の 床而 約の 合 計 が 、1，500m
2

を

こ え る 建 築物 が 、 防 火 区 画 を 要 す る 建 築 物

であ っ た が 、 改 正 後 は 、 延べ 而ヰl't か ら 自 動

ii'i 火 設似ii 設置 床 面 積 の 2 分 の l に相 当 す る

l末凶l似を|除いた而績が、1，500m
2

を こ え る 建

築 物 が l幼火 区 画 を 要 す る 建 築 物 と な っ た 。

t  

(ィ) 1坊火 区 間 を 袈 す る j木市 般の 限 度

( ア) に該当する建築物 に つ いては、 従 来は、

自 動 消 火 設 備 設 置 床 [(1目的を |徐いて 1，500m
2

以 内 と な る よ う に |幼 火 区 画 を 設 け る こ と 、

されていたが、 改正後 は、 ｲ ｾ Ｑ 動 式 消 火 r&1i ii!

設 置 床 ffiit1't の 2 分 の 1 にキ" 当 す る 床 llii tl'1と、

そ の 他 の j未 而 仙 の 令 計 が 1，500m
2
以 内 に な

るよ うに 、 IIJj 火 区 阿 を 設 け な け れ ば な ら な

し、こととさ :11.1.ょ。

すなわち 「匠l i!i ))il 'i 火 設 備 設 出 床 市 新 を A m
2

Lそ の他 の 古11分 の 床 而 tl '( を 8 m
2  

とすると
? + B

民 凶孟記1. 5印0ω0

となるように、 IW火 区 画 を 設 立tす る こ と に

なる 。 し た が っ て 、 大 規 院 な 建 築 物 で 、 そ

の全床而: l ' i'tに白 1fr)) 式 の 消火設イliil を設 け た 場

合 は 、 B = O " . A 孟3，000m2となり、 3，000

d 以 内 ご と に | 切火区間乞設けなければな ら

な い こ と に な る 。 ( 図 ー 1 )  

(ゥ) 例 え ば 、 延 べ 而 柏 が5，000m2であ っ て、

自 動 消 火 設 備 設 fl( 床 而 械 が 3，500 m2あ る 建

築物については、従来は、( ァ活 ，000m2- 3  
，500 

m2= 1 ，500m2と な り 、 残 り が1，500m2以 内 で

あ る の で 防 火 区 間 の 必 要 が な か っ た が 、 改

正 後 は 川 町一士 X 3 ，5附 = 3. 250m2と

なり、 1，500m2を こ え る の て' IW火 区 画 が 必 要

となる 。 更に、( ィ: 向動消火 設備 設 fa 床而: 1' 1'1

カ合， 000m2を こ え る ので、 3 ，000m2で 1 ヶF1r

|功 火 区 画 す る とすると、残り の 部 分について

は、 A = 3， 500m
2
- 3， OOOlT子 = 500m

2
B  -

5 ， 000m
2  
- 3

， 500m
2  

=  1，5附 であるカら、?

500m2  

+ B = ー す一+ l ，500m
2  
=  1， 750m

2

>  1， 500m
2  

となり、 1，500m2を こ え る の で 、 更 に も う 1

ケ 所 防 火 区 画 を 要 す る こ と に な る 。( 図

-

2 )  

なお、この取抜いは、法釘 ｾ ＲＷ 条第 Ｒ J買又

は 法 第62条 第 1
j
J'i のえI i . 定に よ り 、 外壁 耐 火

桃 遣の 簡 易 耐 火，建 築 物 とした 場 合の 床開 制

500 ｭ Ｒ 以内ご との 防 火区 阿、不 ｾｾｴＮ 桃巡 の 簡

易 1耐火建築物とした幼子干の床而ヰ1'1 1， 000m
2  

以 内 ご と の 防 火 区 間 以 び 怨 築 物の l H皆以上

の百11分 の 各 階 100m2以 内 ご との |切火 区 間 の

税 定 の適 用 に あ た っ て 向1f
r)) 式 消 火 設 {1mを 設

置I した ;場 令 に つ い て も 問 機 であ り 、 そ れ ぞ

れ ? + 民 5 w ? + M 1 0
似 ? +

B 孟 100m2と な る よ う に |切 火 区間 を 設 け な

け れ ば な ら な い こ と と さ れ た 。

2  地 階 又 は 3 階 以 上 の 階 に 居 室 を 有 す

る 建築 物 に つ い て は 、 階 数 が 2 以 上 の 住

戸 の 部 分 、 吹 抜 !f と な っ て い る 部 分 、 階

段 の 部 分 等 と そ の 他 の 部 分 と の 聞 に 防 火

区 画 を設 け な けれ ば な ら な い も の と す る 。

た だ し 、 避 難 階 の 直 上 階 又 は 直 下 階 の み

に 通 ず る も の で 、 防 火 上 支 障 が な い 場 合

こ の 規 定 は 新 ら し く 追 加 さ れ た も の で 、

建 築 物 の 縦 穴 に よ る 上 階 へ の 延 焼 を 防 止 す

る こ と を 臼 的 とし 、 階 層 別 の |坊 火 区 画 を は

かる躍起 F干のものである 。

tァ) こ の 適 用 範 囲 は 、 主 要 椛ii !市11が 耐 火 ti Vi

iti で あ っ て 、 か つ 、 地 階 又 は 3 階 以 上の |滑

に }，Jf 室 を 有 す る 建 築 物 に |浪 られる 。

(ィ) これらの狙3築 物 に あ っ て は 、 吹 抜 き 部

分、階段部分、f : 1除 機の 昇降 協 の 音11分 、 ダ

クトス ペ ー スの 部 分 な ど 、 建 築 物 を 縦 に つ

な ぐ 機能 を 有 す る 部 分 に つ い て 、 そ れ ぞ れ

の 部 分 相互 H¥I及 びその他 の 部分とを、 l耐火

椛 巡の l末、
I
笠又 は 甲 純 ISJJ 火戸 若 し く は 乙.fiTI

IIJj 火 戸 でIW火 区 間 し な け れ ば な ら な い こ と

と し て い る 。 ただし、 1¥都 文 部 分 か ら 直 抜 出

入 り す る こ と が で き る 公 衆 便 所 な ど は 、 こ

の |切火 区 画 の 規 定 に |謝し て は 、その階段音11

分に含めて巧ーえてよい 。 ま た 、 こ れ ら の 部

分 と 也 彼外 気にI ' lf.J放 され て い る 廊 下 や バ ル

コニ ー な ど と の !日1に つ い て も 、こ の 規 定 に

よる IIJ j 火 区阿 は望書しないことにな っ て い る 。

( 図 3 )  

(ゥ) 住 戸 の |槍数 が 2 以 上 て' ある 場 合 の 住 戸

の部 分 と 、 そ の他 の部分と に つ い て も 、 前

: r j ' l と同級に| 切火区間をしなければならない

こととさ れた 。 ( 図 - 6 )  

(ェ) 映 阿 館 な と の答! 市、体育館など令担当 112

条 W1  Jl ( ただし告に規定する用途に供する

建 築 物 の 部分で、 l次抜き苦11分 等 と の 1十¥1 に 防

火 区 plij を設 け る こ と が 、そ の 用 途 上 で きな

い場ー 令 に お い て は 、 そ れ ら の 部 分 に お い て

床 而 か ら の
2.5 さ が 1，2 m を こ え る 部 分 の 笠

及 び 天 井 の 室 内 に 前 す る 音11分 の 仕 上 げ 及 び

下 地 を 不 燃 材 料 又 は 準 不 燃 材 料 で し た 場 合

に は 、 そ れ ら を 一 体 と み な し て 、 そ れ ら の

部 分 と そ れ ら 以 外 の 部 分 と の IBI に IW火 区 画

を 設 け れ ば よ い こ と に な っ て い る 。

(ォ) ill 日l I 'IWi か ら そ の 直上 階の み 、 又 は そ の

直下| 惜の み に 通 ず る l吹 抜 き、 階 段 な どの 苦11

分 を 設 け た 場 合 は 、 そ の
1:;

t : 及ひー天1 j : の仕上

げ 及 び 下 地 を 不 燃 料 料 で し た も の に つ い て

は 、 そ の l次J止さ、 1¥符f.l):な どの音115}' と、そ の

他 のml 分 との | 切火区画は設けな く て も よ い

こ と に な っ ている 。 ( 国 一 4 )  

旬) 以上の| 山火区画については 、 外 情 に お

け る 延 焼 防 止 の た め の ス パ ン ド レ ル の 胤 定

Ｈ令ｾ Ｂ［ 112条 第 9 、10項 ) 、給水 竹 な ど の i1

j凶ml 分 を モ ル タ ノレ等で充てんする) iJ.I.:;i 三( 令

第 112条 第 14 J j : i ) 及び11丘冷 J }j 設 11i Hなどの j瓜

i Uの |幼 火 ダ ン パ ー の 設ti' UJ，l. 主E ( 令 節 112 条

第 15J1'i) が 適用 される 。

ド¥.. ，
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3  防 火 区 画 に 用 い る 甲 種 防 火 戸 文 は 乙

種 防 火 戸 は 、 随 時 閉 鎖 す る こ と が で き 、

か つ 、 火 災時 に 自 動 的 に 閉 鎖 す る 等 の 構

造 を 有 し な け れ ば な ら な い も の と す る 。

( 令第 112条第13rfi)

従 来 防 火 区 画 の 関 口 部 に は 、 甲 種 防 火 戸

又 は 乙 種 防 火 戸 を 設 け る と い う 規 定 が あ る

だ け で あ っ た が 、 火 災 時 に お け る 防 火 、 防

煙 、 避 難 等 の 観 長 か ら 、 新 ら た に そ れ ら の

防 火 戸 の 椛 造 及 び 機 能 に つ い て 、 市11限 が 加

えられた 。 こ れ は 、 令 第 112条 各 項 に 規 定

す る 防 火 区 画 に 用 い る す べ て の 甲 種 防 火 戸

又 は 乙 種 防 火 戸 に 適 用 さ れ る も の で 、

① 随 時 閉 鎖 す る こ と が で き 、 か つ 、 火 災

に よ り 温 度 が 急 激 に 上 昇 し た 場 合 に 自 動 的

に 閉 鎖 す る こ と 。

② 居 室 か ら 地 上 に 通 ず る 主 た る 廊 下 、 階

段 そ の 他 の 通 路 に 設 け る も の に あ っ て は 、

直 核 手 で 開 く こ と が で き 、 か つ 、 自 動 的 に

閉 鎖 す る 部 分 を 有 し 、 そ の 音I1分 の rtJ 、高さ

及 び 下 端 の 床 面 か ら の 高 き が 、 そ れ ぞ れ 、

75cm以上、 1，8m以 上 及 び 15cm以 下 で あ る こ

と。

と 規 定 さ れ て い る 。

① の 規 定 で い う 随 時 閉 鎖 可 能 と は 、 誰 で も 、

い つ で も 簡 単 な 操 作 で 閉 鎖 で き る こ と を 意

味 し 、 特 定 の 人 で な け れ ば 操 作 で き な い 椛

造 の も の は 該 当 し な い と 解 さ れ る 。② の 規

定 は 、 避 難 経 路 と な る 通 路 に 設 け ら れ る 防

火 戸 に つ い て ① の 条 件 に 加 え て 附 加 さ れ る

条 件 で 、 火 災 時 大 l弄が閉鎖した場合でもに、

避 難上 支 障 が な い よ う く ぐ り 戸 等 の 設 置 を

義 務 づ け た も の で あ る 。 ( 図 - 5 )  

第 2 防 火 壁 に 関 す る 基 準

'  防 火 壁 に 設 け る 甲 種 防 水 戸 l立、随 時 閉

鎖 す る 二 と が で き 、か つ 、 火 災時に自重力

的 に 閉 鎖 す る 等 の 構 造 と す る こ と 。

Ｈ 令第 ＱＱ Ｓ 条第 Ｑ 瓜首ｾ 4 号)

こ の 規 定 は 、 木 造 建 築 物 等 に 設 け ら れ る

防 火 壁 の 甲 種 防 火 戸 の 構 造 を 、 防 火 区 画 に

設 け る 甲 種 防 火 戸 の 椛 造 と 同ー の も の と す

る よ う に 規 定 し た も の で あ る 。

( 図 ー 5 )  

2  特 殊 建 築 物 等 の 避 難 施 設 に 関

す る 基 準 の 整 備

第 1 適 用 範 囲

1  階 数 が 3 以 上 で あ る 建 築 物 又 は 延 べ

面 積 の 合 計 が 1，000m 2 をこえる建築物に

つ い て は 、避 難 施 設 に 関 す る 基 準 の 適 用

が あ る も の と す る 。 (令第 l i 7条第 l 項)

従 来 、 廊 下 、 避 難 階 段 、 歩 行 距 離 等 の 遊

雛 施 設 に 関 す る 規 定 の 適 用 範 囲 は

① 法 別 表 第一( い) 側( ー) 項から( 鴎項までに揚

げ る 用 途 に 供 す る 特 殊 建 築 物

② 3 階 以上 の 階 に 居 室 を 有 す る 建 築 物

③ 地 階 の 居 室 、 映 画 館 の 客 席 等 の 法 第28

条 第 1 項 た だ し 蓄 に 規 定 す る 居 室 で 、 法 定

の 採 光 の な い 居 室 を 有 す る 階

④ 居 室 の 床 面 穫 の 合 計 が 1，000m
2

をこえ

る 建 築 物 に 限 ら れ て い た が 、 今 回 の 改 正 で 、

② と ④ の 範 囲 を 拡 大 し て 、 居 室 の 有 無 に か

か わ ら ず 「 階 数 が 3 以 上 で あ る 建 築 物 」 と

「延べ面積が 1，OOOm
2

を こ え る 建 築 物 」 が

適 用 を う け る こ と と な っ た 。 な お 、 ① 、 ③

は 従 来 ど お り 適 用 さ れ る 。

12  主 要 構 造 部 の 耐 火 構 造 と し た 共 同 住

宅 の 住 戸 で、 そ の 階 数 が 2 文 は 3 である

も の の 出 入 口 が ー の 階 の み に あ る も の で、

避 難 上 支 障 が な い も の に つ い て は 、 当 設

住 戸 の 出 入 口 の あ る 階 以 外 の 階 は 、 当 該

出 入 口 の あ る 階 に あ る も の と み な す も の

とする 。 (令第120粂第 4 rri 令第 123条町2 )  

従 来 メ ゾ ネ ッ ト 形 式 の 共 同 住 宅 は 、 住 戸

の 階 数 が 2 で あ り 、 上 階 の 居 室 の 各 部 分 か

ら 直 通 階 段 のー に 至 る 歩 行 距 高 が4 0 m以 下

の 場 合 に 限 り 認 め ら れ て い た が 、 今 回 の 改

正で、 」二記 の 歩 行 距 離 規 定 を み た す 場 合 に

は、{ ヱ戸 の 階 数 が 3 の も の も 認 め ら れ る こ

と と な っ た 。 こ の 場 合 、 廊 下 巾 ( 令第 11 9

条) 、二 以 上 の 直 通 階 段 の 設 置 ( 令 第 121条

第 1 項 第 3 号 、 同 条 第 2 項 ) 避 難 階 段 又 は

特 別 避 難 階 段 の 設 置 ( 令 第 122条 第 1 項 )

及 び 特 別 避 難 階 段 の パ ノ レ コ ニ ー 又 は 附 室 の

床 面 積 ( 令 第 123条 第 3 項 第 11号 ) の 規 定

の適用については、 2 層 メ ゾ ネ ッ ト 形 式 の

場 合 は 2 層の床面積の合計が、 3 層 メ ゾ ネ

ソ ト 形 式 の 場 合 は 3 層の床面積の合計が、

そ れ ぞ れ 、 そ の 出 入 口 の あ る 階 に あ る も の

と み な し て 当 該 規 定 を 適 用 す る こ と と さ れ

た 。 ( 図 - 6 )  

第 2 2 以 上 の 直 通 階 段 の 設 置 基 準

1  2 以 上 の 直 通 階 段 を 設 け な け れ ば な ら

な い 場 合 に お い て は 、居 室 の 各 部 分 か ら

各 直 通 階 段 に 至 る 通 常 の 歩 行 経 路 は 、 少

な く と も 法 定 の 歩 行 距 離 の 二 分 の ー は 重

複 し な い よ う 配 置 し な け れ ば な ら な い も

の と す る 。 ただし 、避 難 上 支 障 が な い 場

合 に お い て は 、 こ の 限 り で な い。

( 令 筋 121条第 3 )  

‘  

こ れ は 新 設 の 規 定 で あ る 。 非 常 時 に 一 つ

の 階 段 が 使 用不 能 に な っ た 際 、 も う 一 方 の

階 段 を 利 用 し て 避 難 で き る よ う な 階 段 の 配

置 を 義 務 づ け た も の で 、 い わ ゆ る 二 方 向 避

難 の 考 え 方 を 明 文 化 し た 規 定 で あ る 。 す な

わち、 二 以 上 の 直 通 階 段 を 設 け な け れ ば な

ら な い 場 合 に お い て は 、 居 室 の 各 部 分 か ら

各 直 通 階 段 に 至 る 通 常 の 歩 行 経 路 の す べ て

に 共 通 に 重 複 す る 区 間 の 長 さ が 、 令 第 120

条 第 1 項 に 規 定 す る 歩 行 距離 の 数 値 の 二 分

の一 以 下 に な る よ う に 、 直 通 階 段 を 配 置 し

な け れ ば な ら な い と す る も の で あ る 。( 図

7 ) の L ，、」 が 「 す べ て に 共 通 の 重 複 区 聞

の 長 さ 」 で あ る 。

た だ し 、 避 難 上 有 効 な バ ル コ ニ 一 、 屋外

通 路 等 が あ っ て 、 そ れ ら を 伝 っ て 安 全 に 避

事ffー で き る 場 合 に は 、 こ の 規 定 の 適 用 は な い 。

( 図 一 7，8 ，9)
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(ア) ｩｬｬ 日Ｑｉ ｾ 階段に通ずる出入 Ｑ Ｑ には、次の各

号 に 定 め る 附 込司の け' HU幼火戸 X は 鉄 製 枠l人

ガ ラ ス 入 り の 乙 般 防 火 戸 を 設 けるこ ととさ

れた 。

① | 旭日寺閉鎖することが でき 、 か つ 、 火 災

により ｩｬ ｬ ｬＱ ｩｊｾ が急 激に上井した場合に自動的

に閉 鎖 す る こ と。

② 直 抜 手 でい避ｾＱｉの方 ｬ￭Ｇｬ iニ11日くことができ、

か つ 、 自 動 的 に 閉 鎖 す る 部 分 を 有 し 、 そ の

苦11分 の IlJ 、高さ/ 土び下端の床聞からの高さ

が、それぞれ、 75cm以上、 1，8m以 上 及 び 15

cm 以 下 で あ る こ と 。

( ィ) 特日IJ illHl I 階段 に つ い て は 、 出 内 か らノ〈

J レコニー又は附室に通ずる 出 入 口 には 、 上

記の甲縫| 坊火 戸 を設けることとし、- a に、

パノレコニー又は |併室 か ら 階 段 室 に 通 ず る 出

入 口 に も 、 上 記 の 甲 種 防 火 戸 又 は 乙純| 坊火

戸 を 設 け る こ と と さ れ た 。 ( 図 - 5 )  

第 4 避 難 階 に お け る 屋 外 へ の 出 口 に

至 る 歩 行 距 離 に 関 す る 基 準

避 難 階 に お け る 居 室 ( 避 難 上 有 効 な 開

口 部 を 有 す る も の を 除 < 0) の 各 部 分 か ら

屋 外 へ の 出 口 の ー に 至 る 歩 行 距 離 は 、 当

核 居 室 の 各 部 分 か ら 直 通 階 段 に 至 る 歩 行

距 離 の 数 値 の 2 倍 以 下 と し な け れ ば な ら

な い も の と す る 。 (令田， 125条)

避 難1;皆 の 居 室 に つ い て 、 新 ら た に 歩 行 距

再It の 制 限 が 追 加 さ れ た 。 す な わ ち 、 避 維 1;皆

に お い て も 、 居 室 の 各 部 分 か ら 屋 外 へ の 出

口のー に 至 る 歩 行 距 離 は 、 避 難 階 以 外 の 階

の 居 室 の 各 部 分 か ら 直 通 階 段 の ー に 至 る 歩

行 距 離 の 数 値 の 2 倍 以 下 と し な け れ ば な ら

な い と さ れ た 。

た だ し 、 避 難 上 有 効 な 関 口 音11、 た と え ば

外 部 へ 容 易 に避 難 す る こ と が 可 能 な 構 造 の

窓 等 が あ る 場 合 に は こ の 規定 は 適用 さ れ な

い こ と に な っ ている 。

に さ え ぎ ら れている場合は、 90cm以 下 で あ

っ て も 差 支 え な い 。

なお、 | 羽ロ而引 が 1 m

2

以内で、鉄製緋! 入

ガラス 入り の は め ご ろ し 戸 に つ い て は 、 こ

の 規 定 は 適 用 し な い 。 ( 図 一 10、11 )

制特別逃並 Ｑｾ 階段にあ って は、前記の延焼

防 止 問 世 に加 えて、 外 部 か ら の 延 焼 防 止 に

つ い て も 考 慮 さ れ た 。 すなわち、階$ ) t 室、

パノレコニ ー 又 は 附 室 の 屋外 に 面 す る 壁 に 設

ける開口官I1は 、 そ れ ら の 部 分 以 外 の 当 該 建

築 物 の 部 分 の 11月口音I1か ら 、 ま た 、 外 壁 及 び

屋 恨 が 耐 火 構 造 で な い 場 合 は そ の 外壁 及 び

屋被 か ら 90cm以 上 離 さ な け れ ば な らない上

に 、 更 に 、 延 焼 の お そ れ の あ る 部 分 に 設 け

て は な ら な い こ と と な っ た 。 た だ し 、 開 口

商 紛 が 1 m
2

以 内 で 、 鉄 製 綱 入 ガ ラ ス 入 り の

は め ご ろ し 戸 の 場 合 及 び 外 壁 蘭 か ら 50cm以

上 突 出 し た 耐 火 構 造 の ひ さ し 、 そ で壁 等 が

あ る 場 合 は 、 屋 内 避 難 階 段 の 場 合 と 問 機 に

緩 和 さ れ て い る 。 ( 図 一 12)

( . I . ) 特別避難階段の階段室とパ ノレコニー又

は 附 室 の 床 面 積 に つ い て は 、 従 来 、 建 築 物

の 15階 以 上 の 階 に 通 ず る 特 別 避 難 階 段 に つ

い て 規 定 さ れ て い た が 、 今 団 地 下 3 l'皆へ 通

ず る 直 通 階 段 が 特 別 避 雛 階 段 と な ったのに

伴 な い 、 地 下 3 階 以 下 の 階 へ 通 ず る 特 別 避

普 ｉｾ 階段 についても適用されることにな っ た 。

( ォ) 特別避難階段の附室は、外気に向 っ て

開 く こ と が で き る 窓 又 は 適 当 な 排 煙 設 備 を

設 け る こ と と さ れ て い た が 、 今 回 こ れ ら の

構 造 に つ い て は 、 建 設 大 臣 の 定 め る 基 準 に

適 合 し た も の で な け れ ば な ら な い こと とさ

れた 。

第 3 避 難 階 段 及 び 特 別 避 難 階 段 に 関

す る 基 準

1  ! 也下 2 階 以 下 の 階 に 通 ず る 直 通 階 段

は 避 難 階 段 又 は 特 別 避 難 階 段 と し 、地 下

3 階 以 下 の 階 に 通 ず る 直 通 階 段 は 特 別 避

難 階 段 と し な け れ ば な ら な い も の と す る 。

(令第 122条第 I lTi)

最 近 建 築 物 の 地 下 階 が 多 層 に な っ たこと

と、地下|滑 に お け る 火 災 H寺の避難を考慮し

て、ま:J r らたに 地 下 階へ 通 ず る 直通 階 段 に つ

い て 構 造 規 定 を 治化 し、 地 下 2 階 へ 通 ず る

直 通 階 段 は 避 難 階 段 又 は 特 別 避 難 階 段 と し

地 下 3 階 以 下 へ 通 ず る も の は 特 別 避 難 階 段

としなけt L iまな らない こ と に な っ fこ。

2  階 段 室 等 の 屋 外 に 面 す る 壁 に 設 け る

開 口 部 は 、 階 段 室 等 以 外 の 当 該 建 築 物 の

関 口 部 並 び に そ の 壁 及 び 屋 根 ( 耐 火 構 造

の 壁 及 び 屋 根 を 除 < 0) か ら 90"' " 以 上 の 距

厳 に 設 け な け れ ば な ら な い 二 と 等 と す る

ものとする 。 (令第 123条)

ート

3  階 段 に 通 ず る 出 入 口 等 に 設 け る 甲 種

防 火 戸 又 は 乙 種 防 火 戸 は 、 随 時 閉 鎖 す る

ことができ 、 か つ 、 火 災 時 に 自 動 的 に 閉

鎖 す る 等 の 構 造 を 有 し な け れ ば な ら な い

ものとする 。 (令第 123条第 1 m 第6 号)

3  特 殊 建 築 等 物 の 内 装 に 関 す る

基 準 の 整 備

屋 内 か ら避事[ 階段等に通ずる出入口に設

け る 防 火 戸 の 構 造 を 、 防 火 区 画 に 設 け ら れ

る防火 戸 と 同 様 の 構 造 と す る よ う 定 め ら れ

た も の で あ る 。 すなわち、

避 難 階 段 等 の 構 造 規 定 を 強 化 し た も の で

ある 。以 下 項 を 分 け て 説 明 す る 。

tァ) 屋内避苦11一 階 段 、 屋 外 避 難 階 段 及 び 特別

避要 ｪｾ 階段共に最上部の緩和規定が 削 除され

た 。 こ れ は 従 来 階 段 室 の 最 上 部 は 塔 屋 で あ

る と 考 え で の 、 緩 和 規 定 で あ っ た が 、 最 上

部 が 塔 屋 で な い も の も 出 て き た の で 、 主 主 理

さ れ た も の で あ る 。

( イ) 屋内避難階段の階段室の外壁の構造に

つ い て は 、 そ の 建 築 物 の 他 の 部 分 か ら の 延

焼 を 防 止 す る た め の 規 定 が 追 加 き れ た 。

す な わ ち 、 階 段 室 の 外壁 部 分 に 関 口 部 を

設 け る 場 合 に は 、 そ の 建 築 物 の 階 段 室 以外

の 外 壁 に 設 け た 関 口 音I1から 90cm以 上 離 さ な

け れ ば な ら な い も の と し 、 更 に 、 簡 易 耐 火

建 築 物 等 て ¥ 建 築 物 の 外 壁 及 び 屋 根 が 耐 火

構 造 で な い 場 合 に は 、 そ の 外 壁 及 びE町民か

らも 90cm以 上 離 さ な け れ ば な ら な い と さ れ

た。 た だ し 、 外 壁 面 か ら 50cm以 上 突 出 し た

耐 火 梢 j去 の ひ さ し 、 そ で 壁 等 が あ り 、 そ の

建 築 物 の l'制 ま 部 分 か ら 階 段 室 が 防 火 上 有 効
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第 1 適 用 範 囲

ホ テ ル 、 旅 館 等 建 築 基 準 法 別 表 第 1 (い)

欄 同 項 に 掲 げ る 用 途 に 供 す る 建 築 物 で、

当 該 用 途 に 供 す る 3 階 以 上 の 部 分 の 床 面

積 の 合 計 が 300m' 以上のものについては、

内 装 の 制 限 に 関 す る 基 準 の 適 用 が あ る も

の と す る 。 たぜし 、 床 面 積 の 合 計 100m'

以 内 ご と に 防 火 区 画 が 設 置 さ れ て い る 部

分 の 居 室 に つ い て は 、 ニ の 限 り で な い。

( 令 条 128条 の 4 令 第12 9条 )

病院、ホテノレ、旅館、下宿、共同住宅、

寄 宿 舎 又 は 養 老 院 で 、 耐 火 建 築 物 の も の に

つ い て は 、 従 来 、 内 装 桁IJ 限 の 規 定 が な か っ

た が 、 改 正 に よ り 、 こ れ ら の 用 途 に 供 す る

3 階 以 上の 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 300m'以

上であるものに、内装I l i IJI浪が課さ れ ること

になった。

だマし、 100m' 以 内 ご と に 防 火 区 画 を し た

居 室 の 部 分 に つ い て は 除 外 さ れ る 。

第 2 内 装 制 限 に 聞 す る 基 準

1  劇 場 、 ホ テ ル 、 百 貨 庖 等 法 別 表 第 1

(い)欄 (ー)、(司及 ひ 明 項 に 掲 げ る 用 途 に 供 す

る 建 築 物 の 居 室 か ら 地 上 に 通 ず る 主 た る

廊 下 、 階 段 そ の 他 の 通 路 の 壁 及 び 天 井 の

室 内 に 面 す る 部 分 の 仕 上 げ は 、 不 燃 材 料

又 は 準 不 燃 材 料 で し な け れ ば な ら な い も

の と す る 。 ( 令第 129条 第 1 羽)

法 別表 第 1 (い) 欄 (ー) に) 及ひ1四項の建築物、

すなわち、 劇 場、 映 函館、 演芸場、観覧場、公

会 堂 、 集 会 場 、 病 院 、 ホ テ ノレ、旅館、下宿、

共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 、 養 老 院 、 百 貨 庖、 7 ー

ケッ ト、展示場、 キ ャ バ レ ー 、 カ フェ一、

ナイ トク ラ ブ 、 パ 一 、舞 踏 場 又 は 遊 技 場 で 、

内 装制 限 をうけ る も の に つ い て は 、居 室 の

部 分 と 廊 下 、 階 段 等 の 避 難 通 路 の 部 分 を 難

燃 材 料 以 上 で内装 す る こ とになっていたが、

改 正 に よ り、 この う ち 、 廊 下 、 階 段 等 の 避

難 通 路 の 部 分 に つ い て は 、 準 不燃 材料 以 上

で 内装 す る こと に強 化 された。

2  自 動 車 車 庫 及 び 自 動 車 修 理 工 場 の 用

途 に 供 す る 建 築 物 の 当 核 各 用 途 に 供 す る

部 分 及 び こ れ か ら 地 上 に 通 ず る 主 た る 通

路 の 壁 及 び 天 井 の 室 内 に 面 す る 部 分 の 仕

上 げ は 、 不 燃 材 料 又 は 準 不 燃 材 料 で し な

け れ ば な ら な い も の と す る 。

( 令部 129 条 第 2 取)

自 動 車 車 庫 及 び 自 動 車 修 理 工 場 の 内 装 制

限 は 、 室 内 及 び 避 難 通路 と も 従 来 は 難燃 材

料 以 上 と な っ て い た が 、 改 正 に よ り 、 両 者

と も 準 不 燃 材 料 以 上 と す る よ う に 強 化 され

f二。

3  高さ 31 mを こ え る 建 築 物 の 居 室 か ら

地 上 に 通 ず る 主 た る 廊 下 、 階 段 そ の 他 の

通 路 の 壁 及 び 天 井 の 室 内 に 面 す る 部 分 の
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仕 上 げ は 、 不燃 材 料 又 は 準 不 燃 材 料 で し

な け れ ば な ら な き も の と す る 。

( 令第 129 条 第 4 tfi) 

高さ 31m を こ え る 建 築 物 は 、 従 来 、 居室

の 部 分 と 廊 下 、 階 段 等 の 避 難 通 路 の 部 分 と

を 、 難 燃 材 料 以 上 で 内 装 す る こ と に な っ て

い た が 、 改 正 後 は 、 こ の う ち 、 廊 下 、 階 段

等 の 避 難 通 路 の 部 分 は 、 準 不 燃 材 料 以 上 で

内 装 す る こ と に 強 化 さ れ た 。

4  ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 、水 噴 霧 消 火 設

備 等 で 自 動 式 の も の 及 び 建 設 大 臣 の 定 め

る 基 準 に 適 合 す る 排 煙 設 備 を 設 け た 建 築

物 の 部 分 に つ い て は 、 内 装 制 限 規 定 は 適

用 し な い も の と す る 。 ( 令百H 29条 第 6 羽 )

従来は、スプリンクラー設備等の自動式

の消火設備を設けた部分について、内装< < ，11

限 の 規 定 を 適 用 し な い と し て い た が 、 改 正

に よ り 、 前 記 の 消 火 設 備 の 他 に 更 に 排 煙 設

備 を も 設 置 し た 場 合 に 限 り 、 適 用 除 外 さ れ

る こ と に 強 化 さ れ た。 排 煙 設 備 の 基 準 に つ

いては、 別 途 、 建 設 大 臣 の 告 示 に よ り 示 さ

れる 。

4  地 下 街 に 関 す る 基 準 の 整 備

第 1 地 下 道 に 関 す る 基 準

地 下 街 の 各 梅 え は 、 新 た に 次 の 各 号 に

核 当 す る 地 下 道 に 接 し な け れ ば な ら な い

も の と す る 。

1  壁 、 柱 、床 、 は り 及 び 床 版 は 、建 設

大 臣 が 定 め る 耐 火 性 能 を 有 す る ニ と 。

2  天 井 及 び 壁 の 内 面 の 仕 上 げ は 不 燃 材

料 で し 、 か つ 、 そ の 下 地 は 不 燃 材 料 で 造

るニと 。

3  建 設 大 臣 の 定 め る 基 準 に 適 合 す る 非

常 用 の 照 明 設 備 、 排 煙 設 備 及 び 排 水 設 備

を 設 け て い る こ と 。 ( 令都 128条 の 3tl l l tfi)

地下道の基準には、 巾 員 ( 5 m 以上) 、天

井 高 ( 3 m以 上 ) 、 階 段 ま で の 歩 行 距 離 ( 30

m 以下) 、末端の出入口の 巾員等があるが、

更 に 、 機 造 、 内 装 及 び 非 常 用 の 設 備 に つ い

て制 限を迫力日し た も の で あ る 。

'"2 地 下 街 の 各 構 え に 関 す る 基 準

1  地 下 街 の 各 構 え は 、他 の 各 構 え 及 び

地 下 道 と 耐 火 格 造 の 床 若 し く は 壁 文 は 甲

種 防 火 戸 で 区 画 し な け れ ば な ら な い も の

とする 。

2  地 下 街 の 各 精 え は 、 建 築 物 の 11 階 以

上 の 部 分 と み な し て 、 防 火 区 画 に 関 す る

基 準 を 準 用 す る も の と す る 。

3  地 下 街 の 各 構 え の 居 室 の 各 部 分 か ら

地 下 道 へ の 出 入 口 の ー に 至 る 歩 行 距 離 は 、

3 0 m以 下 で な け れ ば な ら な い も の と す る

4  地 下 街 の 各 構 え に 関 す る 基 準 に つ い

て は 、 条 例 で 、 二 れ ら の 定 め と 異 な る 定

め を す る ニ と が で き

るも σコとする 。

(令都128条 町3第2- 6耳i )

従 来 規 定 が な か った

地 下 街 の 各 構 え に つ い

て 、 新 た に 防 火 区 画 及

び 歩 行 距 離 に つ い て 基

準 を 設 け た も の で あ る 。

又 、 地 下 街 の 各 構 え に

つ い て も 、 地 下 道 と 同

様に、 地 方 公 共 団 体 の

条 例 に よ り 制 限 で きる

よ う 委 任 規 定 を 設 け て

ハ: 17'

いる 。

5  水 洗 便 所 の 原 原 浄 化 槽 に 聞 す

る 構 造 基 準 の 整 備 ( 令品i 132条 )

法 第 31条 第 2 項に規定する! ポ尿浄化槽の

椛 造 に つ い て は 、 従 来 は 、 欧 米 式 浄 化 槽 を

原則j とし、そ' の 他 の 型 式 に つ い て は 、 特 定

行 政庁 が個 々 に 認 定 す る も の と し て い た が 、

改 正 後 は 、 区 域 及 び 処 迎 対 象 人 買 の 区 分 に

応 じ 、 建 設 大 臣 が一 定 の 性 能 を 有 し 、 衛 生

上 支 障 が な い と 認 め る 構 造 を 、 そ れ ぞ れ の

型 式 ご と に 指 定 す る こ と と し た。

建 設 大 臣 の 指 定 告 示 は 、 追 っ て 出 さ れ る

こととなるので、 詳細 に つ い で は 、 思Ij 途 解

説する予定である。

な お 、 区 域 の 区 分 は 、 「 衛 生 上 特 に 支 障 が

ある区域」、「衛生上特に支障がない区域」

及 び 「その他 の 区 域 」 と に 分 け ら れ 、 前二

者 に つ い て は 、 特 定 行 政 庁 が 規則 で 指 定 す

る こ と に な っ て い る 。

地 下 浸 透 方 式 に よ る 尿 尿 浄化 槽 に つ い て

は 、 特 に 特 定行 政 庁 が 規 則 で 指 定 す る 区 域

内 に お い て 、 建 設 大 臣 が 指 定 す る 構 造 に よ

る場合には、5 J IJ 途 認 め ら れ る こ と 、 さ れ て 「

いる 。

6  冷 暖 房 設 備 の 風 道 、 給 水 管 、

配 電 管 、 そ の 他 の 管 に 関 す る 構 造

基 準 の 整 備

1  地 階 を 除 く 階 数 が 3 以 上 で あ る 建 築

物 、地 階 に 居 室 を 有 す る 建 築 物 に設 ける

換 気 、 暖 房 若 し く は 冷 房 の設 備 の 風道 又

は ダ ス ト シ ュ ー ト 、 メ ー ル シ ュ ー ト そ の

他 ニ れ ら に 類 す る も の は 、 不燃 材 料 で 造

ら な け れ ば な ら な い も の と す る 。ただし 、

ダ ス ト シ ュ ー ト 、 メ ー ル シ ュ ー 卜 そ の 他

ニ れ ら に 類 す る も の の 屋 外 に 函 す る 部 分

に つ い て は 、 ニ の 限 り で な い。

( 令 節 129 糸 町 2 ｾＱＹ＠ J'.n  

従来、 11階 建 以 上 の も の 又 は 延 べ 直itl' tが

3，000m' を こ え る 建 築 物 に つ い て 、 JiJi¥道 を

不 燃材料 で 造 る よ う 規定 し て い た が、 改正

に よ り 、 適 用 建 築 物 の 範 囲 を 拡 げ 、 ダ ス ト

シュート、メーノレンユ ー ト、 リネンン ユー

ト等 の 屋内 に 商 す る 部 分 に つ い て も 、 不 燃

材 料 で 造 る こ と を 迫力11 した 。

2  給 水 管 、 配 電 管 そ の 他 の 管 が、防 火

区 画 、 防 火 壁 等 を 貫 通 す る 場 合 に お い て

は 、 当 設 給 水 管 、 配 電 管 そ の 他 の 管 の 貫

通 部 分 及 び 当 該 貫 通 部 分 か ら 1 m以 内 の

距 離 に あ る 部 分 を 、 不 燃 材 料 で 造 ら な け

れ ば な ら な い も の と す る 。 ただし 、 耐 火

構 造 の 床 、壁 等 で 区 画 さ れ た パ イ プ シ ャ

フ ト 、 パ イ プ ダ ク ト そ の 他 二 れ ら に 類 す

る も の の 中 に あ る 部 分 等 に つ い て は 、 二

4  

J・

の 限 り で な い 。 ( 令 第129 条 町 2 t!1 10サ)

l切火区画、| 坊火壁等の効力を舵保するた

め に 新 規 に 追 加 さ れ た 規 定 で あ る 。

( 図 13 )

7  そ の 他 の 規 定 整 備

その他、上記の改正に| 具J - i i l i して、関係規

定の条文等の主主イijij が 行 わ れ て いる 。

×  ×  ×  ×  

な お 、 参 考 資 料 と して「建 築基 準 法 施 行 令 を 部 改正 す

る 政 令 新l日対 照 表 J の主2止 な 大 部 分 を 以 下 に掲 載 す る.

(大阪1叫 J 峨 青 山 限 原 桂 一 郎 I

併 ＺｦｩＮＮ［ｾ 平塚 哲朗 Ｏ



、

。参考資料。

建築基準法施行令の一部を

改正する政令新旧対照表

(;;ii 3鍛)

た だ し 、 目 次 、 第32条 ( 水 洗 便 所 の し 尿 浄

化槽) 及び第 128条 の 3 ( 地下街) を|徐〈 。

新

|日

( 防 火 区 凶 i )

第112条 主 製 附iiE古11を耐火付i泣と した建築物又は法第 2 条

第九号町三ィ 1t しくはロ のいず れかに B該当する主tt築物で、

延べ而1椛 ( スプリンクラ- ; u i 備、水日目諸消火設備、泡消火

設備その他これらにni するむので自動式のものを設けた部

0) 2 分の 1 に相当する床面積

分的床面i W を除〈 。以下こ の

条において同様とする .) が15ω 平方メートルをこえるむの

は、床 Ifli fl't ( スプリンクラー設備、水 'ft 努消火設備、 1包I両

火設備その他これらに町i1 るもので自動式のものを設けた

の 2 分の l に相当する床面積

部分的床而仰 を除〈。以下こ

の粂において| 百l H とする 。) の合計 1500平方メートル以内ご

とに耐火 消 ｩ 立 の床若し〈は笠又は ｉ ｦＧ ｈ｛ｾＩｪ 火戸で区画 しなけ

ればならない. ただし、劇場、映画館、演芸館、観覧場、

公会堂又は集会場内容I町、体行館、工場その他これらに類

する片j j 主に供する ill 築物内部分でその用途上やむを待ない

場合においては、この限りでな" .

( 第 2 埋1から第 3mまで時 )

4  前 2m円規定は、 体育館、工場その他これらに類する

用途に供する建築物的部分で、天井( 天井のない場合に お

から第 8 項まで

いては屋担{ . 以下第 6 Jj'j - 一一一一一一→こおいて同級とす

及び第 7m

る。) 及び壁内室内に前する部分の仕上げを不燃材料又は準

不燃材料でした L のについては 、i曲) 1] しな L 、。

( 第 5 耳iから! f ; 7fii まで略)

8  主要構造部を耐火権造とし 、かっ、地階又は 3 階以上

て=一一一一一一一一一一一ー

の階に居室を有する建築物の住戸の部分 ( 住戸の階数が 2

以上であるものに限る J 吹抜きと立っている部分、階段の

部分、昇降機の昇降路の部分、ダク トス ベース部分その

は第 III買の規定による区画に用いる乙種防火戸は 、次の各

他これらに類する部分 ( 当鞍部分からのみ人が出入するこ |  号に定め る構造としなければな らない。

とのでさる公衆便所 、公衆電話所その他これらに類するも 一 随時閉鎖することができ 、かつ、火災により混度が急

のを含む。) については、当該部分 ( 当該部分が第 1 項ただ |  激に上昇した場合に自動的に閉鎖するニと 。

し:書に規定 する用 途に供する建築物の部分でその壁 (床面 |  ニ居室から地上に通ずる主たる廊下 、階段その地の通路

からの高さが 1.2メートル以下の部分を除( . ) 及び天井の |  に設けたものにあっては 、直接手で聞 くことができ 、かつ、

室内に面する部分 ( 回り縁、窓台その他これらに類する部 |  自動的に閉鎖する部分を有し 、その部分の幅、 高さ及び下

分を除く 。以下この項において同じ 。) の仕上げを不燃材料

又は準不燃材料とし、かつ、その下地を不燃材料又は準不

燃材料て'造ったものであってその用途上区画するニとがで

きない場合にあっては 、当寂建築物の部分 ) とその他の部

分 ( 直接外気に開放されている廊下、バル コニ ーその他ニ

れ らに類する部分を除( . ) とを耐火構造の床若し くは壁又

は甲種防火戸若しくは乙種防火戸で区画しなければならな

い。 ただし、避簸階 ( 直接地上へ通ずる出入 口のある階を

いう 。以下同じ 。) の直上階又は直下階のみに通ずる吹抜き

となっている部分、階段の部分その他二れらに類する部分

でその壁及天井の室内に面する部分の仕上げを不燃材料で

し、かつ、そ の下地を不燃材料て'造ったものについては 、

この限りでない。

第 5 項若 しくは前項

一 節 ｬ 耳 ｩ から ｾＱ Ｓ J j ' j まで、 の鋭定に

守又は第 5 項 一一

よる耐火.hYijil の床若しくは壁 ( 第2 項に規定する防火上主

若 し〈は 甲種防火戸又は第 5 項若 し

裂な I:i J仕切監を除( .)

" 又は叩餓防火戸

くは前項の規定によ る乙種防火戸

に接 する 外壁については、

当該外壁のうちこれらに接する部分を含み幅90センチメー

トル以上町部分を耐火締造としなければならない。ただし、

外壁面か ら50センチメートル以上突出した耐火構造的ひき

し、床、そで壁その他これらに鎖するものて Ｇｾｪｪ 火上有効に

さえぎられている場合においては、この限りでない。

10 

ｾ Ｈ本文 時 Ｉ

11 

( 本文時)

10 

12 

ー ( 本文略 )

II 

13 第 11重から第 3 項まで、第 5 項、第 8 項又は前 2 項の

規定による区画に用いる甲種防火戸及び第 5 項、第 8 項又

端の床面からの高きが、それぞれ、75センチメ ート ル以上

1，8メー トル以上及び15センチメ ー トル以下であるニと 。

14  

- 給水旬、配也管その他の管が第 ｵｮ から ｾｪ 3  fii まで、

12  

第 9 項本文、第11項若し 〈は第 12項

第5m、第 8 f J ' i 本文、

第10m若しくは前f I i

円規定による耐 火 構 造若しくは防火 桃 巡の床若しくは ｾｉｾ 又

第 9 項ただし 書

lト 一一一一一ーの場合における同ffi ただし {!: : のひさし、

第 8 f 1 i ただし性

床、そでMその他これらに類するも の( 以下 このffi 及び次

理iにおいて「耐火精進等の防火区画」という。) を J'f i泊する

場合においては、当該管と耐火構造等の日i} j 火区画とのすき

III Jをそル7 ' 1レその他の不燃材料て叩1めなければならない。

15  

( 本文時)

13  

( 木造等的建築物の防火! 立)

mJ J 3 条 ( 第 l l l ' i 本文および第一号から第三号まで略 )

凶 ｾｪｪ 火墜に設ける開口部の幅及び向きはそれ ぞれ ＲＮＵ メ

前条第 13項各号に定める

ートノレ以下と し、かつ、これに

構造の

一一 一一ＧｉＧ ｈ ｛ｾＩｪ 火戸を設けること。

前条第 14項

一一一一一ーの規定は給水官、園田E包その他内包のゆi)j 火

I珂粂第 12耳l

同条第 15項

墜を n i ! ! i する場合に、 一一一一一ーの組定は、換気、暖房又

I，'J 条第13m

は冷房の設 備 の ｊ 乱 ｩｩ￯ が ｾＩｪ ＺｫｾＮＡ をｊＧｬ ｪ 曲 する場合にｩ｜ｉＡ附する。

( 姐E築物の界壁、 1111仕切壁及び隔壁)

第114粂 ( 第 j J]' iか句t i ¥4i ( i まで商品 )

5  第 112条第 14項の規定は給水管、 配電管その他の管が

第 11賓の界壁、第 2 項の間仕切壁又は前 2 項の隔壁を貫通

する場合に、同条第 15項の規定は換気、暖房又は冷房の設

備の風通がニれらの界壁、間仕切壁又は隔壁を貫通する場

11 



合に準用する 。

第 5 章 避重量施設等

第 Ｕ ｾ 避難施設

( 適用 の範囲)

第117 粂この節の規定は、法目IJ 表第一 (1)計制 1)理i か句(4)JJ'iま

階数が三以上である

でに掲げる用途に供する特殊建築物、

3 階以上 の階に l首誕

室
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一

向

通

居

ベ

一

室

り

る

延

一
居

限

す

は

に

定

又

物

規

階

築

に

る

挫

脅

す

る

し

有

え

だ

を

こ

た

の

を

項

も

ル

ー

し

ト

第

な

一

条

し

メ

お

合

方

第

適

平

法

に

∞

定

日

物

相

現

が

築

町

一
計

怨

文

一
合

一

る

本

一

町

一

一

す
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同

一

面
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を

で

積

一
床

用する。

( 第2 項目品)

( ] 直通階段の設誼)

第120条 建 築 物 の 避 難 階

( ] 直接地上へ通ずる出入口のある

以 外 の 階 ( 地下街におけるも

階をいう 。 以下同僚とする 。)

のを除〈 。 以下第 121条 第 1 1買において同様とする J にお

いては、避難階又は地上に通ずる直通階段 ( 傾斜路を含む。

以下同僚とする 。) を居室町各部分からそのー に至る歩行距

離が次的表的数値以下となるように設けなければならない。

( 次の表略)

( 第 2 J1i から第 3 1)' j まで略 )

4  第j Jfi の規定は、主要flli ii!t苦11を耐火t.l' i造とした共同住

2 文は 3 であり 、かつ、出入口がー

宅内住戸でその階数が

2 であるものの上階

行距畿の数値の 2 分の 1 をこえてはならない。 ただし 、居

室の各部分から 、 当該重複区聞を経由しないで、選鍵上有

効なバルコニ一 、屋外通路その他二れらに類するものに遊

雄する二とができる場合は 、 ニの限りでない。

( 避難階段の設置 )

又は地下 2 階以下の階

第122条 建 築 物 内 5 階以上町階 に通

ずる直通階段は第 123条円規定による避難階段又は特別越

文は地下 3 階以下の階

難階段として建築物の 151渚以上の障

に通ずる直通階段 1; 1 同条第 3 1J i の規定による特別避難階段

としなければならない。 ( ただし書略)

( 第 2mから第 4 J1j まで略 )

( 避難階段及び特別避難階段の構 造 )

第123条 ( 本文時 ) だだし書削除

第四号の開口部、第五号の窓文は第六号

一 階段室は

、直接外気に接する部分又は第四号の窓若し

一一一一一一ーの出入口町部分を除き、耐火構 造で囲むこと 。

くは第五号

( 天井のない場合にあっては 、屋根。 第

二 階 段室内天井 一

3 項第三号において同じ 。)

及び壁内室内に面する部分は 、

仕上げを不燃材料 で L. かつ、その下地を不燃材料で造る

こと 。

( 第三号 略)

階段重の屋外に面する壁に設ける開口部 ( 関口面積が

四

随時閉鎖するニとができ 、かつ、火災により温度が急

イ

激に上昇した場合に自勘的に閉鎖するニと 。

直接手で避難の方向に開くことができ 、かつ、 自動的

ロ

に閉鎖する部分を有し、その部分の幅、高さ及び下端の床

面からの高さが、それぞれ75センチメートル以上、 1  .8メ

ートル以上及び15センチメートル以下である二と 。

( 第七号略)

2  ( 本文略) ただし書削除

( 第一号 略)

前項第六号の戸

二 屋内から階段に i曲ずる出入口には

、随時開けることが

できる自動閉鎖の甲極防火戸又は鉄製網入ガラス入りの戸

「

を設けること。

旧第三号削除

面 階 段 は 、 耐 火構造とし、 池上まで直通すること。

3  ( 本 文略) ただし書削除

一 屋内と階段室とは、バル コニー又は外気に4句って聞け

排煙設備であって建設大臣の定

ることができる窓若しく は

適当な排煙のための設備

める基準に適合するもの

を有する附ｾを通じて述絡するこ

と。

、

‘
T

u

p

 

一
人

，
ι

立

U

部

の

、
1

AV

口

部

一

す

入

口

一

接

出

開

一

に

の

の

一

気

号

号

一
外

九

五

一

接

第

第

一

直

一

、

-

+
J
-

-

l

-

室

一
“

I

-

叫

附

一

【

び

一
一

及

一
-

ニ一

一
-

コ

一

一

周

ル

一

は

一
ム

ハ

一

文

一
一

室

窓

一
A

段

の

一

階

号

一
円

七

一

二

宙

開

士

分を除き、耐火構造 的! 立で問むこと 。

( 第三号から第四号まで略 )

の階のみにあるものの当鮫出入口のある階以外の階につい |  各 1平方メートル以内で、鉄 製 鋼 入 ガ ラ ス 入 り の は 町三 | 五 階段室、 バルコニー又は附室の屋外に面する壁に設け

4  

てはその居室町各部分から 避難階又は J也

その直下| 滑にある

上に通ずる直通階段のー に至る歩行距離 が40 メートノレ以下

である場合においては迎用しない。

(  2 以上 のrti: j泊階段を設ける場合)

第121条 ( 第 1 mから第 2 項ま で略 )

3  第 11賓の規定により避重量階又は地上に通ずる 2 以上の

直通階段を設ける場合において 、居室の各部分から各直通

階段に至る通常の歩行経路のすべてに共通の麗複区間があ

るときにおける当核重復区間の長さは 、前条に規定する歩

12 

し戸のあるものを除< 0) は、階段室以外の当殺建築物の部
る開口部 ( 開口面積が各 1平方メートル以内で、鉄製鋼入

分に設けた開口部並びに階段室以外の当設建築物の壁及び |  ガラス入りのはめごろし戸のあるものを除く 。) は、階段室、 .1  

屋 根 ( 耐火梅造の壁及び屋根を除 < 0 ) から 90センチメート |  バルコニー又は附室以外の当該建築物の部分に設けた開口

し書に規定する場合は 、 この限りでない。

ル以上の距献に設けること 。 ただし 、第 112条第 9 項 た だ |  部並びに階段室、バルコニー又は附室以外の当核建築物の

壁及び屋根 ( 耐火構造の壁及び屋根を除 < 0) から 90センチ

五

一 ( 本文略)

凶

旧第五号削除

一」 階段に通ずる出入口には 、次の各号に定める構造の甲

ハ 前号の戸又はこれに設けるくくリ戸は、避難の方向に

種防火戸又は鉄製鋼入ガラス入りの乙種防火戸を設けるこ

IJ f I < ょっにすること 。

と。

メートル以上の距離にある部分で、延焼のおそれのある部

分以外の部分に設けること 。 ただし第 112条第 9 項ただし

書に規定する場合は 、 ニの限りでない。

2  ( 本文時 )

さ ( 本文時
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一

動

号

ニ

戸

一
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コ

火

一
る

は

ん

防

一
き

に

)

パ

種

一

で

ロ

略

ら

甲

一
が

入

文

か

の
一

と

出

本

内

号

一

こ

る

(

麗

六
一

る

ず

第

一

け

通

八

一
七

九

」

八

項
一

聞

に

戸 又は乙種防火戸

を設けるニと。

旧第九・十号削除

十

一
↑

↑

一

一
に

削

における附段髭及びこ れと屋内 とを 辿給する / ' J レコニ ー 又は

附室内床面積 ( バルコニーで床 I(LiWがないものにあ っては、

床部分の而H' i ) の合計は、当 cb主l滑に設ける各居室町床 llii h't

に、法 ｾｉｊ 表第 一 Ｍｻ Ｑ Ｉ 似 Ｑ Ｉ ヰ Ｑ 又 ｬｩ Ｈ Ｔ Ｉｴ ｦｩ に 仰 げる用途に供するｽ汁

室 にあ っては 100分の 8 、その他 の賠室にあっては 100分

の 3 を乗じたむ のの合計以上とするニと .

( 共同住宅の住戸の床面積の算定等 )

主要構造部を耐火構造とした共同住宅の住戸

第 123条町2

でその階数が 2 又は 3 であり、かつ、出入口がーの階のみ

にあるものの当隊出入口のある階以外の階は、その居室の

各部分から避雛階又は地上に通ずる直通階段のーに至る歩

行距眼力、'40メートル以下である渇合においては 、第 119条、

第 121 条第 1項第三号 ( 同条第 2 項の規定により読み替え

る場合を含む。) 、第 122条第 1項及び前条第 3 項第十一号

、

の規定の適用については、当隊出入口のある階にあるもの

とみなす。

( 屋外への山口 )

第125条 illi 維階においては、| 滑段から屋外へのt B 口のー に

第 120条 居室 ( 遊雄

至る歩行距離は 一 一一一に組定する数値以下と 一一一一一一

、出μu宋

上有効な開口部を有するものを除 q の各部分から屋外へ

の出口のーに至る歩行距献は同条に規定する数値の 2 倍以

下と

一一ー しなけれ Ii ' ならない.

( 第 2 耳1から第 4 Jfi まで 略 )

第 2 節 敷地内の遊雛上及び消火上必要な通路等

第 2 節 敷地内 向越雛上及び消火上心裂な通路

( 制限を受けない特妹建築物)

第128粂の 4 ( 本文 略)

一 次的表に掲げる特株主I t 築物

'布? 斗些
耐 火 建築物 間品耐火jjI;築物 そ町他叫邸物

法別滋凱- ( 1‘ l

(1)  欄 (l )JTi lこJ品げ ( 略) ( 略) {略)

る間違

法別ｾ 揖 ーＨ い Ｉ 当該周違に供す

欄

る3階以上町部

(2)lJi lニf品げる 111
骨肉床面傾向告

(2) 追 ( 略) (略)

針が 却0平方 〆

ートル以上向 b

町

法別表部- ( 1、)

(3)  欄 (4ト取に掲げ ( 時) (略) ( 時)

る111;主

( 時)

( 第二号からm三号まで略)

( !i1 2 耳i 目白 )

( 持株住築物等 町内装)

第129粂 iiij 粂mI ffi 第一号に掲 げる特妹処築物は、当該各

( 法別褒第 1( い)欄:2)項に掲げ る用途に供

用途に供する柑笠

及びこれから地上に jlfl ずる主たる廊下、

す る特殊建築物が耐火建築物である場合にあっては、当段

階段その他的 ｪｬｦｬｾ 帯

用途に供する特殊建築物の部分で床面積の合計 100平方メ

ー トル以内ごとに耐火情造の床若しくは壁文は甲種防火戸

若し〈は乙種防火戸で区画されτ いる部分の居宣告除< 0) 

の笠 (床 1(11から の日さが 1. 2メートル以下内部分を除 <.

以下この条において I.. J械とする。) 及び天井 ( 天井のない場

合においては、座似。以下この条において同様とする 。) の

E垣内に 1Mする部分 ( 回リ t止、金。台その他これらに lii する部

分を除< . 以下こ の粂において同級とする. ) の仕上げを不

( 第 3 l T i 略 )

4  苅さ 31 メートノレをこえる主I t 築物は、出量i 一一一一一一ー

及びこれから

の段及び天引

I也上に通ずる王たる廊下、階段そ 的i也の泊111

の室内に面する苦11分的仕上げを不燃材料、部不燃材料えは

居室から地上に通ずる主たる廊下、階段その

維燃材料で、

他の通路の壁及び天井の室内に面する部分の仕上け'を不燃

材料文は準不燃材料で

しなければならなも」ただし、 I也階

を除〈階数 が14以下である処築物の10階以下町部分につい

ては、この限リ 、でな" ' .

5  ( 本文 時) ただし 書削除

6  前各f ! i の規定は、スプリンクラーぷ倫. 水明被消火 設

備、抱消火設備そ の他 これ らに Ui するもので自動式的 むの

及び建政大 臣の定める 基準に適合する排煙段備

を設けたi J l

築物同部分については、適用 しない.

' K5 . の 3 建築段備等

第5 意向 3 illt長a位備

( 給水、 排水そ の他の自己也ーぷ倒的ぷぜi 及び構造J

第129粂の 2 ( 本文 およ び第一分から第八号まで 略 )

3 以上であ る建築物、地階に居宣告

九 J也階を除 〈階数が

11以上である。

有す る

一一一一 生I t 築物 又は延べ面摘 が3000平 Hノートルをこえる 組

及びダスト

築物に設ける換気、峻房又は冷房ーのE12備の胤 ifi 一一一一一一

シュ ー ト、メール シュー ト、 リネンシュ ート その他ニれら

に類するもの ( 屋内に面する節分に限 る。)

は、不燃材料で

巡ること。

+ 給 水 管 、 配電管その他の管が、第 112条第 14項の耐火

構造等の防火区画、第 113条高 11賓の防火盤、第 114条第

11賓の界昼、同条第 2項の同仕切壁又は同条第 3項若しく

当1主各用途に供する居 |  は第 4 項の隔壁を貫通する場合においては 、 これらの管の

燃材料、融不燃材料又は難燃材料で

当筏貫通する部分及び当設貫通する部分からそれぞれ両側
重から地上に通ずる主たる廊下、階段その他の通路の壁及

ぴ天井の室内に面する部分の仕上げを不燃材料又は準不燃

材料で

一 一ー しなければならない。

2  ii < i 条第I f(i 第二号に掲げる特殊ill 築物は、 当該各用途

に供する昔11分及びこれから地上に i必ずる主たる jlfl 路町壁及

又は準不燃

ぴ天井町室内に l面する部分の仕上げを不燃材料一一一一一ー

準不燃材料

材 料

ーー一一一一一一ーでしなければならなし」

又は難燃材料

に 1 メートル以内の距献にある部分を不燃材料で造ること 。

ただし、耐火構造の床若しくは壁若しくは甲種防火戸で建

築物と他の部分と区画されたパイプシャフト 、パイプダク

トその他ニれらに類す るものの中にある部分又は建設大臣

が防火上支障がないと総めて定める基準に適合する部分に

ついてはニの限りではない。

〔以上〕

13 
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特

徴

が

あ

り

ま

す

①

二

重

ガ

ラ

ス

に

よ

り

熱

損

失

が

少

い

②

遮

音

性

能

が

す

ぐ

れ

て

い

ま

す

③

ア

ル

ミ

形

材

に

帰

入

さ

れ

た

断

熱

材

に

よ

り

熱

伝

導

が

少

な

い

④

水

密

・

気

密

が

完

全

で

す

⑤

ガ

ラ

ス

に

も

枠

に

も

結

露

を

生

じ

ま

せ

ん

⑥

ブ

ラ

イ

ン

ド

が

内

蔵

さ

れ

て

い

る

の

で

冷

房

負

荷

を

へ

ら

し

ま

す

⑦

横

軸

刷

度

回

転

し

内

部

か

ら

外

部

ガ

ラ

ス

の

清

掃

が

可

能

で

す

⑨

大

窓

に

も

適

し

ま

す

エ

ル

ミ

ン

窓

は

住

友

軽

金

属

の

す

ぐ

れ

た

ア

ル

ミ

形

材

を

使

用

し

て

い

ま

す

製 造 ・ 販 売 ・施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

本 社 東京都中央区日本儲江戸儲3- 7( 第 2 三木ピル ) ¥1l( 272)  1841代表

営業所 大 阪 市 西 区 京 国I 樹 1 - 1  2  S ( 東洋ビ J レ) ¥!r ( 441) 1979直通

。 住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社
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役稿をおまちしております。掲援の

分には規定の補料を差上げます。

口 プ レ ハ ブ 配 筋

金 沢 弘 真

手工業的な鉄筋の現場加工組立という仕学

ζ そ，いろいろの新案をほどとして，フィーノレ

ドジョフeの合理化をねらいたい 。

すとし古い資料によっているけれど，かつて

市販 された ，乙のような考え方のものをつぎに

いくつかあげてみる 。

+ r力一ン鉄筋」

¥""て"-"--- / / ノノバ / げ 1#}  

← b 叫 " ' - d ヲ" はqj Y

グー + _]- A グ

発案者の名をとって ，カーントラスパーとい

う，図のように ，うすいフランジ郎分とー休に

ロー J レされるが，乙れが梁の応[J!J 部では曲上げ

られる。 上端テンション側 ICは，乙れを逆にし

を，なんとか機械化したい ，できるにちがいな てつかう。

いというのが，程、の提案です。 図のように ，パーの一辺を r a  J  . フランジ

幅を rbJ とすると ，

+ 1-1" Ji'1jで，現場ー打の鉄筋コンクリー ト工事由の a  12 mm- 50m m  ( 換算)

全建設祉に占める比率は ，まだまだ大きくて . b  3 8 mm- 8 8 mm (  11 )  

しか もこれが，ローカノレな建設業_ r ，- の手になる の各サイズをもっている。

機会が多い 。 柱のフープ筋は ， らせん式になっていて，ち

建設71 t を科目別 ICながめてみると . r鉄筋工 ょうど提灯をたたむように折たたんで運ぶ。ピ

事7ljJ は，ふつう全体の 1596は占めているはず ッチは ，特殊のスペーサーっき堅筋で，保持す

で， 細目の「労務」になると ， 土工をのぞけ るようにしている。

ば，大工 • 1:i 官についで高い。

長ｾ築労務がｪｬＮＡｦ迫しているから ， 質のいい ｬ 除能

は次第に期待しにくくなっている 。J品質bi:・理の

ｽ，ｾ，か らかんがえても手工業的な 加 工組立作業

を，機械的にし ，合Jl l l 化したいとい うのは ，残

されたノン ・プレハブジョフへの挑戦である。

Ｎ 階 ｉｾ : ) や住|昔j のちがうラーメンの配n'fiを，プレ

ファフリケート( プレエンジニヤ ード といった

方がいし、かもしれない) するなどとは無理な乙

とで，現場で介せて，そのっ とつくるべきもの

という考えがあるか もしれないが，在、は必ずし

も困難とは忠わないし ，強度の点でも コストの

侭でも ，必裂な検討を経るならば，十分有用 lζ

企業化できると信じている。

通常よく行なわれるラーメンの寸法 1¥ifill:

を. 実J ' 1l 的 ( C系列化して，78子計算機を活用し

て，それぞれの郎材応力をもとめる。乙れにた

フープ筋径 6  mm- 1 2 mm 

らせん径 30cm- 75cm 

ピッチ 約3 8 mm- 88mm

「カミング鉄筋J (ピ γ ツパーグの E . W社)

4品開
ヰコ

ト¥、¥

= 司司区= 匝 自 佐

スタラァプが . U型になっていて，現場で曲

げお乙す。倒せばフラッ 卜になるので運搬の点、

で使利という。タテ ， ヨコ手筋の保持は ，図の

左下のようなチ ェヤー止具がつかわれる。

住フープは ，フラットバーで，らせん型にな

っていないが，型枠との| 間断をとるため ，直作j

いする配筋J去をきめるについては，存在応力を にツノがついている。

のみ乙んで，かっ経済的におさまる配筋の型を

乙れもいくつか実用的にきめてしまう。 rユニ ット鉄筋J (γ カコP のA . S . R社)

「コール鉄筋」

( シカゴのカノレ 7 ン ・スティー J レネ土〉

四-: 司ｍＡ ｾｺ

乙れもオーダーメード方式。 柱のフープ筋

は， らせん 状 (C なってい るが， 竪筋の T 断面

lζ ， きざみが入れてあって， そとにひっかけ

て， ピッチをとるようにしている。 小さい柱で

は竪筋のうち，きざみ竪筋は 2 本 ，大きい柱で

は 4 . 4三だけ ，きざみが入れてある。

フープ筋径 6 mm- 1 2 mm 

らせん径

ピッチ

25cm- 90cm 

2 5 mm- l ∞m m  

「ピン ，コネク 卜鉄筋」

トラス 型になっていて，型枠内にそのまま配

位すればよいようになっている。

「ルテン ・トラ ス鉄筋」

主筋のつかみ金物が

特持tで各主筋が，がっ

ちりと固定されるよう

になっている。乙れ

は，止め具に，クサビ

を打込むと ，おのずと

手筋を l愉み込んで固定する しかけである。

「エキス パン卜ラス鉄筋J

三翌三三
呼耳弓デコ

ヰ 唱 且r

大梁. 小梁，または厚いスラプ用』とよくつか

われる。

工夫すれば，わが国むきの工作のアイデアも

いろいろだしうると恩う。工場でつくれば，加

工費 ，運搬貨もやすくな るのではなかろうか。

断面をそのつど設計といっても，だいたい 5 cm 

乙ｾＱＮは，ライトゲ ｐ ージのオ フ。ンウエブジョ

イストを ，メーカーが詳しい抵抗何重表をつけ

て売りだしているのより( アメリカではとくに

そうらしいカリ ，←j罰サービスのとといたものに

なるだろう。ラーメンの応力数値友が 1 11ftとす

れば，そのそれぞれにかなう ，柱筋 ・裂筋などの

販売品寸法表が 1 fHtくらい いるか もしれない 。
乙 の 蜘5JJ i は， 設計図 lζ 合せて 工場製作する きざみくらいで変化させて考えているのが実情

- 現場でのアンカレッシ ， ラッピング ，コネク

ターの仕事はもちろんの乙るだろうが，乙乙に

が，梁端部引張側の主筋は ，オーバーラップす だから ，配筋のプレハプ化は困難で= なかろう と

るのであるが，乙のオ ーバーラップ用主筋 iζ 工

夫がある。

思う。

( 技術士 : 日本 シルバークール側)
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口建設公害の理論と補償の

実例について

加 藤 雄 三 郎

前稿 lζ て建築工事による公害問題とその現状

について述べたが，今回は続編として，その補

償の実際について論じてみたい。( i 建設工事

による公害問題とその現状」昭和44年 l 月号

「建築と社会J 読者の頁参照〕

1. 現 在，公害による損害とは何か

損害を分類すると，次の通りとなる 。

(1)  有形の損害( 直接の損害)

例 工事振動により建物の壁面の亀裂，落下，

土問コンクリートの亀裂，屋根の「ズレJ.

地面の陥没，井戸水の枯渇など。

(2) 無形の損害( 間接の損害)

例 工 事Iとともなう騒音，振動，ほ乙り，日

照 ・通風の妨害，景観美 ・眺望の妨害，

電 波 ( テレビ) の妨害，不便，不利，精

神的 ・肉体的損害，営業妨害なと。

0 参考として，公害lζ 対する苦情の件数

の割合は( 騒音60% . 振動305ぢ，その

他10%) である白。

2. 損害賠償額の査定

(1) 有形の損害についての査定は，比較的f Cf ，! :

定しやすい。すなわち物理的な彼損の原状回

復するに要する建築学的，土木学的な簡単な

計算でできる。

(2) 無形の損害についての査定は， 一般的に困

難である。しかし ，営業妨害については，通

常の営業損失補償的な考え方で‘推定す る乙と

ができる 。日照権，眺望権，景観美権，精神

被害などに対する補償の算定は非常f C 困難で

争いとなる乙とが多い。

例えば精神 lζ 異状をきたし，または死亡した

場合には，本人 lζ 対する損害賠償の他に，遺族

から慰革審料の請求を受けるのが通例である。

また人身傷害の場合 iζ は，医療費の他に，休

業補償，生活補償などの請求を受ける乙とも

ある。

乙れらの損害の算定も，個々の事情によって

異なり難かしいが，死亡の場合については，

「ホフマ ン」式計算法が用い られる 。乙れは

被害者が将来取得 しえたであろ う収入を計算

し，乙れより生活費を控除したものを損害と

する方法で，次の算式による。

A  

x = 一一一一一一一

1  + n. r 

Ｈ ｾは 将来取得しうるであろう金額 Ｉ

、n は年数. . は利率，x  は現在額，

A  について例えば被害者が捧絵生活者な らば

{ ( 月給 x 12月+ 賞与) 一本人の生活費}

× 労働可能年数

とい う乙とになる。

16 

3. 補償の実例について

(1)  キ口当りいかほどの補償金となるか

まず過去の例か ら見ると， 当公団では日本道

路公団とは異なり，都市の中心部を工事する

場合が多いため，自然，発生率も多くなると

とlζ なる 。

乙乙で工事個所の危険度の高低のl順を a 工区

b 工区. c 工区の三段に区別すると

a 工区 キロ 当り 400万円前後

b  11 1/  80 11 11 

巳 "
11 . 20 11 11 

となり，大体平均キロ 当り ，ω万程度と恩わ

れる。

( 参考として，工事現場の工事人の業務過失

による死亡数は交通関係工事の場合，キ ロ

当り l 人程度で，たとえば40キロ工事する

と40人の犠牲者が出 る勘定にな る。統計の

いたづら)

(2)  掻動が原因とな った補償の例

〔実例のー〕振動基点より約2 0 m離れた所 lζ

地図製作事務所があり ，工事に ともない振

動のため，手足が振れて仕事ができないの

で，振動する工事期間中他の場所への仮移

転資の実質を補償金とする示談が成立し ，

先方 150万円を主張するも 40万円f C て解決

した例がある。

乙れに類するものは，印刷業者，刻印業者，

製図トレーサー業，鉄工業者( センパン ，

セーパーパンチング，精密機被類などを使

用する) などである。

〔実例の二〕 振動基点より 2 m離れた所にあ

る倉庫業の建物( 軽量鉄筋 コンク リー卜 造

3 階建) の屋根，壁，床などに亀裂が生じ ，雨

漏れ等の被害が発生せるため，先方は 1. 2∞

万円を要求したが，示談の結果. 130万円で

解決した例があ る。乙の例は，た またま大

阪市の下水改良工事を数年前 IC施工 した場

所に当るので，被害原因は二者のため とい

う乙 とがわかったので，大阪市と公団で折

半し ，結局65万円の負担となった。

一般に河川などの周辺を工事する場合，そ

の付近の家屋の被害の原因は ，非常に困難

である' 。

すなわち河川の影響で自然発生的に建物に

被害を生ずるのが通例であるが，乙れに加

えてエ事原因が重なるため，本当の損害賠

償はど乙ま でか判定 lζ 苦 しむ ものであ る。

(3) 騒音が原因となった補償の例

〔実例のー〕公害賠償の内で騒音被害による

補償ほど難かしい ものはない。なぜなら前

稿に述べた通り，不快感，日常生活への影

響. 睡眠妨害，会話妨害，生理機能の影響

などが現われ，人の健康または生活環境 lζ

一定の被害が生ずるのであるが，人により

乙れらの影響程度が異なり ，法でいうと ζ

ろの「受忍の限度J は非常f C 難かしい。

医学者， 心理学者は，大体ωホン以上はよ

ろしくない . 85ホン以上が続くと時、神経が

やられるといっている。また騒音規制法，

政令では . 85ホンを基準とするといいなが

ら地下鉄， 道路，災害復旧工事などの公益

優先の場合は，適用 されない場合もありう

るという「ざる」法になっているので，ます

ます補償の限界は難かしい。現在までは，

騒音によって直接精神傷害に犯されたもの

と医者が判定した場合は当然補償の対象と

された。乙の場合は，医療費，慰籍料の請求

を受ける乙と ，前述の通りである 。

当公団の実例としては，騒音期間中他所へ

仮移転していただ く仮住居に用する 実質

(40万円) を補償した例がある 。

(4)  日照，通風，眺望，景観美などの妨害が原

因となった補償の例

乙の公害問題は，数年前より急に新聞紙上 lζ

取上げられ，社会問題化している現情にて，

いかに建築基準法，公害対策基本法などの特

別法に対 して適法であっても，憲法によって

保障された，人権の自由， 幸福追求f C 対する

国民の権利保障の為，長近の判例では，人権

( 憲法) が，特別法f C 優先する例が多々見受け

られる 。法とい うものは，社会の進展につい

ていかな ければならない とい う精神が公害裁

判にも現われてきた。私たちが常にいう所の

「受忍の限度」というものが非常に縮少され

つつあるように恩われてな らない。その原因

の一つは現在の元禄景気，大型景気の結果，

人聞が著修 lζ 流れ，質実剛健，翼E難心苦，と

いう乙とは昔の 「たわ乙と 」で今は苦しみに

耐え られない風潮が支配するようになったた

めであろう。

〔実例のー〕福岡市のある録行の建物が建築

基準法に 従って設計施工されたのである

が，隣家より日照権の侵害だと抗義を受け，

結局裁判の結果，憲法にいう人権の立場よ

り，社会生活上受忍の範囲を超えたものと

の判定を受け敗訴に終った判例があり ，世

論の注目すると乙ろとなった。

〔実例のニ〕近江鉄道が国鉄新幹線のため ，

琶琶湖の景観を侵害されたという理由で，

国鉄か ら l 億円の補償を受けたととが国会

で問題となり ，当時新聞紙上を娠わせたも

のである 。

〔実例の三〕堂島川の上を施工中 ，北岸の民

家，喫茶庖，食堂，法律事務所など約20軒

より日 照権，銚望権の侵害の補償として多

額の賠償金の請求があったが， 当時，日照

権，眺望権というような権利は余り t仕上に

いわれておらず，公団としては， 受忍の範

囲として心律していただいた例がある 。

4. 公 害 の 責 任 は 誰 か( 業 者 か，注 文 者 か)

現場公害の責任は大体次の三つに分類するこ



"  

とカ三できる。

(イ) 業者単独責任

(ロ) 注文者単独責任

付業者と注文者と共同責任

であるが実際問題となる と(ロ)で・あるか，付で

あるかは非常に判定が難かしい。

(1)  ; 去から見た場合の公害責任の発生要件

我が民法には. ドイツ民法のように公害 lζ 関

する規定はないので，裁判所は不法行為の問

題として処理している。従って公害について

も

付) 故意過失

(ロ) 権利侵害 ( 違法性)

付 損 害 発 生 と因果関係のある乙と

が必要要件である。

付) 過失は注意の足らぬことであるが，いわ

ゆる抽象的過失，即 ち一般人としてはなす

べき注意を怠った乙とであり ，原則 とし て

は，善良な管理者の注意を欠くことである。

しかし，専門の知識，技術を用いる場合は通

常の注意をなすのみでなく ，それに応じた

注意をしていなければ過失となる。元来，

現場公害は業者の過失に基つゐ〉ない危険で

あるか ら，前述の意味の過失の存しない場

合が多いが，裁判所は ， "危険が予想され

る場合 lこ，その予防措置を講 じない ζ とは

過失である " という論法で，業者の不法行

為とする傾向があり ，無過失責任に近い。

(ロ) 違法であるか否かは ，民事訴訟で，加え

た行為と損害との因果関係、できまる。即ち

被告の行為を違法ならしめるような侵害行

為の態容としては ，

0 刑罰法規違反行為 ，その他の禁止法規

0 取締法違反行為 ，公序良俗違反行為

。権利濫用( 公序良俗違反の権利行使)

があげられる 。 ( 荒井八太郎博士論説)

(2)  公害責任がいづれにあるか困灘な判例

まづ改正前の民法716条によれば. i 注文者ハ

請負人カ其工事ニツ キ第三者ニ加ヘタ J レ損害

賠償スノレ責ニ任セス」と定めており ，従来，

多くの契約々款ではいずれも第三者の損害は

業者の責とし ，注文者 IC迷惑を及ぼさないと

いう趣旨の条項を設け ているの で，現場公害

は業者IC帰属する ζ とになろ う。しかし ，現

場公害は業者の施工上の故意、過失にもとづく

第三者損害 とは趣を異に し， 現在の技術水準

ではいかんともし難い工事K 固有の危険であ

り，民法 716 条が当然に適用されると解する

のは公正では ない 。

このため昭和37年11月改正の建設工事標準請

負契約々款では第22条 2項として「騒音 ，振

動その他建設業者の責K よらない工事に伴う

第三者の損害については責任を負う」旨追加

されたのであって，責任の所在がより合理的

に処理されるようになった 。

公害責任につき注文者が業者と争い敗訴 した

例として，昭和39年 6 月の東京地方裁判所判

にもとづく損害について業者に責任はなく ，

注文者たる東京都に損害賠償義務がある と判

示 した 。本件は目 下控訴中であ るが注目すべ

き判決である。( 判例集より)

5. 損 害 賠 償 金 の 支 払 の 方 法

原状回復の方法と金銭賠償の方法 とが考えら

れるが，わが民法は ， ドイツ民法と 異なり ，

原則とし て金銭賠償の方法に よる乙ととし，

金銭賠償以外の方法によるべき 旨の別段の意

志表示があれば，それによるとととしている。

( 民法722条. 417条) しかし ，現場公害のうち ，

建物の損傷のような場合は ，実際には乙れを

修復して，原状回復する事例が多い ，また場

合によってはその方が業者に とっても 有利な

乙とがある。けだし被害者から不当に多額の

損害を要求される乙とがあるからであろう。

もっとも金銭賠償の方が後腐れがなくてよい

とする者もあり ，個々の場合により判断する

ほかない。当公団は原則として原状回復方法

をとっている。

6. 損 害 賠 償 金 の 支 払 い 時 期

一般に損害を賠償する時期は ，損害の発生が

止まり乙れ以上問題が起らない見通しがつい

た後にする。そうでない と， 同一建物につい

て何度も損害賠償の問題を繰り返す乙とにな

る。しかし居住者の安全 ，不幸1]. 不便，な ど

に対する応急処置を至急行なうと とは もちろ

んである 。当公団では公団の工事着工前に近

隣の民家の補強工作をしているものもある。

7. 工 事 に 着 手 す る 前 後 の 注 意 事 項

(1) 現場責任者は着工前に必らず注文者と同

道 してその地域社会の有力者並 IC近隣民家

に挨拶回りするとと 。

(2) 必要により工事の説明会を聞き，近隣者

に工事の規模 ，工程，目的 ，完成時期な ど

を周知させる乙と。

(3) 現場関係者は工事中問題の起りそうな近

隣にはできるだけたびたび顔を出し，親近

感をうえつけ，無用のまさつを起乙さない

ようにするとと 。

(4) 近隣の商庖を極力現易で利用するように

つとめる ζ と。

(5) 施工により近隣 lζ 迷霊長，損傷を与えた場

合には ，直ちに陳謝し ，ｾ 背負人が 責 任をも

って修理するととを確約し ，修理の! 時期 ，

その他を打合わせ，相手方に安心感を持た

せるよ うにする乙と

(6)  着工前には必 らず近隣の民家の現状撮影

をなし，年月日を明記しまたその時の状況，

模様，なとを詳しく 記 しおく乙と 。

(7) 損害発生の場合は，請負人またはその会

社員が直接交渉をし ，いわゆる顔役とか，政

治屋を仲介に入れない乙とがこのま しい。

(8) 工事が竣工し現場を引き上げる際には ，

必らず近隣 lζ 対し挨拶を忘れないようにす

る乙と 。 ( 阪神高逃道路公団前調査役〕

口 旅 館 ・ ホ テ ル 関 係 者 ， 宿 泊 者 に 警 告

近年旅館 ・ホテ J レの火災事例はかなり多く ，な 合しておれば良いわけではあるが . より以上の

かんずく今なお ，記憶も新しい大きな事例とし 最善策を講じる配慮がなければならない。

ては ，昭和41 年 3 月の群馬県水上温泉の「菊富

士」ホテルで30人の犠性者を出した火災 ，昨年

11)'! 2 日未明の兵庫県有馬温泉「池の坊満月城」

火災で同じく 30名焼死の事例であるが，乙うし

た事故が二度と再び起 らないように と念願 した

のは私一人だけではなく，全国民が同じ気持で

あった筈であると思う。と乙ろがまた しても，

悲しい ζ とに新春早々 ，郡山市盤悌温泉で，乙

のような事故が繰り返 し起り ，従前の記録を更

新し て31名の焼死者を出す大惨事を招いた 。佐

藤首相は交通戦争に対して，乙れではまるで火

災戦争ではなし、かと 言われ ，関係省庁に対 して

その指導取締りをきび しくするように と指示し

ているが，全く近頃はど乙かタヵーがゆ るんでい

て，不備欠陥の間隙を火魔 Iζ 乗じ込まれている

ような感がある。

法規制は厳に乙れを守り ，履行し なければな

らず，建築基準法はもちろん ，消防法による消

防用設備の設置義務規定も合わせて履行し ，消

火，防火，避難の設備の充実をはかり ，常時，

対策をたてて ，有事 lζ 際し訓練を実施 しておか

なければな らな い。いずれにしても，法規制j は

旅館，ホテ J レの関係者は ，ただ単に客を招じ

入れて ，室K. 案内するだけの乙とでなく，安心

して宿泊せしめるためには ，館内の消防用設備

の設置場所，避難時の径路，避難口の位置など

につ いてまでも客に懇切 ，丁寧に案内すべきで

あり ，また， ζ れを 当然の義務と承知 していな

ければならない 。今後の在り方として ，少なく

とも各室内には建物の見取図を掲出し ，消防設

備の設置場所，避難口の位置 ，避難の径路など

を表示 し， 各室ごとに停'副時のための用意 IC.懐

中電灯，避難のためのロープの l 本位は備えつ

けておいて然るべきではないだろうか。

宿泊客にしても ， 安心して宿泊するために

は，同じような心がけを持つべきで，自 ら，有

事の際 lζ まどわないよう避難径路，避難芳法に

ついて調べておくべきであり ，旅行ケ ースの中

に懐中電灯の l つ位，ほうり込んでおく要心さ

が大切であろう。

とにか く，いつど 乙で ，どんな事に遭適する

か分らない今日乙の ζ ろのことである ，用心す

るに如かず，心すべき乙 とである。

( 大阪市消防局 田中陵夫〉

決ICよれば，都営地下鉄工事による騒音，振動 最低の基準を示すもので，もちろん ，基準に適
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風 格 あ る ビ ル づ く り に一一一 いままでにない、頃品のある床材砂みなさまには初お目見えの色と模

様です。いつまでもアキのこないのが特長て。す。風格あるビルづくりに

ぜひ欠かせません。

優 れ た 品 質 と 性 能 で一 一 ますます高級化する最近のインテリア・デザインが求めていた床材。

プラスチック床材でいちばん経験の深い田島応用化工。 その優れた

技術と経験でついに登場させました。

哩E ・， ・色 と模様は 12種類 一豪華な見本帖を用意しております。ハガキにてお申し込みください o

z y z g ヂ季実学- : ，" 'P の

V田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京 / 千代田区岩本町3- 11 T E L 866- 6101 (代 ) 大阪 / 西区京町堀 1- 74 TEL 441 - 5951 (代 )

'  



建 築 と 社 会

-・圃園

ス- ユ -

ニ ュ ス原稿をお送りください。

• r大阪府土地建物等規制地図集

成 J ( 大阪府編集) を刊行

建築の計画と設計 IC，都市計画等業務 lζ 必須

の大阪府下における都市計画法，建築基準法，

市街地改造法等々 30数種にのぼる各種規制区域

については，従来乙れを一覧できる地図がなく

不便をきたしていたが，今般，大阪府の編集に

より，乙れら規制区域全部を一枚の地図の上 lζ

集成した図集が，5 月初旬に刊行される乙とと

なった。

l 部定価 7，5∞円 ( 本会会員は 7， C別 円)

申込 昭和制年 4 月30日までに建築協会庶務

課へ

• 1969年度第 8 回 「建築年鑑賞」

決定

受賞作品 親和銀行本店( 長崎県佐世保 dJ島

瀬町)

企画監理 白井J&. ー研究所

施 工 附 竹 中 工 務 庖

選定委員会委員( 神代雄一郎 ・燦井正一郎 ・

平良敬一) による討論 ・実地検分および投票を

重ねた結果， 1忌終候補作品には親和銀行本底，

成松幼稚園 ( R A S 建築研究所) 福岡相互銀行

大分支庖( 磯崎新アトリエ) ，立正大学熊谷新

設計 コンク ーJ レ事務局へ ，応募希望を表明す

る。官製ハガキに住所 ・氏名 ・勤務先また は

学校名 ，連絡m話を明記。

テ ー マ 居間 ・和室 ・食堂 ・寝室 ・ホーノレな

ど各空間を自由に選定し I 作 1点、 とし，デザ

インする 。室の広さ ，条件はまったく自由で，

コ841 m m)  1枚 lζ おさめる。縮尺，平面 ・

立面 ・断面 ・透視図などの表現，鉛筆 ・墨入

れ ・着色 ・写真貼付は，いずれも自由。

締切期日 昭和科年 6 月25日( 必着)

提出先山際電気く国際照明器具コンペ' 臼>

東京都千代田区外神田 4 - 1- 1

応募点数に制限はなし 。 1'1: 金 最優秀作品賞( 1点 ・1'1:金50万円)

提 出 図 面 各 案 を l 点とし ，中版ケン ト紙ある の他，優秀作品賞 ・佳作1' 1: ・アイデア立など

いは，それに類する厚紙( タテ 9 5 9 mm x ヨ を含めて賞金総額 100万円。

. 消 音 構 造 が 特 徴 ( 淀川製鋼の鋼板製雨戸)

側淀川 l製鋼所( 本社大阪市東区博労町 4 丁

目30，m地) は，焼付塗装の亜鉛鍍金鋼板と アJ レ

ミを併用した金属製雨戸「ヨ ド雨戸」 を発売す

ると 2 月 19日発表 した 。

同製品の特徴は ， 風雨によって雨戸が震動

し， 雨戸自身が騒音の発生源になるという従来

の金属製雨戸に共通の欠点を構造的に解決した

ことにある 。

すなわち ，面板の共鳴述動を防止するため特

殊な防辰塗装を施し ，新設計の錠前て・雨戸を上

下レー J レに固定することに成功した 。

乙の錠前 lζ よって二重の戸締り構造が織成さ

れ ， 防犯 ｦ ド ｾｉｃ もより安全な雨戸となっている。

また ，鋼板製雨戸 lζ よく見受けられる鋼板面

板が錆びるという欠点について同社では原板か

ら雨戸用のメッキ ・塗装を施して万全の対策を

講じている。

1. 製品の特徴としては次の 7 項目があげられ

る。

(1)  風速60mの台風に耐える強度

(2)  屋線材として長年使用されてきたカラ ー

トタンをhをくifM候性

(3) 指 1 ;本ですべるように動く軽さ

(4 ) 専用の錠前で二重防犯構造

(5) いつまでも狂いを生じない下車方式

(6) 乙極防火戸申請中の防火性

(7)  防音，防認，断熱，防火 K 役立つ特殊防

渓塗装

2. 寸法種類 15種類

3. 色 種 類 2 橿類( ブラウン ・ベージュ)

4. 価 格 標 準 サ イ ズ Y A - 1618( 高さ 1890

間口 1720) が l セット 19，5∞円

( 戸袋，レーノレなど一式付)

. 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その27) ( 明治 11年10月 4 日~至10月 6 日) 口

校舎( 依総合計画事務所) の 4 点が絞られ ，そ 明治

のなかより親和銀行本r . 5 と決定せ られた 。 11年10月 4 日 紀州民j野山で ，各派共同の大会堂を新築する乙とにしたが，乙の政用は約二成五千

選定経過詳細 ・各委員の選評は， m築年鑑」 円という。

' 69年版 ( 4 月下旬刊行予定) IC発ぶされる。 11 1 /  11 背山基地 ｉｃｾ ドられた前内務卿大久保利通の基 ｬζ ， 大石 を投込んだり ， 凶いを引抜い

. ヤマギワ国際照明器具コンペ '69

乙のコンペ( 主催 山際市気株式会社 ・J U!li.

新建築社) は ，昨年始めて開催され ，世界で以

初の! 照明器具の国際コンペ であっただけに ，園

内外から多数の作品をあつめ ，デザイン ・建築

界で注目をあびた。主催者は 「現代の生活空間

のなかで，照明器具の果す役割りの主要性を考

えてみてください。たんなる くあかり > でな

く，豊かで，あたたかく ，美しく ，生活をふく

らませる照明器具乙そ ，人間の求める く光> で

す。乙のコンペは ，そう したく未来の光〉を，

広く世界中から求めます。」と訴えている。以

下，今年度の応募要項を簡単に紹介する。

審 査 委 員 長 坂 倉 準 三

応 募 資 格 本 コンペについての応募資格制限は

一切なし。た だし昭和44年 6 月20日ま でに ，

たりする怒戯が絶えないという。緩長への風当りがまだ強かった乙とがわかる。乙

の記事は後 lζ 取消されたが， 内務省が怒影響を怖れて圧力をかけたものと恩われ

る。誤りを訂正するという取消し方ではない。

'/ 11 5 日 出芸国仁多郡笑若村字協議Lより砂鉄l派を ，祢内郡芝宣村字護答村より鉄鉱脈を発

見した者あり。見本が工部省 lζ 提出された。

11 / /  11 工郎省は ，山梨県庁よりの請願 K より ，東京，甲府間屯信線架設決定。

/ 1 1/  11 先にすべての船舶は ，舷燈をつけるようにという布令が出されたが，守らな い船 も

多く難船が続くので，厳重に再布迷する ζ とになった。

1/  11 6 日 「読売新聞J の続きもの「仏国博覧会々場略報J が，計器類展示の模様を報じて い

11 / 1 11 

せいが〈

る15よ二十六ノj 、区の計類には最も珍奇のもの多し。星学航海学 lζ 用ふる時計あるい

は針盤，測量の針盤調器なとの類，まだ見ぎるの品多く ，且つ用法の長せざるも の

また頗る多 し。J rそのほか験温器，I f ; ! f 雨儀など愈々 見て，愈々篤くもの多く J r仏

国にて各種l時計製造高は一年およそ六千二百万フ ラン 。タ リユース， ベザンソンな

どには時計製造の学校あり」とある。

東京白木橋大伝馬町中川某。人力車夫福祉組合設立出願。東京府下の全人力車夫か

ら毎日三銭の保険料を徴収し て，府内二百カ所に車置場を作り ，万ーの場合，傷病

手当を支給するという案だったらしい。
( 東京都北区神谷 2 ノ22ノ13 須藤欣ニ〕

1111111111111

1
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

言 ＢＧｉｉｾ レ ＱＱＱ ＧＷＭ［疋

軽 量 (比重 0.5コンク リート バの重量)

断 熱 ( コンク リートの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法
ｾ＠ 、

耐 火 キオ 料)

. シポレ ックスは工場、住宅から超高層ビ ルまで

あらゆる建物の屋根 ・床・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物・ 軟 弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物
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天王寺ステーションビル

設 計 安 井 建 築 設 計事務所

施 工 株 式 会 社 奥 村 組

使 用 場 所 床 、 屋 根

⑨豆吾妻D

，_ポレ111ワ ヌ 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ 1 ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 ・2 4  1  

大 阪 支 j苫 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 | ノ 125 ( 東 洋 ビ ル )

電 話 大 阪 (4 43 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 酉 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  
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42 1. 公立学校共済組合芦原保養所 “芦泉荘"

設計 ・株式会社 品川建築事務所

施工 飛島建設椋式会社北陸支底

福井県坂井朝日 Ｍｐ Ｇ ｾｴ 町地 ｩｊ十楽 ｬ 町 ｬ

1，045.26m'  
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R C i丸 5  F 一部‘ ド家

e  昭和42年 11月~昭和43年 8 月
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R  C ， 1  F  

e.  1Ij'j有14311三7 月- 11白羽143有三12月
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衛生設備器具は

すまい設計での大切なポイントです

「明る くif J淑な住い 」 を テ ー マに 50年、東洋陶器は、

洗 面 所 ・お台所 ・トイレ ・浴 室 な ど 、 毎 日 た く さ ん の 水

を使い、 「 明 るく、清 ｩＭ ｩｾＡ ｊ な ことが ＱＱ 立も強〈要求される

衛 生 設 備 器 具 に つ い て 、数 多 く の 優 れ た 製 品 を 生 み 山 し

てまいりました 。

※ さわやかな朝に 一

洗 面 器 ・メディシンキャビネ ッ ト化粧鏡

※ 快適 な 「水洗式トイレ 」 に..

腰 掛 便 器 ・和 風 便 器 ・小便 器 ・手 洗 器

※ 一日の疲れをいやすお風自に ー

トー トライトパス ・ホーローパス ・外焚用 ・内焚用

ガス釜

など、暮しを豊かにする「住いの衛生設備器具」のこと

なら、すべて東洋陶器におまかせください。

衛生設備器具総合メーカ一

一ノ' ogol ol<i

洗 面 所/ ト イ レ / 浴 室 用 の 衛 生 設 備 器 具 に つ い て

詳 し く は お 近 く の 営 業所 ・取 扱 屈 で ご 相 談 下 さ い 。

l東洋陶器|
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本 社 北 九 州 市 小 合 区 篠 111奇IHT 4  5  

営 業 所 東 京

本L 1悦

大 阪

仙 台

名 古 屋

富 山

T  E  L  (093 )  53 - 5  1  5  1  

北 九 州 ・ 広 ｉＨ ｾ . 高 松



クラスメー卜

47 ( 大 阪 市 立 都 島工 業 学 校 昭 和 9 年半〕

前 列左よリ ( 敬 称 略 )

高 畠 理一 ( K K 住 友 制II 管財課技師)

小 谷 忠 義 ( 小谷土建 K K代 表 取 締 役 )

森 兼 三 ( K K Ht J 組大阪支 庖 参<1')

井 上 龍 雄 ( K K 竹 中工 務 庖 役 只 補 佐 )

梶 田 若 人 ( 梶田工務庖)

梶 川 喬 ( K K /lI I*且大阪支前)

谷 口 勝 太 郎 ( 鉄建建設 K K大阪支間取締役目1伎 町 長 )

後 列左より ( 敬 称 略 )

芥国 費量 ( 大阪市建築 I.. ｪ 辿 築部 工 ＮＮＮＮ ｊ ＧｪＮ，ｾ県凶に Ｇ Ｑ Ｇ 係民Ｉ

井 上 義 男 ( 目 立 訓nK K 訓 : PJ ; 本町十郎IlII発.!ll j ミ'1' )

大 崎 憲一 ( K K 大 林 組 日 生工 事 事 務 所 所 長 )

明 石 秀 之 助 ( 光挫 築 設 計 事 務 所 )

浅野 重 弘 ( 東 洋 ブ ム工 業 K K総務部' 日航県)

( 昭和44年 1 月13 日 中之/ ; ，¥公聞にて)

昭 和 九 年 郡 山 工 業 学 校 建 築 科 卒 業 の 同 窓 、 は 3 月 建 築 協 会 の1剖l世 話 で 阪 神 近 郊 の 拾 数

名 が よ ね い 、 若 カ{診 り し 当 時 を 追 恕 し つ つ、 数 H寺11¥1を 楽 し く 過 す こ と が で き た 。 ( 急 な 会

合 の こ と と て 同 窓 全 貝 に 連 絡 が と れ な か っ た こ と は 残 念 に 思 う 。)

明 石 卒 業 后 鴻 池 組 に 入社 し た が 現在 は 自 営 。 学 生 時 代 も 浪 ) 1 民 だ っ た が 、 目 下小 唄

を や っ て い る 、 そ の も の ぴ た り と い う 感 じ 。

芥 回 卒 業 以 来 現 職 場 で 活 躍 。 昔 か ら至ってJ ' i l白l 目 だ っ た が 、 う ま く 職 業 に 合 っ て、

公 吏 と し て 般 的 し く 感 ぜ ら れ る 。

浅 野 学 生H寺 代 は 男 前 組 の 方 で ( 慈 悲 且 は よ り つ け な か っ た ) 今 な お 容 姿 端 隠 と し て

い る 。

井 上 ( 嶋 ) 竹 中工 務 庖 に 入社 、 設 計 に 初 わ り 、 現 在 は 営 業 を 担 当 し て い る が 、 相 変

ら ず 技 術 屋 町 固 さ が 抜 け き れ ん そ う だ。 ゴ ノ レ フ 歴 は 長 い 。

井 上 ( 穣 ) 学 生H寺 代 は ず い ぶ ん 身 長 が 間 〈 、 私 共 ち び っ 子 は 近 よ れ な か っ た が 、 今

は 小 ぢ ん ま り し た よ う に 思 う 。 五 世t に い た め つ け ら れ た せ い か。

キ尾川 陸 軍 技 術 官 と し て 各 地 を 廻 っ た。 終 戦 后 、 普 か ら コ ン ビ の 森 米 の い る n-:=) 組 に

入 社 、 目 下 山 奥 で一 人 住 む。

縄 国 時 代 の 波 に 釆 っ て 建 売 住 宅の 建 築 業 を や っ て い る 。 学 生 時 代 は 「 お っ さ ん 」 と

君事称 さ れ て 、 一 寸 恐 か っ た 。 社 寺 庭 園 の 観1 ' 1 : と高尚な趣味 を も っ て い る 。

小 谷 従 軍 中 各 地 でJ_fI 1減 赫 勾 た る 武 勲 を た て 、 同 窓 生 中 唯一 の 金 :;:.{j 勲 章 の 保 持 者 で

ある。

高 畠 卒業后長谷音 ｛Ｑ 竹腰建築事務所 に入った。永い ｉｕ ｬｪｾｉｊ 無 沙汰していたので、すぐ

思 い 出 せ な か っ た が 、 話 し あ っ て い る う ち に 走 馬 灯 の ご と く 昔 の 1M;; 診 が 浮 ん で き た 。

谷 口 卒 業 后 日 本 氾 力 K K に 入 社 、 戦 后 税 制 坊 に 入 社 し た . 段 近 い ろ ん な も の に 凝

り、 コつレフ . ｾ而り・ 言 岳 ｲｕｬ を ｊ や っ てし、る 。

森 t4'上 ( 義 ) と 目 立 造 船 の 前 身 大 阪 鉄工 所 に 入 社 、 昭 和 12年 IHJ組 に 入 社。 学 生時

代 と IUI Jj <::. は 少 し も 変 り が な い 。

大 崎 大 林 組 に 入 社 以 来 、 最 初 の 現 場 日 本 放 送 協 会関 西支 部 局 合 ( 現 在 的 馬 場 町 N

H K ) を 振 出 し に 、 転 身 と 現 場 を 廻 っ て い る。

言 者兄 のＺｊ ｆｩＩｾｊＧ を 全〈 知らず、以上 のような所見を岱きならべ たが、 失礼の点はお詫び

す る 。 ( 大 崎 川 )
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末 世 な る か な

西 洋 な ら ゴ シ ッ ク ま で 、 日 本 な ら 室 町 ま で の 寺 に は 、 装 飾 が 少 な い。 そ れ 以 後 だ ん だ ん 装 飾 が ふ

え て 、 バ ロ ッ ク や 江 戸 の 寺 院 は 、 い ず こ も 閉 じ で 、 ご て ご て 金 ピ カ に 飾 り 立 て て い る 。

f曽 が 本 物 の 宗 教 心 を 持 ち 、 自 分 の 人 格 で 民 衆 を 感 化 し う る 自 信 を 持 っ て い た 時 代 に は 、 建 築 は 簡

素 だ っ た 。 イ 曽 が 自 分 の 人 格 に 自 信 を 失 な う に つ れ て 、 建 築 を 飾 り 美 月 匝 を ま と っ て 、 そ れ で 民 衆 を

引付ーけようとしたのだろう 。

そ れ に 手 を 貸 し た の が 、 建 築 家 の 態 度 だ。 建 築 家 が 無 名 で あ っ た 頃 、 建 築 は つ つ ま し く 控 え め だ

っ た 。 設 計 が職 業 化 す る に つ れ 、 装 飾 がふ え た 。 建 築 家 が 有 名 に な り た が る に つ れ 、 建 築 家 の 自

己 表 現 欲 が 装 飾 に な っ て 現 れ た 。

現 代 も 変 り が な い。 l床 に 自 信 の な い レ ス ト ラ ン ほ ど 、 建 物 は 装 飾 的 だ。 へ た な 大 工 ほ ど 新 建材 を

飾 り 立 て 、 建 物 を 建材 見 本 市 に し て し ま う 。 自 意 識 過 剰 の お 偉 方 建 築 家 は 、 不 可 思 議 な 形 の お 化

け 建 築 を 設 計 し て 、 人 民 を 威 か す。 か く し て 、 ち ま た は 百 鬼 夜 行 の 有 様 と な る 。 来 世 な る か な 。

(  s  )  

も っ と 郵 便 切 手 に 新 築 建 築 の 意 匿 を

ど っ と 寄 せ ら れ る 。 大 変 た の し い

こと fご。

私 は そ め 封 筒 に あ る 各 国 の 郵 便 切 手 を み る の が 好 き だ。 と に か く 美 し い。よ く そ の 切 手 を 眺 め る

と 、 建 築 を 意 匠 し た も の が 多 い の に 気 が つ く 。 の み な ら ず 新 築 の 建 築 を チ ャ ン と 名 称 を そ え て 意

匠 し て い る の で あ る 。

ベ ル リ ン の切 手 に は 工 科 大学 の 新 築 校 舎 が 4 色 刷 り で 、 ま た ベ ル リ ン の 音 楽 堂 の 記 念 切 手 も あ っ

た 。 カ ナ ダ の 切 手 で は 、 目 下 エ ス キ モ 一 人 の 工 芸 指 導 に 政 府 が カ を い れ て い る 表 現 と し て 、 エ ス

キ モ ー の 家 族 の 彫 刻 を 郵 便 切 手 の 窓 匠 に し て い る 。

バ チ カ ン よ り は 、 あ の 壮 大 な カ ト リ ッ ク 本 山 の エ レ ベ ー シ ョ ン に 、 上 に は ジ ェ ッ 卜 機 が 上 昇 し て

いる 2色 制 り L 100 切 手 が 寄 せ ら れ 、 フ ィ ン ラ ン ド や ス イ ス や カ ナ ダ の も の は 単色 刷 り で は あ る

が、 i胡 に 浮 か ぶ 古 城 や ゴ シ ソ ク 風 の 教 会 の 立 面 や 、 雪 に う も れ た 田 舎 の 家 並 を 扱 っ て い る 。 フ ラ

ン ス に は 3 色 ・4 色 刷 の ヴ イ レ の 城 門 や ラ ン ゲ ー の 古 城 が あ り 、 古 建 築 の 例 で は あ る が 観 光 用 と

して虫子ましい。

そ こ で 日 本 郵 政 省 も 何 時 迄 も 単 色 刷 の 夢 殿 切 手 で も あ る ま い。 東 京 オ リ ン ピ ッ ク の 時 に 若 干 の 新

建 築 オ リ ン ピ ッ ク 施 設 が 切 手 に な っ た が 、 そ の 后 は な か な か 新 建 築 物 を 切 手 意 匠 と し て 取 り あ げ

な い 。 私 は 芦 を 大 に し て 新 建 築 を 切 手 意 匠 に と り あ げ て い た だ き た い 。 年 一 回 の 建 設 週 間 に で も

発 行 の 気 速 を つ く り 、 毎 年 つ づ け て い た だ く こ と を 提 唱 し た い 。 ( T )

一 生懸 命 に な っ て 自 分 で も か な り 良 く ま と ま っ た と 思 っ て 持 っ て 行 っ た 平 面 が 「 家 相 が 悪 い 」

の 一 言 で 突 き 返 さ れ た 経 験 は よ く あ る こ と だ 。 一 応 敷 地 と 道 路 の 関 係 や 、 各室 の 関 連 等 を 説 明 し

て な っ と く さ せ よ う と す る 。 フ ン フ ン と 聞 い て い る の で 良 い の か と 思 っ て い る と 、 最 後 に 「 し か

し家相が悪いのでレね」と く る 。 住 む 人 は そ の 人 自 身 だ し 、 い や が る こ と を 無 理 に す る こ と も な か

ろ う と つ い 妥 協 し て し ま う 。

家 相 の 根 拠 に な る 条 件 の 中 に は 建 築 常 識 か ら も な っ と く の い く も の も あ る が 、 そ れ が絶 対 的 な も

の と さ れ る こ と に よ っ て 他 の 重 要 な 条 件 と か み あ わ ず 、 不 自 然 な 変 な 家 に な る こ と が あ る 。

コ ン ビ ュ ー タ 一 時 代 の こ の 頃 だ。 家 相 も 色 々 な 条 件 を こ れ に か け て 誰 も が な っ と く の 行 く よ う に

( N )  

と

相

なればと思う。

ス ェ ー デ ン の 皮 袋

日 々 暖 か さ が 増 し 花 見 の 季 節 が 近 く な っ て き た 。

山野 に も ピ ク ニ ッ ク の 若 い 人 達 の 姿 が 増 え て き て い る こ と と 思 う が 、 さ ぞ か し 桜 の 木 が 随 分 と 折

ら れ 、 山 野 も 随 分 と 汚 さ れ る こ と で あ ろ う 。 多 忙 に ま ぎ れ 、 現 実 を 見 な い で 済 む こ と が 有 難 い 。

大 部 前 の こ と で あ る が 、 社 用 で ス エ ー デ ン を 訪 ね た 時 に 、 田 舎 の 人 気 の な い ス ー パ ー ハ イ ウ ェ イ を

走 っ て い る と 、 2 k mか 3 k m誼 き に 道 路 の 傍 に 木 製 の 高 さ 1 m ・広 さ 1 m

2

{立 の ス テ ー ジ が あ っ て 皮

袋 の 小 さ い の が ぶ ら さ が っ て い る 。 案 内 の 者 に 質 問 し た ら ホ 近 く の 農 家 が 毎 朝 牛 乳 缶 を 釆 せ て お

いて、 トラ ッ ク が 皮 袋 に 代 金 を 入 れ て 集 荷 し て 行 υ 由 で あ っ た 。 同 案 内 人 が イ タ リ ー の 人 を 案

内 し た 時 に ホ イ タ リ ー で あ れ ば 皮 袋 の 金 は 勿 論 、 ス テ ー ジ も 1 日 で 盗 ら れ る で あ ろ う 。 。 と の 説 明

で あ っ た の で 、 内 心 ホ ッ と し た 筆 者 の 心 境 は 諸 賢 に も 御 察 し が つ く と 考 え る 。 ( 0 )  

毎 年 暮 か ら 正 月 に か け て 外 国 か ら グ リ ー テ イ ン グ ・カードが、

F 晶 『

掠

「

一

月

号
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の
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大 阪 国 際 空 港 タ ー ミ ナ ル ビ ル デ イ ン グ

設計監理 安井建築設計事務所

建築施工 清水建設 K K (国際線ブロック )

K K藤田組 ( 中央ブロック )

K K竹中工務庖 ( 向上ホテル内装 )

K K大林組 ( 圏内線ブロック )

K K 間組 . K K 態谷組 ( フィンガー )

規 模 国 際 線 ブ ロ ッ ク 23.240 . 68 rrr 

S 造 4 階建一部 R C 造 2 階建

中央ブロック 26.905 .99 rrr 

' S  R C造地下 2 階地上 8 階建

圏内線ブロック 18.471 . 70 rrr 

S 造 4 階建

フィンガー・ゲートラウンジ

S 造 2 階建階建 21 .443. 12 rrr 

合計床面積 90.061 . 49 m'  

工 期 1967年 7 月- 1968年 12月

〔設計メモ〕

実施設計に当って建物が大規模であ

り、メインビル部の延長で 4 5 0 M

に至る機長の配置となるニと、複雑

な機能を包含する複合建築体である

こと、官庁・民間部分について明確

な財産区分が必要であるニと、将来

予想される増改設に対して十分考慮

された計画であるニとが主要な設計

条件に設定され、ニれらの条件を満

たしながら、公共性の強い交通施設

として機能的、造形的にもすぐれた

空間を構成するニとを目標に、建築

構造・内外装・設備・搬送・インフ

ォメーション装置等の問題を総合的

に解決することが我々に与えられた

課題であった。

ターミナル計画の概要や平面図につ

いては、本誌1968年 7 月号 ( 都市交

通施設特集) に記述しているので、

ニニて1立内外部空間の境界面のテ' ィ

テールをいくつか取上げてみた。

竹本文太朗 ( 大阪国際空港位置十室長 )

• 
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断面詳細図

匡亙互コ

i  エプロン側カーテンウオール I  

ｾｾ Ｚ￭ さ Ｑ Ｓ ｭ 全長 Ｑ 1 5mにわたる この巨大なカ ー

テンウオ ルは 、 ジエ y トプ ラ ス | や エ ン y

ン騒音から 出発 ロビ ー空 /i ¥J を<;: r るン エルタ

を 桃成 していると同 ｬｉ ｾ ｪ に、到イ 行機内 から見た

ター ミナルビルの 第一 印 象 となるエプロン il!l J

7 7 サ ー ト の 主 要 な テ ザ イ ン エ レ メ ン ト で も

ある 。

カーテンウオールの椛成としては、 liri.t 侯ft 記1

4長力鋼製 の 主 7 リオ ンと ，¥') ｾ 、 Ｔ を ｍｬ 合わせた所

計i ステッフ。型 式 を 除 用 し 、 最大 2. 4mx  1.  8mm 

l享10 mmの 熱 線 l吸収 ガ ラ ス を ネ オ プ レ ン ・ ガ

スケットを使用して iik込 ん で い る 。 なお 、j込ー

上音11にはオ フ ザ ベ - ; / ョン ・テ' ッキの 見学: 告:

保護手摺 (1橡1TIl 化 ガラス i伏込) をカ ー テンウ

オールと 一 休 に組 込 み 、tk音11は 全 て グ ラファ

イト 塗 装 仕 上 とした 。Ifri.I 'J! EU玉 、う日L密 性 能 に つ

いては 、原寸 大 ユ ニ ノ ト に よ る 試 験 を 行な っ

た他 、 遮 音'1' 1能 にl兵l しで も取付 f去の i!!lはE料品R:

は良 虫干であ った。

大阪国際空港ターミナルビル

，U _Q良一一一一一一一
L i 皇旦

断面詳細図

l  道路側カーテンウオール l  

ター ミナルビルの 道 路 il!l J 断而は、; 1 : 1 米 のソ ー レベル型 武

移行にイ耐 えて 二 l門分の 天.) j : 高さが収用され ている 。

内 外 部 を区分する高さ 10 .2 mのカ ー テンウ 寸ー ル は エ プ

ロン il!l J と|百j じ様に 1 Ｇ｜ｾ鋼 の Ｑ ＺＮ＼Ｇ リオンを Ｒ Ｎ Ｔｭ ｬｬ ｜ｊ ｉ ｉｍ に内己

出し、 ，'1¥人 11瓜 J立びJ ・. ml ひさしの取付を巧一位: して j本 卜3

ｭ のレベルに ｾ ＡｉＮ ｲ［ 11 をIi;tけ ガ ラ ス1(11 を タ〉した 。上 官11カ ラ

スTfl Iについては Ifri .J' J瓜圧 必! 立、地工' 1' 1 、れ r所'1' 1 を検討の J-.

1112.4 m X  ｾＧ Ｚ ｪ さ Ｗ Ｎ Ｕｭ 、Ｉ平 Ｑ Ｕ ｭｭ の 巨大な フロ ー ｼ又は的大

板カ ラスをサス ペ ンション 州 法 によ り取付けること とし 、

原 寸 大 のユニッ l をifi)J hEU1:ぷ 験 JFJ に試作 し'1'1 能 の雌 訟を

行 な った 。外 部 ひさし 部 まで 延 長 さ れ て い る 旅 答 公 衆 ロ

ビーの天井はアル ミ'¥H1 とl倣背材との組合わせであるが、

特に放送! 日 スピ ー カー ンス テ ムと |其mしてディテ ー ルの

検討が重ね ら れた 。 なお 、 ｫｊｉＺｉｉＨｬＮＱ リ ｬ には ｉｾｇ 光刊能、到 ｩ 主

距離、 i泌i肉H色f刊1，の平利|リ]"点l

る。
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特 集 老 人 す まと

• 
• 

1  . 老 人 と は ーーその年令区分

生 理 的 、 精 神 的 、 社 会 的 機 能 ・構 造 の 年 令 変 化

II . 老 人 の 人 口

爆 発 す る 老 人

III. 繁 栄 の な か の 貧 困 - 産 業 と 経 済 の 変 化

老 人 の 経 済 状 態 、 老 人 の 就 業

N. 孤 独 か ら の 脱 却 - 老 人 の 地 域 社 会 生 活

老 人 の 居 住 地 、 老 人 に 適 し た 居 住 地 の 条 件 、 老 人 の地 域 生 活

v. 核 家 族 か ら 複 合 世 代 家 族 へ

し、

ミ ニ 化 す る 世 帯 、 後 期 夫 婦 時 代 の 出現、 同 居 か 別 居 カ ¥ 老 人 は 誰 と 住

んでいるか、どの親と住みたいか、老親 の 面倒は誰がみるべきか、自分

の 老 後 は 誰 と 住 み た い か 、 老 後 は 同 居 しよ う 、 複 合 世 代 家 族 の す ま い

VI . 生 理 的 能 力 の 老 化

総 合 的 健 康 状 態 、 骨 格 ・運 動 器 系 の 老 化 、 呼 吸 器系 の 老 化 、 感 覚 器

系 の 老 化 、 循 環 器 系 の 老 化 、 中 枢 神経 系 の 老化 、 寝 た き り老 人

VII. 老 人 福 祉 の 方 向

老 人 の 自 殺 、 老 人 の 生 き 甲斐

付 : 参 考 文 献 と 資 料

老 後 の す ま い は ど う な る 。 あ る い は 老 人 の す ま い は ど う あ る べ き か。 こ

の 問 題 が 今 日 ほ ど 社 会 的 な ひ ろ が り と 共 感 をも っ て 語 ら れ る 時 代 は な い 。

そ の 理 由 の 根 底 は 、 現 代 科学 文 明 の 急 激 な 進 展 に よ り 世 の 中 の 情 勢 が す

っ か り 変 っ て し ま い 、 ま た 今 後 も さ らに ど ん ど ん 変 革 さ れ る な か に あ っ て、

い わ ゆ る 老 人 と い わ れ る 人 々 や 、 こ れ か ら 主 人 の 世 代 に 入 ろ う と す る 人 達

が 、 生 涯 を 通 じ て は だ 身 に つ け て き た 習 聞や 、 心 と 生 活 の よ り ど こ ろ を 奪

わ れ て し ま い 、 様 子 の ち が っ た 家 庭や 社 会 の な か で 、孤 立 と 孤 独 の 淋 し さ

を か み し め な が ら 、 現 実 の き び し さ に 耐 え な け れ ば な ら な い と い う と こ ち

にある。

し か し ま た 一 方 、 老 人 人 口 の 爆発 的 増 加 に 由 来 し て 、 老 人 問 題 が 大 き く

ク ロー ズ ア ッ プ さ れ る よ う に な り 、 老 人 の 人 間 性 が 医 学 ・心 理 学 ・社 会 学

等 々 の 各 方 面 か ら 検 討 さ れ 、 次 第 に そ の秘 密 の ベ ー ル が は が れ る よ う に な

った 。 す な わ ち 主 体 的 に 老 人 の 特 殊性 に合 致 し た老 人 の す ま い を 建 設 し て

行 こ う と す る 第一 歩が踏みだされ、 明 る い 老 人天 国 へ の 道 が 徐 々 に で は あ

る が 切 り 拓 か れ つ つ あ る の で あ る 。

そ こ で 、 こ れ ら の 各 方 面 の 専 門 家 に よ っ て 「 老 人 と す ま い 」 の 背 景 と な

る 問 題 点 と 今 後 の す ま い へ のあり 方 を 共 同 討 議 で 検 討 し た 。

共 同 討議 参 加 者 ( 五十音順)

青 樹 英 次 ( 日本 住 宅 公 団 大 阪 支 所 長 )

池 川 清 ( 神 戸 女 学 院 教 授 ・社会 制祉 学 )

岩 田 克 夫 ( 大阪 乏 人 ホーム院長 )

橘 覚 勝 ( 大 阪大 学 名 持 教J受 : 左人心 理学)

中 井 忠 臣 ( 大 阪 市 減 束 保 健 所 保健予 防 課 長 )

編 集 文 責

荒 木 兵 一 郎 ( 大 阪 大 学 助 教 授 )
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1  . 老 人 と は- ーその年令的区分

まず、これから 「老人とすましつの問題を )j 察する上で、も っ とも基礎となる「老人とは何ぞや」というまこ

とに素朴で、それでいて案外や っかいな問 L 、に答えておく必要がある。しかしこれは子供の場合と異なって極め

て綾雑、かつ困刻な問題であり、現状では 100 人の学者がいれば、 100 の答が返 ってくるといわれるぐらい種々

雑多な定義や区分があ って、残念ながら定説はない 。 しかしながら人聞はもともと生物であるから、一定の年令

に達すると 肉体的 にも 精神的 にも、あるいは 社会的 にも機能の衰退や変化が起る。これが老化現象 とよばれるも

のである。そこで この主化現象がど のようにして 、何オごろか ら始まるか の概略をみておこう 。

生理的機能・構造の年令変化

T hew li s のいうように「生まれた 時か白老化が始まる 」とい

うJ 与え }j もあるが、 一般的には 「生物は絶えず合成と分解、あ

るいはi i ! i 粍と IIJ 生を繰り返しているが、この令成と分解の平衡

がｻ政れ、分解あるいは消耗が催位を ｉｾ め、広 ｩ 岐の変化に適応し

がたくなり、何々の適応、 ｭｾＺ 告の症状が京遣の症状をミヰＺるしくあ

らわしはじめる ＱＱ 寺 ｾｾｊ から老化が始まる ｊ ( C owdr y ) と巧え られ

ている 。 また尼子 、大山 らは、多数の身体形状の変化や機能 il，;¥(

退状況を因子として主化l立を測定し、生理学的見地より老人を

規定しようとする試案を世出している 。 すなわち下記の2釘51項賀目

について l刊0.'点丘カか、ら 1 .'点1 まてで‘ H許q乙 1，¥

それらを総合評( 自価l凶困したも のであ る。 それらによると 、主人 の生

理的訪機能は若年者の約半分に低下している( 図 1 )。

夜尿回数、 毛髪灰 白 化 、 毛髪粗密度、歯牙欠損数、皮府のし

わ、皮月号の弾性、遠距雌視力、近距離視力、ちらつき値、屈折

力、握力、背筋力、 11乎気力、筋の協調応、膝| ぬ値、反応H寺問、

タッピング数、聴力、最高血圧、最低血圧、負荷H寺脈拍数の変

化、歩行偏差、平衡機能、 ifu'] : J l 有時間。

図 1 生理的機能の年令的衰退

8  

評

込、--，

、ス ト 円 成人の半分に衰退

入 ¥ '， ¥ 

o  '"父: ¥¥
Ｂ ｾ＠ "ミ¥

、、二:¥¥ 男 子

， ¥'-. ， 

¥¥¥ぐ¥

女 子 、

6  

点

5  

精神的機能・構造の年令変化

つぎに精神的能力の衰退についてみよう。これについても精

神的能力とは何かに問題があるが、記憶 ・学習・比較弁別 ・図

形構成 ・計 算 ・社会常識についてテストし、それらを総合した

知能検査をみると 図 2 のとおりである。 40オ代から急激な低下

がみられるが、生理的機能の衰退ほと。急激ではなく、全休的に

ゆるやかに下降している。

また橘と E .F r o mmを参考にして老人の一般的心理状態をみる

と、つぎのような 中寺性がみられる。

1  ) 自分の力や精神的能力の限界を知るようになり、むちゃな

ことはしなくなる 。

2  ) 生のよろこびを感ずるよりも、死をみつめることが多い。

3  ) 社会 ・家庭の変動に適応できないので不安となる。

4  ) 活動するよりも、じ っ としている方がよし、。

5  ) なわばりを強調し、そのなかに閉じこもろうとする 。

6  ) もの足らなく、ひとりぼっちのさびしさをもっ。

7 ) 積極的に友人を求めようとしないで、疑い深〈、し っ とし

やすい 。

図 2 精神的能力の年令的衰退
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資料 ) 大助・狩野: 労動 と年令、P. 88料Ｉ大仏・ Ｔ 守 ｾｦＭＺ 労 働 と年令、 ｐ Ｎ 51 
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8 )  ii'i1' l は位i力おさえ、 )!'j :訴 と 節 約 を 車 ん ず る 。

9  )  Ｇ Ｑ ＪｾｆｴＡＨｊ で、Ａｾ必 Ｈ 知的で、ｪｦＡｪｊＮ土に生きようとする 。

10 ) にl が注者になる 。 こ と に 過 去 の こ と に つ い て 。

11 ) 性活動は減退するが、 lI ，y に差恥心を失ない、表.f}L が以什と

なる 。

12) 収.J.t Ｑ Ｑｩ ｾをもち、くず集めをする 。

13)  ｊ ｌＡ帳 ｉＨｉￎ で、 ｾｌｩｦ￭ｾ なことをさらう 。

14)  'h'J 熱 が う す れ 、 魅 力 な 〈 、 小 ざ っぱ り と し な い。

社会的機能・構造の年令変化

」三年 ｊｾｊ とな っ た場介のネ ＱＺ 会生活上の変化を ｃ｡ｶ｡ ｮ らにしたが

っ てfl ¥:t ln品ー す る と 、 つ ぎ の よ う に な る 。

1  ) 男は全日労働から' ) 1退 し 、 女 は 家 庭 の き り も り を 放 楽 す る 。

そして生前の支 ＱＮ｜Ｇ｟ 助言および資金の管理は他人に ｾｩￚ る 。

こ れ は 心 身 の 健 康 状 態 と は 無 関 係 に 必 制 さ れ る 。

2  ) 地域社会や組織体の統率的地位からリ |退し、 ;11 年 者 や 社 会

卒 業 家 な ど の 従 属 的 地 位 に 立 つ よ う に な る 。

3  ) 配偶者の死別によ っ て 夫 婦 関 係 は 似J去される 。

4  Ｉ独自の Ｇ Ｑｉｈｩｾ［ は欠 Ｑ ＱＱ し、 ー 子ゃねＮｬＮｊ ｪ 丈 の 世 Ｇ ｊｬ ［ に依存する 。

5  ) 活 動 範I.!J Iは 狭 ま り 、 主 人 ク ル ー プ の - Ｑｾ になる 。

6  Ｉ将来の同的や計 ｾ ｉ ｔｩ はなく、現状維持の平凡な生活をする 。

7  ) 向分の生活経歴よりも、イイ共や係の生前経歴に興味を持つ

ようになる 。

図 3 労働能力の推移 ( S t iegl it z )

以 上 の こ と に |羽 辿 し た 社 会 的 年 令 を ひ ろ い あ げ て み る と 、 お

お よ そ 次 の よ う な も の が あ る 。

- 主人十1' ，1
1
祉 法 の 適 用 範 囲 ・65 _ ，j 以上

- 社 会 の 第一 線から' ) 1; 旦する定年: 普通55 _，j -。 定年後も 70 _，j ぐ

らいまで J;a労 す る も の が 多 い。

- 社会 保障fli l J 伎による年金受給資絡 厚 生 年 金60 _，j 。 匡11UI 三金

65 _，j - o  ｾ令九 ｈＧ ｉｩＺ年金 ＷＰ オ 。 ｉ Ｎｉ ｉｉ 努労働機閣 の 最低 ｊＢｾ 市 ＶＵ オ 。 諸

外同65 _ ，j ーが多い。

( 1Rか ら 扶 養 を 受 け は じ め る H寺期: 60- 65_，j "。

- t 人クラブで 中 心 的 に 活 動 す る 者 の 年 令 : 70- 75オ。

. 他 人 の 介 護 を 要 す る 者 : 75 _，j -以上 に 多 い。

.  S ti eg lit z に よ る 年 令 別 能 力 の 推 移 . 図 3

x  x  x  x  x  x  x  

こ れ ら を み て も わ か る よ う に 、 主 人 の 年 令 は { 可オーからかを lザl

怖 に さ め る こ とはできない 。 ま た 主 人 の す ま い と 主 人 の 年 令 と

は l白桜に関係がなし、 。 しかし統計処迎をする上からは、あ っ た

方 が 便 利 だ か ら 、 こ こ で は こ と わ り な し に 主 人 と か 左 令 者 ま た

は 日 令 者 と 言 え ば65 _，J -以上の 人 を さ す ことにする 。
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II . 老人の人口- 爆発する老人

医学の進歩によ って寿命が1"3び、老人人口 の絶対 数は燦発的 に増加 している 。 そしてさらに 出生率 の低下に よる 相対的主人人口 の

増加、つまり人口 の老令化現象 はそれ以上に 一 層深刻な問題とな っている 。

このような人口動態に対して、老人住 宅 対策は非 ＱｴｾＮ におくれ ている 。 たとえば主人 ｲ￭Ｇ ｊ 住宅一 一老人世帯で住宅に困窮しているもの

を優先的 に入居させるため、第 2 種 公営 住宅のうちから 主人世術 に訓りあ てられるものー ーは昭和39年度から 開始され昭和42年度 ま

でで、た ったの 1，336戸しか建設されていない 。

わが国の現在の人口梢成は20オ代の若い労働力のあるものが多いツボ1111 であ り、こ の10年間は将来の充実した社会保|部制度などを

出発させる のに 最も好適な H寺Jt J J である 。 この H寺JVJ を逃がせば、ますます主人のすまいは深刻となるだろう 。

図 4 老人人口は爆発する - 65歳以上人口 の推移 資料 ) 1:r. ll"j 羽生町動1") (昭和43:' 1' )、P. 5表 3 よ り作間

昭 和90年 23，848千 人

昭 和80年 、誕伝情京総踏ま発完治怠込書践窓会食紛Z部 被 告 説 泌 総 " 19 ，493 

昭 和70年 曹 猷お盟締及出主総謂扱勝童精舵自記姐態語圏， 15，323 

昭 和60年 噛榔敬語腔持続開脚湿灘溺蕗遍r 11 ，506 

昭 和50年 ‘ 睡眠弼輔誌罷脳轡調書懸置lIr 8，756 

昭 和42年 冒盤. 画. 盟熔幽_ 6，666 

昭 和35年 曹留置歯匝轟圃. 5，350 

昭 和30年 曹圃歯槽 4，747 

昭 和25年 町 田 圃 圃 4，109 

昭 和 10年 圃 圃 ・ 3，225 

図 5 諸外国の平均寿命の年次推移
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uti 和10年 は 亦 ち ゃ ん

女 |  が最も多く 正 問 あ

がるにつれて次白第1 にj減h成在

少するピラミ y ドJ引1判リ。

現 t在rはノハ、イテ イ 一 ン カか
、

ら2却0.-1

H白和9卯Oi.!年三には i司|ドl 年、 -t 

年の多い JJ 以 J" I¥'! Iこj!i く

なる。

また左令人 11の 全 11'.

令人口に r1iめる' ，l i lj イトは

図 6 人 口 構 成 は ピ ラ ミ ッ ド型から提灯型へ

歳

男

一

一

一

ト

ト

人口のＭｴｾＧｪＭ化を， Ｉ 、す ｊ 行

棋である 。 この' ，l i lj イ? が

r!':J くなればな るほど人

ｌｊ の内生産力はｦｊ ｮｾ し、

ひいては [ J H悦念公ミ J握力

なとも{ 氏下 する 。 わが

|到 の人 LJ 在; 令化は Ij没後

の ベ ビ ー ブ ー ム と そ れ

Lυl 胤 川の州u出附l

;日;μ五舛号科平をう lけf て、 今 後 は

フランスの 3 - 4  1uの

述伎で急激に進むむ の

と予 定:l され、ことは: ! fi

4  

6  大である 。

百万人

6  

百万人

5  4  4  5  

資料) ｛ Ｚ ｦｩ ｛ｋＱｑ ＮｩＢι の ｾＧ ｩｊ ｊ［ＧＩ ( 1昭和43
i
J三) 、P .204- 205Z止ぴ人 U 問 題研 究 所 推 計 人 LI

図 7 人 口 は ま す ま す 考 令 化 す る
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III . 繁栄のなかの貧困

一産業と経済の変化

農業、手工業社会では生産をあげるためには 、熟練と経験が

重要視され、老人は 肉体的能力が衰えても指導者として尊重さ

れた。 また労働力を確保する目的のためにも家族関係を 利用す

る必要があ った。 したが ってそこでの主人のすまいは、家族と

いう 1最小単位てが保障された。

ところが戦後の社会変動、とりわけ商工業を中心とする都市

産業の急激な進展により、高くて能率の惑い主人労働力は不要

となり、その社会 的地位と役割を逆転させてしま っ た。 そして

そのきびしさは、 血縁のきずるさえも| 断ち切る絞家族化への iii

を歩ませている 。

しかしつい最近では、 「ゆたかな 脱 工 業 社 会」 への巨大な !1¥2

換が雌| 笠しはじめ、未来学がノ、ンランしている 。 そこでは個人

主義の佐立の基盤のうえに立 っ た新しい共同体意識が成長し、

プライパシーを 相 互に尊重しあ っ た政令世代住毛のなかに大家

族が復活し、主人からその係たちまでの世代が共同 の団らん室

や芝生のうえで語りあうとい った光公がみられるであろうと予

測されている 。( 図 8.9. 10)

図 10 生活環境施設への投資額と水準と の関係
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図 8 国民 1 人あたりの所得は 20年後に今のアメリカの

水準に到達する 。

i U イタ リ Ｗ 、イギ Ｇ ｊ ス‘ ｉ 時ドイ ツ Ｎ アメリカは、 ｾ ｉ 鋭 ｲ ｬ ｅ ｉ 際比較統計 ｊ

による 196451二の 数である.

資料) 安ft ' 1: 1r.lJ et 訴のよ米 l公 P.27

図 9 ＲＰ ｾ 手後には知識的労働者が増大する
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資料 l l，;II '. 、 P. 46

100%) 

l回%)

経済社会の発展と職業 ・労働とはきわめて官接な関係がある 。

技術革新の労働而に与える彬響としては、①多年の経験とか熟練

が不要、②肉体的労働はオートメーションの進展により需要が減

辺、③ 1 人当り生産性の上手トにより労働時聞の短縮と余暇時 11¥1の

明大、④学歴より 能力が霊枕される 。老人も頭脳労働能力は哀返

が少〈、かえって若年者より秀れている而もあるので、その; ] 而

での活躍が期待される 。 また 1 人当り国民所待もふえ余暇H奇r: ¥1 も

W! 大するので、生活を楽しむ老人のすまいとなろう 。

"人也町住宅戸倣 l 人当司献庭鯛 下 * 週 1人当司コミ l 入省 η・a書道 1人当η11m会・-
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n. l グラアの% は 、生活環境地i t 1 への投資制的 1r. 1l ( 所得に 対 する 比ヰ1

資料) Itj上、P.65
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老人の経済状態

ところで現 実のわ が固め老 人の経済状態 を簡単にみてみよう 。

まず 老人たちの生計維持方法 をみると ( 図 11 ) 、そ の76% までが

家族の扶養に頼 っている状態 で、勤労 ・財産収入 ・恩給年金な

ど自分の労働 もしくは 過去の実績で老後を送 っているものは 22

% に 過 ぎな い。 また公的扶助 に依存 しているものに至 っては 2

% とほとんど放置 の状態 に近 い。 これ にくらべてアメ リカ では 、

勤労 ・事 業 ・財産 ・年金などをあわせると全体 の 6 害IJ におよび、

これに公的扶助 の18% を含めて 8 苦IJ に泣い人が、 なんとか家族

に将{ らないで 右後 を過 ごすことができている 。

図 11 老人の生計維持方法

資料 Ｉ 十 ｬ 会 ￱ＧｯＧ， ｾｉ Ｚ ｦｦｩ ｽｊ ｬｲＧｬ ( 1昭和137年 ) P. 32 

老人の就業

それではわが国の主人はなまけ者で '1' 斐性なしなのだろうか。

就業率は 諸 外国に 比 べてきわめて高< (図 12) 、とてもではないが

なまけ者などと 11乎べるものではない。 しかしその職種は後進的

でが ｊ 半数は ｪ 品 業などの第 一 次産業に従 ｾ ｊ Ｇ ， Ｎし、 Ｓ 富 ｉｊ は家 内 労働や

ｉ ｾ ｉ 営業に 、 そして わ ず か Ｑ 古 ｉ ｊ 桂 皮 がＧ 市助 雇 用階 層であるＨ 図 ＱＳ Ｉ 。

この雇用階層の給与は 、若年単 身者の給与にほぼひとしく、 8

時間労働 で 2 - 3 万 円位! 変である 。 またその働いている理由を

みると、働かねば ｲｾ せないという者が Ｓ '，I{; リもあり 、貧しさがう

かがえる 。↑助 ける Jmは{到j くべきであり、 ↑dゆくのが楽しいという

ように就労芯J 汰は大きい( 図 14) 。

だが働きたくても働けない定年があり、さらに身体がいうこ

とをきかなくな って次第に働けなくな ってしまう 。 定 年 11寺の退

職 金は大学卒勤続30年 で 500 } ] 円手目立であ リ、 たいていの場合

こんるに粂千|がよくないからも っ ときびしいものである 。 これ

では定年; n 職後に家を建てる こ とはほとんど不可 能 に近い。

図 12 わが国の老人は働患者
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図 13 老人の職穫は後進的
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資料 Ｉ 弘 ｜ｾｉ と Ｑ ｬｩｬ ｊＨＧ ｕ ，ｲ［の ｾｗ ｊｬ ｉｉｉ 、 11円相 42 '1"- P  12  

図 14 就業者が働いている理由
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N. 孤独からの脱却

- 老人の地域社会生活

老人の居住地

つぎに老人の地域社会生前の変 化 とすまいとの関係についてみ

よう 。

まず若い人達を都会にとられてしま っ たgJJ: dXI，山村地 域では、主人

の存在が目立つ( 図 15)。しかし老人人口 の地 域分布をみると ( 図

16 ) むしろ都会地に居住している者の方ヵ、多い。 産業の高度化

により総人 口は急激に都市に集中する 。 老人人口もそれにくら

べると少し緩慢ではあるが、やはり都市に集中する傾向がある 。

ところが都市の住宅刻i は老後の居住地 を決定するさいに 、 き

わめて不安定な要素と去 っ ている 。 若い核家族をモデルにした

郊 外 の団地 サイズのコンクリ ー ト住宅は、庭がなく 階段の多い

点からだけでも老人向きではなし、。 また都心部の古い住宅地で

は、切れ、在朽家屋の中に、さらに間借入を置いた過密住居が多

い。 ひどいのになると 一部 屋に老若二夫婦が住っているのもあ

る。 これは決し て特異ではなく、ブルーカラ ー層で老 人を扶養

図 15 過疎地域ほど人口の老令化は進んでいる

%  

10.1  

30 42 30  42 年 昭 和 30 42 30 42 年

東京 大 阪 島根 高 知

過 密 地 域 過 疎 地 域

資料 ) II( {制130i j三|司勢E制作 、昭和42i H OJI l ｾ ｪｊ ｊｉＮｻｬＺｲＮｉｉ 泣 Ｏ ＨＮｦｍ 人 ｌｉ の 推計

46 

する場合はこれと大同小異なのが多〈 、非常に深刻な 問題をか

かえている 。

なおアメ リカ では総人口の都会地集 中率よ りも、老人の集 中

率 の }'j が高い。また 一方フ ロリ ダや太平洋沿岸の気候 /Atl 唆な保

養地 にも急激に老人達が移動して い る。 わが国 で も熱海 ・白浜

地 区などへ老人の移動がわずかながらみら れ る。

老人に適した居住地の条件

老人に適した膚住地 の条件としては 、つぎのようなものが挙

げ られている 。

1  ) 都 市 の雑 踏ゃあわた だ しさ は老人 には 向 かな い。 とくに交

通戦争や公害には弱い。

2  ) しかし隔離の必要はなく、かえってそ れ を憎む。

3  ) 住みな れ た地 域で 、親 類 や 友 人 の 居 住地 に密接につながる

ところを望む。

4  ) 近 代 生 活 施 設 ( 商居 、郵便局、停留所、図書館、 礼 拝堂 、

娯 楽 施 設 ) に便利 に通じる場所がよい。

5  ) 健康によく、見H青らしの良い所。公園の近 くなど。

図 16 老人人口も都市化した

資料 ) 11百平1143年度 厚生行政 J，liill!;ll' .11年

南紀 ・椿温泉は白浜とならんで

古くから湯治場として知 られ、 全

国各地 より長期逗留する老弱者が

多い。

最近ここ には軽費老人ホ ームや

保養名人ホ ーム、はては 高級マ ン

ションま ででき、ますます老人の

町 とな って きた。

このマ ンシ ョンの 入居者は会社 、

医者、 トップクラス の老人が夫々

113である 。

医者は 自分の患者を長期保養さ

せる目的のために購入してい るそ

うである 。 もちろんその患者の 中

には 老人が多い。



老人の地域生活

つぎに老人の地域内 での活動状況 ( 図 17) をみると、男' 11悦ゾ

羽壮- 年 J捌U切1まで1職故業集団を 中 d心L心、 とする生爪前. 困を fiげ仇柿IY!品芯V町背}i2成している ので、

唐 住J地也域の住民との接向削触d虫! は極めて l硲i存『 b 、、。 したが つて外の世界で

の{仕土事を I消斉ませて引退した男たちも、ここではリ ーダーとはな

り得ない 。 ただ地域内の商 ｽ［ｉｾ 主や 政治的な目的をもっ男たち の

みが参加している 。し かし女性の場合は、貨物そ の他を通 じて

近所づきあいが始まり、 つぎに子{ 共が小学校へ行けば 、P T A

を通じて学区内の地 域社会と結びつきを持ち、さらに経験的に

38オという年令になると子供もそろそろ親の手を離れるので、

急に干fi ;極的に参加するようになり、中年から初老の女性たちが、

地域社会運営のチャンピオンにのし上る。

とはい っても、これには長期間定住する条件が必要であり、

団地 などでは成立しがたい。 また世代聞の価値観のキ11巽や余暇

行動に断層がある ので、老若の間の接触は稀薄である。

このような状況のもとで、ここ数年来爆発的に誕生したのが

老人クラブである 。 固から助成 Ｑｾ が Ｑ ＱＺ｜ることにもよるが、家庭

内の対立や葛藤からの逃避場所として発達した而も少なくない。

クラブの運営に対してはマンネリだという批判もあるが、 地域

住民の組織化 と健康な老人の余III ! J ! 活動の拠点とな っている事実

は評価 されねばならない。今後はさらに 押 し進めて、 地域老人

のワークショップや保健センターなどを作ることが考えられる。

ワークショップでは、まだ働ける主人や働きたい老人に仕事の

あ っせんをしたり、そこでも働けるような設備や施設を用意す

る。仕事の内容としては出来るだけ地域生活に役立つようなも

のがよい。 たとえば男性には棚を吊 った り、 遊園地のスベ リ台

の修普戸などの 便利大工的な仕事。女性には寝たきり老人の家庭

などのせんたくや炊事などが考えられる 。 いずれにしても老人

が地域社会に役立つ仕事をしているということが生き甲斐を感

じさせることになるからである 。 また保健センタ ーは病院では

ないが保健衛生而での仕事をする 。 からだの弱 っている主人を

常に注意深〈観察して早期lに病気を発見したり、相談を受けた

りする 。 さらに可能ならば、山たきり主人や足Ａ肢の ｾｊｾＩ ' v 、主人を

‘ 間 だけでもつれて来て、そこで入浴させたり、食事したり、

Nti 単なリハリビリテーションが行えるようにする 。

以 上のような コミ ュニ テ ィづく りには、単に主人たちばかり

ではなく住宅管理、社会施設、医師、保健婦、手守護婦、保 l号、

家庭奉仕 i- . l 、職業訓練員、ケ ー スワ ー カー などの専門家や篤志

家が密接な述絡のもとに |私HUJ することが基本となる 。 このよう

にして物質的にも柏神 的 にも充実した生活が送れるようになる

と、老人の 肉 体 も若がえ り、 新しい生活様式にも適応できるよ

うになるだろう。

図 17 地域社会の場は男と女で異なる
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図 18 老人クラブの推移
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喜志

.Iti伝

説企

青空老人クラブの内と外 (大阪市城東区中浜公圏内九 歳近、東

京や大阪などの大都市では家庭から疎外された老人が、公図や

神社などに集まり青空」主人クラブをつく って いる 。
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核家族から

どのように 地 域 生活の条件が充実しでもとしよりになると 社 会的 行 動

範聞は縮小 し、逆に家族との接触 の度合は増大する 。このことは老人のー

複合世代家族ヘ

v.  

日の生活H寺間構造からみても明らかであり、家族との共同生活がもっ意

l床は老令化 が進めば進むほど重大である 。

ミニ化する世帯

ところが戦後は旧家族制度が否

定され 、核家族を 中心 とする民法

に改正されてしま ったし、産業構

もi/' 主少してしま った。

困難にし、成人した子供たちは主

造の変化によ って親子世 艇 の 職 業

るとともに校家族化した 。

しかし世帝がミニ化した の は、

伎大家族が直系家族に tIE理された

さらにその

それやこれやで世情はミニ化す

上に都市の住宅慨は親子の同居を

現と別府する }illUiVJ が現われた 。

1世帯あたり世帯員数の推移 ( アメリカと日本 )
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世帯は核家族化する

世情 ｾ 造別世帯数割合の年 次 推 移

図20
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中老期 末老期
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図 21 ' 核家族の平均的な家族周期
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高令者世帯数の年次推移 {昭和35年比 {I ドび率)図22

その家族の周 期的変

後期夫婦時代の出現

この よ うに核家族は 明大し ているので、

化 に注目してみよう 。H召和 5 年 と 昭和 40年の国勢調流によると、

昭 和 5 年当 H寺では末子ーが結婚 するときにはすでに老親は夫婦 と

しかし昭和40年では末子結婚後老人夫婦だけ
も他 界していた 。

で暮す H寺期は、末子が男の; 場合で 7 年 I:，rl、女の場合で10年 間 も

そしてさらに核家族の故終段階は配偶者との死別による
ある 。

おばあさん の場 合 に は 約 8 年 間

(図21 ) 。のひと り暮し のH寺Wlがあることになる

単身世 帯となる こ とであるが、

したが ってこ れから の 老後 のすまいを巧え ると きには 、

資 料 ) J'i' i'. '(， Ｚ り Ｇｉ Ｎ ｩｩ 政 ｊ ｉ ｾ Ｈｩ ，止 ，ｾ， ｊ 内

に誕生した 後 期夫婦時代 と 後 期単 身時代 の Ijl .j ll 寺代に対応した検

所 得 4 分位別世帯分布の比較図23討をする 必要がある 。後 期 夫 婦H寺代なら、年令もおおよそ 60オ

代であ り、経消的な保121.がえられるならは¥互に D1J け令 って白

立した生活もできる 。しかし単身 とな った場合には 、それだけ高

第1I I

第 II

令で身体も不自 由 だがら、子供や他 人か らの慌肋も必要と なっ

Ｑ ｊ＼ｉ Ｉ Ｈ Ｇ ｕ ，ｲ［ＭＩ日 ｲＦ ｉ ｾｾｬ 作 ( II( {制140 :r- )  資料 1 J'i 'I '. i'i 

てこよう 。

ところでそうい った IJ.!:' 市がどれだけあるだろうか。 厚生行政

ＺＩ，Ａｾ礎制作によると 、 ｬ ｜Ｍｩ ｬ イ ＿ Ｑ 守世 ［ ｍＧ ［Ｍ (18..J'未 il :l.) の者を含む ) はH白布l

そし
42年 で は 約95万 世' 出 で、総-11:1:'日f 数の 3.4 % に当 っている 。
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てこ の ＱＰ 年 ＱＺＺ Ｑ に約 Ｒ 怖 の 勢し、でＮｬ ｦ ｬＱ ｊＱＱ し 、 今後も人 ｵ ｾ 令 化 にと

(図22)。なお砂1イl の 1'，:)
もな ってふえつづけるも のと 批返 される

Ｔ ＷＭ才 ［世 Ｇｊｩｦ は Ｈ氏 収入で あるの でＱｴｉｾ 什 ｬ 上 Ｇ ｊＱＷ とな っ ているも の が多し、
椿・無憂国軽費老人ホームにて

( 図23) 。これら のiJ:t，W;- には家 it の1l :JJ)J や 公的扶助 による主人住
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ととの114設などが必要である 。



- 同居か別居か

一同居を主張する

そこでまた 一方老親と若夫婦は同居すべきか5 i 1j 1舌すべきかが、

老人のすまいを考えるときには常に問題となる 。

この点についてま ず、現不t の実状をながめてみよう。

老人は誰と住んでいるか

主人が子供夫婦と同居している場合を地域別にみると ( 図24)

大都市では 50% 、農村では70% とな っており、たしかに都市で

は同居率が悪い。 しかし都市部ではその他の子との同居が多 L 、。

これは都市の住宅が狭いため、長子は結婚すればアノ マー トらど

を借りて外で住み、末子は結婚年令が高いので家に残 っている

ことが多いからではなかろうかと思われる 。 子供などと同居し

ていないものは大都市でも 20% にも jillj たず、さらにこの中には

始めから子供のない人や、すでに子供を失 っ た人もいるだろう

から、] えの意味での別居者は、まだせいぜい 10% 程度ではない

かと忠われる 。

図24 老人を含む世帯の家族形態

地力量 ｾｉｊ にみた 性 ・世帯主力・否かによ って 性・配偶者の有無別に

家 族 形 態 みた家族形態 みた家族形態

資料 ) 厚生省 間令者灘公報告 ( 昭和35
in

どの親と住みたいか

- 60 

%  

この現状に対して 、 自分の阿税、配偶者の両親のうち、誰と

なら一特に詳しても良いと思 っているだろうか、この傾向を迎

FJj 例日 誌 (図 25) よりみると、母親の方は比較的に同居が歓迎

されているが、父親の方は敬遠されている。かつては最もさら

50 

われた「しゅうとめ」も最近はものわかりのよいおばあさんに

なったし、とも働きの夫婦にと っては、子守りや料理を手伝 っ

てもらえるからではなかろうか。 それに '11きくらべて、 1也位; も

経済力も失 ったオヤジはま ったく人気がない。

老親の面倒は誰がみるべきか

つぎに扶養の義務についてみよう( 図26)。

新民法による遺産相続カ、どの子にも平等であるのと問機に「子

供みんなで」 が約 4 告Jj と最も多い。現に 一部には ー子供夫婦連の

問をっさつぎに渡 り歩く「波り鳥取」の同居も存不1:する 。 しか

し3 訓は、やはり 「長男」におんぶするの が当然だと々えてい

る。 もっ ともこれには中高年令層が多〈、若年層では少ない。

「主人は自活すべき 」 は男性の46オを越えたところで多〈、定

年を間近かにひかえたところで自覚と決意がうかがえる 。 本来

は年金や社会福祉制度が充実して、国が老後の而倒をみるべき

だが、現状ではとても期待するのは無理とみている 。

自分の老後は誰と住みたいか

このよう な実状や原則に対して、自分の老後はどうしたいか

をみると( 図26) 前には 「どの税とも 一 緒に住みたくない」と

答えたものが未婚者で 52% 、lt : ( 服者で49% もあ ったのに 、いざ

|当分の主後になると、敢然、として 「子どもと 別居する 」 という

のは 29% にへる 。 また 「別肘するが子どもの i l i : くで住みたい 」

と述胞がちに同屈を望む者も多い 。 やはり名後は子供と {主みた

いのが人情である 。 また 1，主j丘の 1tf: i1Il J として、娘夫婦との同病が

多くな って来た。 これは 111家} j tfliljl 立の崩壊により必らずしも長

男夫婦と同居する必要がなくな ったためであり、また娘夫婦と

なら 「よめし ゅ うと 」の 関係が親子の 関係となり、互に気安さ

があり、うまくいくようである 。

老後は同居しよう

ところで、戦後の民主化 は若い世代に野火のごとく急激にひ

ろが ったが、老人はかたくなに古い思想を守ろうとし、世代聞の

巧一え万が対立した 。 これが別居論の第ー の根拠である 。 しかし

それから 二十余年を経た今日では、主人も洗脳され、徐々にで

はあるが、そのミゾは埋められた。

もうひとつ老人を別居に追いやる血由は、いまだに解消しな

い住宅難である 。しかもそれに輸をかけるのが公営 ・公 団 住 宅 の

狭小 さである 。それも 「家族の近代化は核家族化である 」 という

まことに都合のよいコマ ー シャルつきである 。 たしかに先進諸

国には核家族化の現象がみられる 。 だが最近の詳細11 な分析では、

それが過大視されすぎていることがわか った。 すなわち核家族
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図25 - 生きておられる方で、あなたが将来、いっしょに

生活したいと思う方は、どなたですか。
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- あなたが、将来結婚されるとすれば、いっしょに

生活したいと思うのはどなたですか。
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- あなたは 、現在結婚しておられますか。
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- としとった親の経済的函倒は、

だれがみるのがよいと、あなた

- それではあなたカずとしをとって

から 、どのような暮し方をした
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が ふ え て い る よ う に み え る が 、ゾ〈は {.j;; 系' ぶ』矢との li iJ 1，'; が4円 '1' さ

れて、 I{' 系 家 Ij): iヒし た こ と が 主 li、l である 。 す な わ ち 11卜代の十点

家的、 化 の み が j立行 し た の で は な か ゥ た。 ま た 縦 f がたとえりIJI ，';

していても 、 そ こ に は 何 11 のようなうと ifiL があ う て 、り! j l，'; はして

い る が I(IIJ * の' 本的、 |比jf，f: は断 ち 切 ら れ て い な か っ た。

ま た わ が [1¥[で も さ き に み た よ う に 、おuーの l，iJI ，'; はり!j l，'; ょリも

ず っ と多 L 、し、ず，:1.-、人J主でさえ l，iJI ，'; をじiF1 ん で い る 。 そ れ る の に

ー・庁1¥の収 集 を と ら え て 大 々的 にi U.!. 、し、り!j l，'; をif 主j丘させようと

す る の は ZL リである 。

i政li ij の 11 ｾドの家政 ［ ｛ ｩｬ｛ 岐には欠 Ｑ ［ｬ ￭￭ ｾあ ゥ たが 、 ｕｉ リ ｲ ｾ少なくる

か う た。ト11 ［， く や れ ＱＱ Ｚ Ｉ はＧぶ � ｩ｟ 五に決 心 さを ｉ ｪ え、 Ｈ Ｍｦｊｴ たちに ｩ ム統Ｈｉ ｾ ｊ 主 ｌ

! 瓜をつちかい、' i ( - I{j 'd. ‘"dll :H¥¥:. げいこ 刈 する i J O/L) J を Ij -えていた 。

ソ」家から泣くはられた 小 さなアノ、 ー 卜に fi むオ'，' J d'l!} は 、人 :1:-

帝王以前にもとほ し く、ー '永の _U' I} が :}j 11れ にな 勺 た リ忙 しか う た リ

しでも 波 紋 か ら ほ JJ }jを J ドめることができるし、 。 まさに fl ]( ｾ ｩｪ Ｇ は ｗ ﾭ

ｉｪ ，Ｚ 中 川の 大 きな ｦｬ ｬｬ ｪｩｬＡＱ を 比 火 っ ている 。 また 若 ｋ ｾＢ ｉｽ は 伝 統とのつ

ながりを J j た な い か ら 、 (- fJ l，はは っ た ら か し で すで然しつけよう

とはしな ｌ 、 。 そしてマスコミ の ｩｦｴｕｬ に ｩ､ｖＴ する 。 テレビは ｹ ｴ ｾ Ｎ Ｇ ｉ［［ ｾ ［＠

な Ｇ ｪ Ｇ ｾ rl庄の みを 111: ) ( し、員t うでなありきたリ の 11 市 '[ :_i，ii に " をつぶ

る。 11，(: j [ は(，('['1 卜_fι とやらで、父おlの Wu成 は み る か げ も な く 火

j : 終し、ゴキブリ以 ドにむ リ卜 げ ら れ て し ま ゥ た。

この ｩ ｊ ｕ ｩ しを ｊ ｉ ｾｈ Ｉ 化するには 、 まず ｍ はおいても Ｑ ｜ のすまいを

千に 人 れ る こ と で あ る 。 これによ ゥ て父，悦の 1'1 ｾ下心 はただちに

ＱＱＱ Ｑ Ｑ ｜Ｑ され 、秋 ｉ Ｈ ある ＧｾＺＨｽｪｪ 、 ｼ 比 Ａ 係が形 成 せられる 。 引 のすまいは 、

そ こ で '1:- 命 がfilJ られ 、 はぐくまれ、愛さJ . L 、み と ら れ て い く と

ころな の である したが う て そ こ に は 在 机 た ち も wき人れられ、

人川 として の 義 務 の 成 枕 と 州 I{ の 川 熟 へ の i立がら、みだされるの

である 。

複合世代家族のすまい

ｷ イ ｾＱ Ｑｉ Ｚｦｖぶ ｉｪ ，、 の 似 しをＭ＿ￎ ｩ .:cr! す る 人 た ち に 刈 しては 、 それにふ
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さわしい fi:'七 が 必 裂 で あ る 。 / 子ある家が炊いときには自l HL を，建

て削 し し 、 そ れ も で き な い と き に は 、[i'，j {:l:  l;J J をした り、 Ijj' ，をつ

けた り、 い ろ い ろ な ん法 で 改 造 する 。 その と きに lli もII'_.む す べ

きことは 、ずＧＭ Ｇ、人とｾ人とのプライパシーの 崎一 ￯ｦ ｴ｟ と 、Ｇ 家 ｉｪ ｪ 、 のま

とま リと し て の リ ビ ン ク の Ii l)l Wであろう 。 この 点 をい かに う ま

く内山 厄 するかが 似 イ ｾｉｉｉ Ｚ 代Ｇ 永肢の の汗 を決 定 づけるものである。

- ＭＱＱ に 版介世代 Ｇぶ妙、とい っ ても 、 そのＧぶ妙、 イト せ Ｈｉ ｾ ｊ な 主ｉｬイ＿ せは

多111主にわたる 。 K の 父旬 か、 }.i の 父 1:) か 、ま た 父 f:J の' /' t.桁や fJ! J; j'f

状 態 な ど に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 児 っ た 制 か L 、 ｉｾ ｌＧＮ ｉ Ｎ Ｆ が必 裂で ある 。

一 市立 Ｈ ｉ ｾ ｊ にいえば 、 Ｊ Ｇｩ ｊｊＧ ， Ａｬ の ｊ 以本と主人の ［ μ 五は ｉｻ のプライパ

シーを ｉｾ ｾＮ 市 ｩ するために、物 ｊＧｉＡＨ ｉ Ａ ｊ にも 心 ｊＧｉ｜Ｈｉ リ にもできるだけ ｪｾ <  

附 す べ き で あ る 。 し か し こ の よ う に し て 分 脱 された 生 川 主 川 を

と こ で結 び介 せ る か 、 これ が大 変 む ず か し い。 j凶'';;¥-/:J: I，';-//¥Jで結

びイトせ る が 、食' ; ; ; .:や 子ili)i にまでも Ifi _. l J 合 す か。 そ れ と もj草にか;

Ii ¥J ｾ＠ だめで 兇 とか .t/YJ だけ に す る か。 この.へんのと こ ろは 他 の

料 出 条 f'/や 心. f 'l! 的 条 f/ な ど と も か ら み イト うので 、 いまのと こ ろ

は c as e by  c a s e で 決定 した L 、。

ところで w七公卜1/ でし 、 こうい っ た 陵 介世 代家 朕 li'J きの ft:J ;';

をi ' ，，'，- hL>( 犯Ui:/ メーで J式的した 。 ここは di 1J i J 也の 1M/ 日J JE された J也

|ズで I': :j )併の i::1、京のほかに 2 械 がある 。 この l 械 に 汗j凶家 政 li 'J き

の 2 D K と1; 別主をはさんで主人' ぶ』矢 li'J さの 1 K に 31/J ，'j の サ ンル

ー ムイJ が内じ出 され、 l，iJ じ|析 の}j' !lnごをった っ て お た が い にf i 米 で

き る よ う に な っ ている 。 す な わ ち りIJ J，r;-' f;'! で あ る が 、 スープのさ

め な い 日1i  VlH でしかむ 1:I:j にも i;I，fi. しないところに 11"1世ー代 が住 めるよ

うにな っ ている 。 そ し て こ の f Uヌーには 尚 JJ ; ・プ ー ル る ど の ほ か

に 診414所 や 郎似 I"J もあ り、 主人でも 快 . i ! 主に生前が ，'1' ，-;1えるように

る っ ている 。 ま た レ ス ト ラ ン も あ る が 、 こ こ は 近所 の 主 人i主が

タ}j 5  II .J' ごろから 民 っ て4とている 。 しかし砂UI ーでは 、 公 1.1/ アノ、

ー トには 5・))'JJ' .r，- しか人i . L; な い の で 完|療 に は 主 人 |lMif が 人 jJJ でき

ず 、ｾＧ ，Ｚ ＩｾｱＧ ｬＡ ｽ などが人 ゥ ている 。 いれむのさえ ｪ ｪ ｊ よ っ ておけば 、 ［ＱＺ Ｉ

4とは li)j-) 日!の 11  Ｈ ｉ ｾ＠ J の よ う に 使 う こ と に な る だ ろ う と い う J 7- えのも

と に つ く ら れ た 。

住宅公団名古屋又穂住区
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五; 令化にともな って 起 るとしをと るに従 っ て身のa .t えゆくのは、いかんともしがたく、

そこでつぎに、 11三令と ともに iJ ぶ旦していくr  ｾ三年病 」の あることも Ｔ ド ゾ Ｔ である 。いわ ゆる

生 理 的 話 機 能 の変 化 と 主 人 の すまいと の|刻 j主について J7えてみよう 。

総合的健康状態

人の 身 休 が い か に 求 羽 し てい る か が わ か る 。(図 27) 、10- 14オ代がも っ とまず総子千的な健康状態 をみると

こ れ ら は 至 っ て 大 雑 把 に 主 人 の 生理 的 状 態 を み た む のであ るこ れ よ り 年 令 が 絞 る に 従 って 悲 く な っ ている 。も ｻ 尖 ｬｾ であリ、

が 、 単 に こ れ ら か ら だ け で も 主 人 の す ま い は 一 般 成 人 の す ま い4  Ii iIJ; ! I くのも の が 医 療 が 必 要 な ほ ど 健康65オ 以 上 ともなると 、

と区日IJ されなけれは‘ ならないかがわかる。そこで以下に jl，' il 々 の 生状態( ; 1: +ll.¥、くな っ ている 。

則 的 機能の ｩｬ ， ［ｾ退 状 況をｾｊＺＮ ｊ ｟ ｬｉｬ的 カテコリーから分灯 ｬ し て 検討する 。」三また有病蔀やり 辺、11LI二あた り傷 病 日 数 ( 図 28) をみても 、

総合的健康状態図27
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この調査は世帯か らの ＧＱ Ｇ 特 によって ￭ｾｾＮ 病状況を調 ｦ ￬Ｇし、そ の 後同 一 容体につ

いて健康診断を行った結果を総令ーJol 1定したものである 。
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があ り、付属病院にも「老年科」の

患者用にべ y ド20床がある 。



2.  骨格・運動器系の老化

骨の老化については、古くから! 悦石灰化や軟骨中のコンドロ

イチン硫酸の減少などによ って退行性の変化が現われることが

知られており、また運動器系についても細胞の萎縮や細胞数の

減少などによ って運動力が減退することがだんだん明らかにな

りつつある。この骨格 ・運動器系の老化は建築と大いに関係が

ある 。

身体寸法

まず建築諸設備の寸法に関白連のある身体寸法の加令的変化 を

みると、大休どの寸法も 20オ代に 比 べて 10- 20%程度縮少して

いる 。 そのうちの代表として身長の加 令的変 化 をみたのが図29

である 。 さらに老人と怠ると肢のまがりがあ っ たり、身体がlilf!

くな っ たりするので、このみかけの寸法より実際の作業域や行

図29 身長の加令的変化
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65 75 才

動寸法は顕著に狭ま ってく る。最近の流しなどの高さは老人に

は高すぎる。

静的運動能力

つぎにカが弱くな って扉や窓があけられなか っ たり、水道の

カランや! 立の把手が廻せなか っ た りする 。 この筋力の低下を端

的に示すものとしては握力をみればよい。 これをみても老人の

力は成人の約半分で、 12オ程度に下 って い る ( 図30)。

この力の弱さに対しては、操作容易な l葬 ・窓をつくるよう心

掛け、できれば自動的にする 。 また! 弄などの把手はニギリ玉式

では廻せないのでレバー式にするなど考慮すべきことがらは非

常に多い 。

動的運動能力

動的運動能力のうち、老人の場合には特に 脚 力の低下が重要

である 。 たとえば日常の買物は 20分以内に行け、途中に危険な

道路がない商庖がえらばれるし、まな不幸にして老人のすまい

が火災に遭 ったときには迅速な避鮒が出来ず、 3 人以上の死者

が出るような危険な火災では、そこにいた老人の80%は 焼 死 し

ている。さらに住宅内でもいつも居室にひき こもり勝ちで、こ

とに居室が 2 階以上にあるような場合には、できるだけ階段の

昇降をさけようとする行動もみられる 。 これらはすべて脚力の

弱さに 一 因があり、ここに歩行の補助器としての車イスや手摺

の問題が登場し、特に欧米では老人のすまいは車イスを標準に

して設計が進められている現状である 。

そこで総合的な脚力をみると( 図31 ) 、自 由 に一 人歩き 出来な

い者20% 、階段の昇降が苦になる者33% と、 その足腰 の弱さを

自認する者が相 当数ある 。

カ脚す覚の人

一

因

図30 最大握力 と持久握力の加令的変化

(Burke  1953)  
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3. 呼吸器系の老化

H乎l吸 機 能 は さ き の見li 動 能力 、 と く に そ の 疲 労 ・ に 重 要 な 関 係 が

ある。 H乎l汲谷 量 と し て の Jlr !i iiS品 (図32) は 休 表 1(l jft ' l まだは身長

で 除 す と 、 年 令 との 1' 111品l が削 し、20オ 代 を 僅 欽 と し て は ほ 一 次

的 な 機能 減 退 の 似lli'j がみられ、 Jl 旬背lif ，Y i . ) 1 f 全体のメカニカルな刷

化 ょっも 、 さ き に み た 筋 力 の ;1，;1(;旦ft J[[ i'j Iこ よ く 似 て い る の で 、 l呼

吸 筋 力 の 羽化 が 主 因 で あ る と 巧 え ら れ て い る 。

また狭言" " の l呼 吸 機 能 と し て の * 大 換 気 id: ( 1 分 1:11 に 立 欲 的 な

努 力 に よ っ て 動 か せ る 空 気 量 ) や故 大 換 気 率 ( l1r1i i1ii u: 1  f 当り

の相 対 的分 H寺最 大 換 気 量 ) を み る と 、 40オ 位 ま で は 11i 1 i 活最と平

行 した ｦｴ 員 ｛￭ｔｊ を示して い るが 、 それ 以後 には ［ｊ ， ［ｸｾＧ 傾 向 が必くなっ

て い る 。 こ れ は さ き の 筋 力 の 因 子 が ほ と ん ど げi l 、された ;Wl他 て

あるので 、 ここに始めて ｊｊ ｲｩｩ ｩｬ 包硬化ゃれ近ｽ Ｚｬ ｬｦｊ￭Ｍ のような 病 ｊￆ￭ｬｾｊ な

主 化 現 象 が 反 映 し て い る と 巧 え ら れ る 。 す な わ ち 主 人 は 成 人 の

一 次 的 延 長 で は な く 、 二 次 的 因 子 の fII }J /I さ れ た 災 抗 体 と )j える

べき 十1H処とな っ ている。

要するに主人は披労しやすいので、 Ｑ ＺＱプ ＩＧ［ の ｊｾ Ｂｉ で休息したリ、

動作が緩慢となりやすし、 。 長 い 廊 下 や 附 段 の j主'1 ' には ー ぷ く で

き る 場 所 が 必 要 で あ る 。 ま た エ レ ベ ー タ ー の 日 な ど も ゆ っ くり

閉 まる装置が必要である。

このほかにも主人には、ぜんそく ，Ｚｾ ，者も比較 的 に多〈、また

! 惑 冒 な ど に も か か れ ば な か な か 治 ら ず 、 こ じ ら せ て し ま う の で

山 浄 な 圭 気 が 必 要 で あ り 、 結 の 多 い 公 園 や 庭 、 あ る い は 適 当 な

空 気 調 1i t. も 望 ま れ る 。

図32 肺 活量 、 最大換気量、最大換気率の

加 令 的 変 化 (日3多井 1954)
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4. 感覚器系の老化

視 覚

視 力 ( j [ 似 ) は60 . -J以J ＭＮ となると ｾ ｉ ， ＿Ｉ［ｦｬ に低下し、 Ｗ Ｕ ＮＭｊ 以 ｊ で

は:i 1i. J!: J1' J UJ /J{ 0. 6 となる 。 ま た そ れ 以J. に調 節 力 ( ｾωυ の ｫｴ

ろ え は ひ ど く 、 これは 45. - l 前後 から j[ 1f lこ|本1j¥l l を! 必じるように

なる 。 し た が っ て 在 令 将 で は 新 11↑1.  ｾｩｕ ， ｴ 、むとの ｩＡｩＧ ｪＭ ーを読むのは

倣 ili さ れ 、 テ レ ビ よ り も ラ ジ オ の }j が 好 ま れ る 。 し か し 克|燥に

は ラ ジ オ は ド ラ イ パ ー li'j に 制 耐 え さ れ て い る の で テ レ ビ を 似i出す

る こ と に な る 。 い ず れ に し て も 拡l栄 や レ ク リ エ ー ン ヨ ン の あ リ

}J が 当 然 公 っ てくる 。

光 覚 は 、 臨 孔 径 が j:'ulii し、似出f がJ大く る る と と も に 、 JL :d:  'L  

減少するので佼 ＱＺ ｬ ｬｴｊｾ機能が ､ 片 しくｻ 氏 下する 。 したが っ て ｊＡ ｾｾ Iリl は

ーー般の JAイト よ りも llH伎 をー卜げ、 刊 にィ:ii lill に 使 用 す る JJ，'i/ ijj や そ こ

へ の luli 下 は lリl るくする必主lごカ、ある 。

つぎに 色覚 をみると 、ＯＱ民ｊ［ｪＨノ ｬ く ＱＱＱＱＱ 休 は Ｅｪｪｾ Ｑ 三 児で はＩＡ 民色 て。あるが 、

ｦ ド令が ｗ ｬ すとともにうす ｩ ｬＧ ｬ 色から ｫｾｫ t  }J II わりるがらぷ色し、 40

J 代 で i:}れ、初色、 80 . - J 代となるとセヒア色を 'li; び て く る 。 した

が っ て本米は1 ' 1色で あ る は ず の ノベ| 場ハ光も! 日j 令才; て は lYt ll.ふを 'Ji;

び て く る は ず で あ る 。 しかし尖| 療には色) 11(11，1 : . : でさほと感じられ

て いな L 、。 し か し ス ペ ク ト ル を は せ る と や は リ川被L i : はかな リ

j:'Ul ;'i し、 ，'t ff:: /<色古1¥までしか認，ifa できず、 r' i ( 止の物{ 本はほとんど

.'.1.¥ <  ｾよ え、 此色はＱＧ Ｑ 色 と ｩ ｗ 百 ｪ される 。 しかし亦および ｘｦ 色 は正

常/ 1民と l，i J nで あ る と い わ れ て い る 。 こ の こ と は 左 人 の す ま い の

色 彩 訓 節 の と き に 参 巧 に な る と jι われる 。

聴 覚

ｾｾｾＮＺ［ｊ＠ J は ，' ，:}令に なると ' I: )，I! (I(J に し ろ :ir i1( I(J に し ろ 4区、らず ;I ，;¥i: ill し、

一 般 に 4，000cps 以一卜の J' r'r'j ｉｖ ， ｾｩ＠ (t[ で 片 しし、。 また -1):'1" 1 よ リ も 引 刊

の ｽｪ がｦｊ ｉ 下がＮＱ， しし、 。 ｽ ＧＯ Ｚ ｉ ｾＧＨ ￬ の， Ｚ，Ｇｽ イｦＧ ｾＧ ｲ ｕｍｦｦｎｩ［ｬｲ によると主人の

約 Ｒ Ｐ Ｅ は ｊｲｾｦ ，ブ ｊ がＧｊ｜￭ ｲω である 。 ＧＩｗｊｲｾｦ ， の 人は ｪＩｪｕｾ ，になリ劫〈、主人

性 :J f.，i妹 に も つ な が る の で 、 fぶi主 千 段 や 処j出 | で← jvj の ii 立 が 必

裂 で あ る 。

平衡感覚

平衡感覚は主としてＱＧ ｊｾ 党で払殺されるが、これ以外にむ迷路

や ｭｪ ｬ ｾｾ ｪ なども主要な役 ［ ｩ ｩｬｬ を井ぐしている 。 この低 下 を 』止 るには ＱＱ 企

ｪ｛ はやり の ｉｾＧｉ Ｏｬ ｬ ｾ 片足 ｉＨｌ ｊＱＺ ｉｉＮＧｩ jill を み る の も 一 法 で あ る 。 お お ま か

に み れ ば成 人 で は 平均 30紗 く ら い -'/: っ て い ら れ る が 、. g; 人 では

約 ＱＰ ｻＧ 少である 。 また ｩ 了， Ｇｪ 令になると Ｑ ，ｉ， ｪＩｻ でさえ」工 っ ていら ｈｾ い

ものも多数おり、在; 人の起草Mi hは き わ め て 不 安 定 で あ る と い

える 。 し た が っ て込〈行には下mや そ の 他 の ぶ1'.'1共が必攻ーとなり、

床にはわずかな段や何 Ｈｾｈ をつける の もう ｦＺ 物であり 、 そしてさら

に出らなし叶、4料 を 1l)! }jj したい。 また l.!i， t  1)f.J きj 二i よ り は ス ラ イ ト

式の方が好ましし、 。 転倒 ・ Ｇｉｫｾ 帰したｪＭｾイトに は 、Ｇ，Ｇ［が ω っ ている

ので Ｇｬｾ 折しやすく 、 そしてその ｩｦ ￬ ｖＮ � も長 ｊ ｗｊｉＺ Ｑｬを弘 ｩ する 。 附 ｩ 没か

ら 転 落 死 し た 例 も 少 な く は な い 。 したが っ て 階 段 に 日 ) ) 企 の l犯

! 在が必要 である。
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5.  循環器系の老化

1Ji' j叫: 総系の主化はいわゆる% ; 年病の代表であ っ て、た とえば

ｬｊ ￬ 泊 ｦ 下中 による死 亡 はよ 見花死医 ＱＱＱＱ 負位 の第 ｉ 位であり、傷病 ＱＩ 忠 ｉ ｦｾ

でも 日 [(11 圧 、仁|二I 枢 神 経 系 のJ血管 制 お よ び 心 臓 病 は 高 位 に あ る 。

したカ、 って 建 築的 に もで きるかぎ り、これ に対 処 しなければな

らない 。 こ れ ら の こ と か ら 望 ま れ る 建 築 計 I' lii の 万全| を列挙する

とっさのようなものがある 。

1  ) タ タ ミ 座 式 よ り も イ ス l坐式ヵ、よ L 、。 一般 に 急 に 起 き あ が

っ たり起立すると 、 Ｍ ＱＱ 寺 ｲｬｾｊ に全身侃 Ｑ ＨＱ Ｑ 圧となるが 、ｊｬ￬込 ＱＨＱＱ 包 ー は代

1url'. J に拡大して 適 応する 。 しかし在年者 のlJ i付加l J 氏は 1i 必化してい

るので 、 その適 応 が お くれて立ちくらむことになる 。 この }，¥か

らみるとイス j主式 の 方 が 有 利l である 。

2 )  ￭ 史探 は ＩｪＧ位打ｼ、式 がよい 。 掛 ｬ ｬＡＡＺ 時 の ｊＡ｜ ｲ［ ｾＱＱ な姿勢はｴＡ ｩｊＨ Ｑｉ 圧 ｴ ｩ ｴ に

:ι 〈、 さらに 1-. 述 と 同 様 の)11'rl -1もある 。

3  Ｉ浴本［ ・似 所ト ＧＱｾ こなどより介 ｊｊ Ｉｊ 11 のと ころ へ述 絡 ができ

るようにする 。 ｩ 幼に入る とす ｾ 11'. l"i では JIl l 圧は h; りさず 、 1( lI ik ;t:: ヵ、

ｪ 押すが、 ｾｩｬ てぶて 、は ｊ 近に ＱＨｬｬ 流 Ｑ Ｑ［ はふえずに ｬ ＨＱ ｬ 圧が急 上 ケ ｉ ー する 。

したがっ て末J ' 1'i ｊＱｾ＠ ｊ￭Ｇｌは大とな っ て、軟 化 している末梢 的 ｬ 竹 は， Ｑ ｬｬＮ Ｑｾ

くするとＱＢ Ｑ ＱＱ ｊＯ ｾ Ｇ を起すことになり、主人 の 入桝 ＱＱ 寺には中 ＱＱＱ 心の ＿ｴＺ ｬｾ 、

が必裂である 。 また 1谷本 のタ イルは十11 リ効く、転倒すると' ¥' j - 1Ji'

する 。 さらにささに . i f べたこ とも }JII わ っ て、 浴 主 ・使 所 ，:1) 本

では不 胞の 'j'; 'l lj y : が起リ払いので介ll )J 1'i との i主絡 が よ く で き る 般

にフザ Ｍ ｾどを つ けておくのがザ ｬ まし ｌ 、 。

4  ) 似 li)i '{ j _ できるだけ J，'; 主 にjJj: くとる 。 行! 除機能の {1主下によ

リ州 dll :I"1 数 もふえるし、 11  ＩｊＢ［Ｇ の ｬ ， ｗｊ ￬ｩＩ ｪ もゆるんでお り、 ￺ ＱＡ ｲｾ￭ に

わく までに 小 似 をちび ってしま った り 、 ひ ど い の になると夫? 汚

す る の で 似 所 の 仙 出 や設計には 刊 にfY{立 す る 必 裂 が あ る 。

5  ) 循 環 持 系 の 疾 病 忠 者 は長 期 の 療 養 が 必 要 で あ り、寝た き

り主人 となる 。 寝たき り主人 の 場 合 に は 多 く の 問 題 が あるので

後 述 す る 。

6.  消化器系の老化

ｉｾ ｩ ｬ が抜けてそしゃくしにくいことと、胃の消化機能も似 っ て

い る の で 、 食 事 11，¥' 1: ，11 は長くな り、 食べ物も や わ ら か い 消 化 しや

す い も の が好 まれる 。 そこですれ、 者 と同居 す る 場 介 に は 、 で き

れば主人用の台所を 別 にし 、食 ＮＡｯ ｪ ｾ ［Ｎ 場所も別にすることが盟まれ

る場合もある 。 しかしなごやかにや っ て行ける なら 、家族 一 同

が集 っ て 楽 し く 食 中したいも のである 。

7.  中枢神経系の老化

'1
1

似や1
1経 系 の 主化 では lJ il J助IJJR叫 化 が重要であ り、これ はひど

くなると痴呆杭状を ｦｪ ｪ Ｚ 発する 。 また機 能 Ｈｉｾｊ に も生 ＱＱ 能 の 侃 下 、 反

応 ＱＱ 年ｪＺ ｉ ｊ の 延長、性欲 の ［ ｉ ，［｜Ｈｪ昌 、 ＱＱ 昨 ｉｉｋｉｉｾｊ Ｇ ｉｍｊ の Ｗ 、ＧＮｩ ｾｬｩｪ などがあげられる

が 、 ここでも主11能 の1l¥下 からくる jj，li 呆 症 状 が み ら れ 、 こ の 仇|扶

は建築 Ｈｉｾ ) にも多く の問 題 をi){J 包する 。 痴呆 ! 巴者 の発以f >:f' O:は 70 ｾ＠

代 で ＱＰ Ｅ 、 Ｘ Ｐ ｾ 代 で Ｒ Ｐ Ｅ と非 常 に多し、 。 こ の 忠者 の 中 にはさき

の IJ 尚動脈叫化 1"1=のものと 後 者 のいわゆる D emenz とH乎ばれる在人

'It#i i扶 が ほ ぼ 同 数 含 ま れ て い る 。 fjij 者 は一 般 に つ ま ら ぬ こ と で

背IJ 尚することから山発し、 J和 IV発作を繰り返しなヵ、ら痴呆化す

る。 後 者 は 記 銘 ・記 憶 見 当識 licit与がひどく 、 ';UJ 似 を食べたのも

忘れたり、人 の 物 と ｉ ｾ ｉ 分の物との区別がつかなか っ た り、 やた

らに 器 物 ( 水 松 やl節子 ) を f政I設した り、ノj 、便器 に大 iil2 をした り

して、ま っ た く 手 の 施 し よ う の な い も の で あ る 。

いずれにしても 、 このような痴お ｲｾ［ ｉＩ ｜ￍｾ

となると 、 食 Ｇ ｊｾ［ 、持 Ｑ ， ll!!: 、着 衣 、 入 浴 の す

べての日 常 行為 の 介 助 が 必 要 と な る 。 し

か し ま と も に 世 話 を し て い る と 介 助 者 側

がたまらな いので 、 で きるだけその手 I:IJ

が 省 け る よ う な 工 夫 や 設備 が必袈となる 。

また 排仙|したり、独語したりして他人に

迷 惑 を お よ ぼ す こ と が 多 い ので 、脳出Ii が

必 要 と な る こ と も あ る 。 こ の よ う な 痴 呆

は仰プ ｪ や聴力などの身休 Ｑ ｾ［Ｍ ｪＮ ￇ やふだんの

人川 lV; j係 の 不 良 か ら 誘 発 さ れ る こ と が 多

い の で 、 こ の I(l iか らも十分に l月ω記された

設 計 が 要 求 さ れ る 。

白浜加入者ホーム浴場脱衣室。 入浴後の休憩用にイス が置かれて い る。
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8. 寝たきり老人

-ta. t  ｾｊｾｊ に去ると ｊ Ｍ｟ｩｦ したように 心身 ともに以叫の似に述し

;μ たきり在人となる 。 以 た き り と な る と 当 の 主 人 は さ る こ と 介

がら、 m-二Jすか ら み て も し ゅ う 状 目 を お お わ せ る も の が あ る 。

ましてその' ぶ肢にと っ ては れー議 の た め の 気 ftf 労 や 医 療 代 の心 配

るど、 1抗争1
1
(1句、 |勾休(1句、約 iJ"i (I(J にうけるi ' l jll は は か り しれない

ものがある 。 叫 た き り主人 のソ';:; J)¥は図 33 に〆J ' すとお りである 。

これによJ す る 佳 築 (I(J 配 l伝としては叫たき リ主人の泌宅は ① 

11 、11 りがよい こ と、② 排計11物 の処f ! J! などで 央会Lが 立 ち や す い か

ら換気をよくする こ と 、 ③ た れ 流 し に な る と タ タ ミ は く さ る の

と点 的 のしやすさからベット・がよい 、④ 出J¥1五の 広 さは介護 人 が

つ き 添 って山 る 必 要 が あ る と き も あ る の で 4. 5 Illii 以 上 は欲しい

⑤ 一 " q'そこで奔すのだから 、庁JI1長のしつらえはできるかき、 1)

図33 寝たきり老人の実態

資料 ) 村 )1 附 }T( : 厚生的指撚、 1Ip，和42年12丹、 P. 25- 30

の こ と は し た い 、 ⑤ 火 災 な ど ま さ か の た め に は l 附で If( -tt:外 i' i!)

にnl ，られる位 ;u: がよい。 そのほか ;μ 引 に で き る だ け i!i: ぃ1V: ;i' ，' に

Ｇ ｊＧｾｈ 卜式 ｦ 泌総 のある 似 ｦｩｪ ｪＭをつくる 。 衿＿千Ｎは Ｍ 'DI ;t'ぶL立川 和 ! 瓜浴 料ll で

は［ ，込た まま人れないのでタノ 。 ｩ 下 ｈ｜ｾ Ｚ タブでまわ り から介泌でき

るようにするのがよい 。 また［，ＭＮＱたまま人 ｨ る ｴＮＧ ｎｾ 、浴 科 ＱＱ を ｊ 也 ｊ 次に

i古川し、 共 I，;J で使うようにする 。 砂l イd - i たきリ主人を収作する

ｦｴＧ，｜ｦ ｬｬ Ｚ 地設として ｾ Ｎ Ｇ ｩｽｊ ｩｊ 長池主人ホームがあるが、その数が少なく

なかなか 入 れないこと 。 またそんなところへ入れるよリ 11去かく

家 出 で 似 1逃したいという人もいる 。 そ ん 主 人j主のためには、 tQ

I坊の数ほと J 七I'I Jt .'j 株浴場ーをつくり、そこを本当のヘルスセンタ

ー な ど に し た い も の で あ る 。

不詳
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四. 老人福祉の方向

主人卜! t ' ，tll : i立、社会的に加し、1 " ， の立場にある主人 の要求に ;¥-.]1，ι

して 、 ｾ ｴ ｩ ［ｲ ｩ の 不去こ をと り のぞき ｌ 七 Ｑ ト ー さして 本 当によか っ たとい

う'1 き111 j { を党えさせるためのきめの和11かい 組 織川到J である 。

l ji. に政策だけではるく 、tl 会の 各11.11人jJ，' ;1 人がれ会IJにJj え、 J 七I，;J

の mrーにおいて 努力す る組 織i，fi !fi) J るのである 。

老人の自殺

ところで 十| 会 川知| が充夫すれは、、 そのあ げくに i旦J:I¥して ，'，殺

してしまうのではな いかというみえ ) j がある 。

そこでまず 、 11卜界 の 主人 ，"1:1守r をみると (図 34) 、たしかに

十|会川相| の允' 人しているス ゥエー デン 、 デン 7 ーク・なとの北欧

，:I'i I"1の ，'，ｦｾ 午はＡ 日 Ｉ l  、 。 しかしそれにむ附してわが ＱＢＱ の ｪＢ ｦｾＫ は

片しく 心j < 、リ) L z と L 111: ，#の トソフである 。

さらにそ の ，'，殺 の内科 をみると 、-1じ|伏ぷ Il clの ，'，ｦｾ＠ 1'i. の80
0

0 は

1'，，;.担11/ ;"; '，刀{ i . Ｈ 主人件以 ｬｩ ｾｾ 、 ｬｉ ｩＧｬ Ａｦ ｩＩ ｊＩＩＱ 氏 ｻ，ＧｊＮＡ 1υ;1' 、l I i'l ，. 下'1' 後j立1;1 などで

あゥて J'i ｦ ｲ Ｎ Ｑｲ に多い 中， Ｇ ［Ｍｴ ｲｪｬ 分 ｾｾ Ｚｊ［ ｉ ＧＮ では弘い Ｉ て戸あ っ て 、 し か もそ

の j'，'i rrj l  F，-;-"'， i;: {i の )1: '1:.;十がわが1"1の 5 - 10 f，¥て。ある 。 すなわち 礼

会 f，'，'; fil ーの 允' 人 とほとんと |比l係がない の である 。 そjれL に比 べてわ

カがず|い川l川lの E 人|ドハH松止 Jぷt の |げ山[1一J般安助機 は図3白5の よ うに j大〈白泊部|日;分 が身f休本刺4扶j尖J乙U，!I

であｼリＩ 、 つ ぎに Ｇￄ￼ ＼ｩ ｬｩｕ Ｚ 起とる っ ており 、判例 Ｑ Ｑ［ ｴＧ ［Ｇｉｾ '1 j  ｾＺ は 少 なし 、 。 こ

こにわが 11刊の判仰ぐ1'1 がある 。 わカ、 111の 在; 人の li込みは 、 )'1、!: '1"1の

ｾ ｾ火ヵ、 ＩＩ［ＨＱＱ ， Ｑ になることは柿で 、 むしろ Ｑａ ￺ が ｬ￭ ｬ L  11 される状態 、

すなわち 似 るべき ( W、がるし、 JiJ イト、 ( I !I、と出!i l}IJ している JL; イト、

( f J ! ; が1Au に士、! して jl i  ｾ ｾｴ ｬ Ｂｊ 態 ｊｩ を Ｇ Ｑ 、 す ｊ ｩ ｊ イト に 、 ｾ ｈ ふ がぷ ｬｪ りして

11  'i;:; ｾｊＺ Ｎ＠ i，fi i， }t!. t うにまかせないような状態とな ったとき、続出川

辺 としからみあ っ て、( l f北1t i[ )i'1 を]f ; JJX : するも のと ，忠 われる 。

老人の生き甲斐

それではこれに対して、主人 の生 き11
1
支はどこにあるのだろ

うか 。 主人 は りよ ｬ ｩ Ｇｩ Ｚ なとと ｨ Ｇｾ な っ て 以い生日続験からくる伽 ｼ 人差

58 

図34 世界の老人 (65- 69才) 自殺率の年次推移
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が大きく一義的にとらえる こ とは困 iili: である。死ぬまで↑ 引きつ

づけたいと願 っているものも いれば、選服 して 1やかに余生を詳

したいと願 って いるも の もいる 。 また子供夫婦や孫に と りかこ

まれてにぎやかに子L したいと い うものもいれば 、孫 のi:!:t高官は :J&

i L るからごめんだというのもいる 。

しかし このような 側 々の ニー ドを集約していくと、五; 人の生

川 11 村l: につい てある fi.Ji 一般化することはできる 。 すなわち 、

大多数の 在; 人 は決 して 在人ホ ームへ 人jiJr したいとは ，思 っていな

いし、 生 川保護 法の j白川 を交 けたいとも l航っていなし、。そしてで

きうるならば ({:11<夫 Y'i llにも終消的 な迷 惑 をかけたくないと刷 っ

ている 。 しかしそうだからと いって 主人ホ ームや生川 保護法 や

イ の胤への扶養義務がなくてよいというのでは 決し てない 。 つ

ま りできるだけ杭消的 にも 生 J1IUI(J にも あlj 神的 にも n立した生 i円

であ リたい と府 Ａ っ て い るのである 。 ｟ｧ［ ｩ 去 の ｾｩ ， ￭ ｩ のビジョンがそ

こにあるならば、十|会 f，'r¥t ll の )j/i '1もおのずから このよう主 主人

像を 社会的に実現する )j li'1 {こそうことになるだろう 。

主; 人のすまいの 1(11 からは 、令 くささに 述べたような主人 のニー

トとその t，'i y;K'1"1にイ刊文した在; 人のすま い を0同介することにある 。

るjおづ 、 jわコ が|い川l巨川"(7グの) ｾ左 ｅ 人 ｦ ，Ｇ古 ＶＱ川 ｩ

」ι5人ホ 一ム、i J ¥Mil iJi-i !1_g;人川の 'IFU'( ｟ｧ［人ホ ー ム、 Ｑ ｩｾ ¥j¥j _g;人川の

l 'il} 1J 長 l法主人ホーム 、;l;t 行i _g; 人川 のイ-f来I _g; 人ホ ームなどがある

が、 これらについてはすでに本品、lI {j 干1137年 12}1日に「ネ |会九¥tll :

地I没刊日と」として制 ・|在 されているので 、ここ では詳述しらいこ

とにした。

おわりに

ｊ ｕ ， ｩ ｪ， 討議 の 議 ｬｩｩｩｉ をも っ と 点、 つめ 、それから執 ｾ ￯ｴ すべきである

が、本い を作 成 '1' にjiJI 究主がノ〈リケード封 }j'i され 、その 刈民会 説

や ， ｩ 自民 会に ＱＱ ，Ｉ ，ＱＯ ｜Ｑ をとられてそれヵ、できず 、 ｾ ｴ ｬ 訂 ｬ 討議参 ｊｭ ＱＢ， の 立

が十分に汲みとられていないのは - ，主に科，1柴執筆1" ，の 汽イT: て“あ

る。 またそのために資料も不 |ウ〉だし 、11'1谷 も空疎に終 ったこ

とに 対して は 心 から十キｦ，ｾ ＩＷ におｾＺとび ｩｾ 【 します 。

なおグラフ作成には阪大大学院生安 田孝 君 、 写点 ｾＱ￥ ［ ｪｦ ｾ には ｼ 坂

大生 北川 清仁君の Dj J 力 を得た 。

図35 自殺既遂者の直接動機
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参考文献と資料

ここで使用した参考文献と資料のほかに、これから研究し

ようとする方々に参考となる図書、資料を加えて拘殺する 。

0 老 人 心 理 関 係 橘 覚 勝 : 必年 JVj 、弘文堂、 H自利 15年

0 社 会 学 関 係

0 家 族 関 係

橘 覚 勝 : としよりの 心理、東洋経済新報社、昭和28年

橘 覚 勝 : 左京|功止 ( 心理学講座 8 ) 、中山香j苫、昭和29年

E ・フロム : 人 jtlj における自 由、創元社、昭和30年

荒 井 保 男 他 : 老年の心理的硬さ、 厚生の指標 、昭和43年 9 月号

Cavan Bur gess :  Personal  Adjustment in Ol d Age ， Sci ence Reserch Ass .， 1949 

黒 田 俊 夫 : 日本の人口問題、厚文社、 IIsf[130年

南 亮 三 郎 ・ 館 稔 編 : 人口都市化の理論と分析、顎草書房、昭和40年

経 済 企 画 庁 編 : 匡l民生活審議会答 q1、昭和40年

国 民 生 活 審 議 会 編 : 将来の国民生活像、昭和41年

安 積 得 也 編 : 国民生活の未来像、 Usf日42年

香 山 健 一 : 未来学入門、沖iJjt l: 1J版、昭和42年

米 山 俊 直 : Ｎｵｾ団の生態、 ｎ ｈｋ 現代科学講座 Ｔ 、昭和 ｝ Ｔ Ｑ 年

牛 島 義 友 : 家族関係の 心理、 金子書房、昭和34年

松 原 治 郎 : 現代の家族 、日本経済新聞社、 H昨日39年

ア ン ソ ニ ー ・ ジ マ マ ン EI iドの家紋生活ーその未来のために、中央111版社Us和]41年

小 山 隆 : 現代家族の役割l村l 造、 出j孔館、Ue和J42ifニ

0 社 会 福 祉 関 係 C . クロスランド :fi 内上国家の将来、論争社、 IIsキ[136年

大 河 内 一 男 他 編 ・社会保|部と福利厚生 (現代労働問題講座 8 ) 、有変| 湖、昭和 42年

岡 田 藤 太 郎 : 現代社会福祉学入 門、裂 lリjZl; ー房、昭和43年

一 番 ヶ 瀬 康 子 他 編 : 社会布市上論、有斐附、 Us利43年

松 原 治 郎 他 編 : ru';十止社会学、川，1; :占帯広、昭和43年

厚 生 省 大 臣 官 房 統 計 調 査 部 : lI iH 日40年厚生行政法礎調公報告、昭和42年

厚 生 省 大 臣 官 房 統 計 調 査 部 : Usf 日40年社会制- rJ l : 1i ai設調資報告、昭和42年

厚 生 統 計 協 会 : 厚生の指撚、昭和28年 ~、この維誌の特集号として国民衛生の動1"1、II I1(

のも11祉のj]"i)JI I'1 な どがある 。

0 老 人 福 祉 関 係 中央社会事業協会 Ｚ 養乏に ｉｾ ｉ する我が国の古文献思想及 ｴｨ 持 ｬｬ￬ｬｊｊ 弘、社会事業研究所、昭和 Ｑ Ｓ 年

大 内 兵 衛 編 : 之令者 l君子の笑態、東洋経済$Jr 報社、昭和33年

生活科学調査会編 Ｚ必人 のくらし 、医 Ｑｾ 止 ｩｾ Ａｉ Ｎ Ｇ， ｊｾｊｳｩ 、昭和 ＳＳ 年

池 JII 清 : 之人 f，'，¥十il : 、開書1)完、 II s和135ifニ

金子吉衛 ・ 見て米た左人天国、誠 ＱＱ ｾ￬ ｩ ｾｽＺｾＺ 、昭和 ＳＶ 年

那 須 宗 一 : 乏人世代論、昭和37年

大 道 安 次 郎 : 之人材会学の展開、ミネル ヴ7 {!.t 房、 IIs :f日41年

孝 橋 正 一 : 之f去の生活保|町、 ミネルヴ ァ詑房、昭和42年

孝 橋 正 一 町会問題 ( 自Ij元新告 3 )、 filj 元社、昭和42年

塚 本 哲 : 之入社会福祉、 ミネルウ" 7 書房、昭和42年

厚 生 省 大 臣 官 房 統 計 調 査 部 ・口令者訓公報告、 II ?H日35年、昭和38年

弘 済 会 館 : わが同の左人問題 とその川相| 対策特集、社会1' ，' ，¥祉制|究、第 2 号、昭和43年

0 生 理 ・ 医 学 関 係 E .J .Sti egl i tz :  Geriatr ic  Medicine， W. B.  Saunders Co.  1949 

Cowdr y :  J ournal  of Geront ology， P. 7.  452 ，1952 

尼 子 富 士 郎 : 之年者 の生主g ・病理と l臨床、第13四日本医学総会議 i¥ii 十弘行官、 P. 8  - 9  

緒 方 知 三 郎 他 編 : 厄年病学 ( 全 3 巻 ) 、金原出版

大 島 正 光 他 : 労働と年令( 労働科学鍛在四 ) 、昭和30年

田 中 正 四 他 : 左人医学入門、南山堂、 IIs手[l 33if'

田 多 弁 吉 之 介 : 必年者の生理、金原 ，'1'，1版、 H百和38-"1'.

フ ォ ル ケ ・ フ ン シ ョ ン ; 主化の問題、岩波新型、昭和43年

大 阪 市 城 東 保 健 所 : 大阪i I i 城東区における 「ねたきリ之人」の 実態、 II!{ 利43
1
f

59  



60 

特集: 老人とすまい 参考文献

0 建 築 関 係 G .Mat i as en， E .H .Noa k e s  :  P lanni ng  Homes  for the  A ged， F. W. Dodge  corpo.  1959 

F . H.J .  Ni er s t r asz  :  Bui  l di ng  for the Aged， E  lsev ier  P ubl  i shi ng  co.  1961  

Nov er r e Mus s on， Hel en Heusi nkvel d :  Bui l di ng  for the E lderl y  

社会福祉事業振興会編 Ｚ 新しい之人ホーム、社会 似 品 ｉ Ｚ ｊ 辰 ｴｍｾ ｻｊｊ ｪ 究会、 ｉｉ ｩＧＺ ｈ 日 ＳＹ 年

日 本 建 築 協 会 : 社会制祉施設特柴、建築と社会、 II{{ 和37年 12月

大 阪 住 宅 建 設 促 進 協 議 会 : 左人と住宅特集、住宅建設、 No. 8. 昭 和39年 4 月

0 日 本 建 築 学 会 論 文 報 告 集 関 係 富山↑ 導 : 飯岡市における之人 のすまい、昭和35年 10月 (1則東j ( 'iill )  

足 立 孝 他 : 乏人 のすまい に関する研究、昭和35年 10月

木下茂徳イ也: E12j王における- t ; 人施設JJ 1 : 充の必要と :IJ Ul cについて、 H召干[136年 10月

足立孝他Ｚ ｾ へホ ー ムの有 料 と ｾＡｉＮ ｦ［料による施設の差について 、 昭和 ＳＶ 年 ＱＰ 月

木 下 茂 徳 : 日本における左人施設の現況、 H併 日37年10月

伊藤誠Ｚ 左人ホ ー ムにおける杭図 ｊｾ ｬｉ Ｚ ｜Ｑ の現汎について、昭 和 ｝Ｓ Ｗ 年 ＱＰ 月

荒 木 兵 一 郎 : 義之施設における居室での生前、1 I i ? ，和37年 10月

栗 原 嘉 一 郎 他 : 左人ホ ームの 規模および而i:f l'lfl Y i 成について、 IIfI'f日38年 9 月

荒 木 兵 一 郎 : 必人の生理と施設計四、昭和38年 9 月

荒 木 兵 一 郎 : 之人の入浴行為について、 H百和39i
j三2 月 ( 近畿支部 )

荒 木 兵 一 郎 : 之人の生理的特性と建築計四、 H併口39年 8 月

荒 木 兵 一 郎 : 養左胸訟の 肘室 内 での領域について、 11百年39年 10月

板 東 諭 : ;It 街道における養護老人ホームの尖態について 、lIi':1t日39年 10月

木 下 茂 徳 他 ・特 別 養護- t ; 人ホームの規岐および而 fr'1f1昨日記について、 Ui?，tll 40年 10月

木 下 茂 徳 他 : ｴ ｾ ￎＧｾ Ｑｪ 養護之人ホ ー ムの入居者の現汎について、昭和 ＴＰ 年 ＱＰ 月

板 東 諭 : 北海道における有料 老人ホ ー ムの実態、日前日40年 10月

里子村東太イ也 : - t ; 人施設のイ1: 1調ml 問特性について、昭和41年10月

野 村 東 太 他 : 乏人地設のイE園者と職員桃成について、 Ui':1t日41年 10月

寛 和 夫 他 : 謎謎- t ; 人ホ ームの建築 計 画 I 居室の 利 用性状、昭和41年 10月

荒 木 兵 一 郎 : 養之施設の居室 内領域の生態学的々察、 ni?，;f [l 41年 10月

荒 木 兵 一 郎 : 必人地設居 室 内領域の生態学的研究、 lI i':1t 日41年 11 月

荒 木 兵 一 郎 : 必人の入浴行為について (2) 、日前 日42年 4 月 ( 近畿支部)

寛和夫イ也: 謎謎- t ; 人ホ」ムの建築計画 II 中央娯楽室の 利用 性状 、昭和]42年 10月

寛 和 夫 他 : 同」二III 広人 1:¥1 の交際問題 、 昭和42年 10月

青 木 宏、郎イ也 : 利 目IJ 養護」主人ホ ームの建築計画的研究1. 居室音11設計の問題点、昭和]42年 10月

t &東 諭 : 北 11止道における有料老人ホ ー ムの実態 (2) 、1Ii':1和42年 10月

荒 木 兵 一 郎 : ｾｮｬ｝＠ IJ .1;1: の判 定( 之人ホーム食堂内のテーブル選択行動の場合) 、昭和42年

10月

荒 木 兵 一 郎 : 之人施設の安全に関する 研 究(1) 施設火災のケース ・スタディ、 H前 日43年 5

月 ( 近畿支部)

青 木 志 郎 他 : 特 別 養 護 老人 ホームの建築計画的初|究ー II ， 1Il 施設の現 況 について、 昭和

43年 10月

木下茂徳イ也 : 左人招祉センターの建築計画に |刻する 研究( その 1 性格 と機能、その 2 利

用笑悠について) 、昭和43年 10月

長 倉 康 彦 他 : ｽｪｾ京都区苦 Ｑ Ｑ にお け る敬老館等について、 ｈ ｩＧＺＱ ｴ 日 ＴＳ 年 ＱＰ 月
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丸紅飯田( 株) 合成樹脂部内 T E L .  255- 6111 (大代)

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 堀 |ー74 T E L . 4 4ト5951 (代)

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 ー 11



新晃工業株式会社

本 社 大 阪 市 東 区 大 川 町 1 (淀屋橋勧銀ビル3 電 話 大 阪 (202)4761代表

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 1 - 5 (有楽町ビル) 電 話 東 京 (216)4311代表

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 1 - 6  (中日ピル) 電話名古屋 (261 ) 1731代表
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キャストアルミ工事
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株 式 会 社 淀 川 製 鋼 所

大阪市東区博労町 4 - 3 0  T  E し 27ト 1 2  7  1  (大代)

株 式 会 社 関 城 化 学 工 業 所

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 78 T E L . 372- 2 179  

株 式 会 社 高 島 屋 装 飾 部

大 阪 市 浪 速 区 日 本 橋 筋 3 - 40  T  E L .  632- 3191  

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖 大 阪 支 底

大阪市東区高麗橋 2 - 9  (野村ビル) T  E  L .  202- 4905 

株 式 会 社 田 島 順 三 製 作 所 大 阪 支 庖

大阪市東区平野町 2 ー 10(平和 ビル) T E L . 203- 41 51 



アイディアを生かせる

万国博の玄関・伊丹空港ピルにも全部採用

、E -，- h司Fz' .

ソフランチェアは特許のモールド製法

ですから、アイデアがそのま、生かせ

美 し い 曲 線 の 同 型 を 量産 出 来 ま す 。

スチール骨組をソフランで完全内包し

全体がク ッションでモダンリビングに

最適です 。

会議室・ロビー・テラス用など、有名

設 計 事 務 所 の 御 引 立 も 頂 い て お り ま す 。

. - ウレタン化学の総合メーカー

l' 型竺'-!II 東洋ゴム工業株式会社/ 化成品事業部

晶 画 面 面 ー 困 ⑤550 大阪市西区江戸堀上通2--5 (06)  441-- 8801 

ソフランオール寝装晶一一一 洋ふとん・肌ふとん・ソフランケ ット・マ ットレス・カーペ ッ卜・婚礼組夜具他



技 術 w の 頁
7 9 構 造 部 門

吊 屋 根 構 造 の 耐 風 問 題

ま え が き

展示場，集会場なと、で大スパン構造物は社会全般の発展に伴って必要

になってくる。ア ーチ，シェ J レ，スペース ・トラスおよび吊屋根構造あ

るいは気膜構造などが現在までに使用されあるいは登場 しつつある 。乙

れらいずれの形式も使用材料の適切さ ，荷重およ び力学的特性の明確な

把握および施工技術の信頼性などが備って始めて今後の発展が期待でき

るであろう。

吊構造は大スパンを架繕するのに主として材の抗張力を利用する形式

で，吊橋としてはるか以前より用いられてきたわけである。しかし建築

物としての吊屋根構造は比較的新しい。それは乙の構造の特徴として変

形が比較的大きしかっその様式が複雑なため仕上げ材の施工，耐久性

が伴なわなかった乙となども大きな原因と思われる。最近の材料科学の

進歩，施工技術の向上はよう やく 乙れらの点を解決しつつあり，吊屋根

構造もすでに百を越えて作られている。乙の構造は構成材の座屈のおそ

れがないとと，大スパンに適している ζ となどは利点であるが，反面，

屋根面が軽くなり ，減衰性が小さくなるととなどから ，風による不安定

問題などの別な問題が起る。

本論は風による吊屋根構造の現象を解明する方法についての筆者など

の考え方を述べたものである 。

1. 概 説

1. 1 自 然 風 の 特 性

自然風は時間的にも空間的にも絶えず変動している。構造物に加わる

風力を評価しようとするときは乙の事実を考慮 しなければならない。自

然風の変動は気象条件あるいは季節の変化による比較的長周期の成分

と，地面の粗さに起因する乱れによる比較的短周期の成分とに大別する

乙とができる。構造物設計上からは，自然風は平均成分と変動成分とか

らなると考えてよい。平均風速は高さとともに増 し，その形は実用的に

は高さの指数則によって表わし得る乙とが知られている 。自 然風の変動

成分については，パワ ースペクトノレあるいは空間相関などの形で実測に

基づいた結果も得られ始めているが不明の点も残っている 。

1. 2 吊屋根情造に加わる風力

吊屋根機造の場合， 比較的大スパン である ととを考えると ，構造物の

規模と風圧力との関係が重視される。まえに述べた自然風の特性からも

想像されるように，構造物受圧面の規模によって平均風圧力の単位面積

あたりの大きさは当然異なってくる。また平均成分を評価する時間を構

造物の規模によって選ぶといってもよい。また本構造は屋根面が比較的

軽く，減衰性が小さい乙とから ，自然風の変動成分によって誘発される

変 形 ( 波動) がどの程度に達するかを検討 しなければならない。またた

とえ乱れの強さが小さく 定常流f C近いような場合でも ，構造物によって

生じる禍などによる動的な風力がどのような特性を持つかも設計上解明
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しなければならない重要な課題である 。乙れらの各論は後で述べる。

1. 3 現 象 の 抽 象

(1)  物体まわりの流れのモデル

有一般に自然現象を数式で記述するのは，問題となる現象に関しおおよ

その定量的な関係を見出すためである。風をうける構造物の現象も総て

を記述する乙とはできないから，ある一部の乙とに焦点を しぼり合理的

Ir . 解決しようとするのが常道である。いまの場合構造物 lζ 働らくカを知

る乙とがまず必要である。物体まわりの圧力分布や，それが構造物に及ぼ

す力を理論的に予測する方法が従来いちいち追求されてきてはいるが，

未だ確定していない。航空力学などの分野では，流体のその性質や物体

まわりの流れを仮定して，実用的な問題を処理 して きた。そのようなモデ

ル化の例として，死水領域，カ J レ7 ン渦列，定常および振動翼理論，三角翼

での円錐形渦，吊橋の涙れ曲げ振動，失速フラッタ ーなどが挙げられる。

(2)  領域設定と次元解析

風と構造物との物理現象を問題にする場合，それに関係する流れの場

や構造物を表わす物理量を選び出し領域を設定する。これらの物理量に

よってその現象を記述できるとすると ，その物理方程式の各項は同次元

でかつその方程式は基本単位の選び、方に関係なく成立しな ければならな

い。求める物理方程式が未知であってもこのような前提の下に次元解析

を進め，物理量の組合せとしてどのような形のものがあるかを探す。一

方模型によって原形の物理現象を解明するためには，両者における無次

元量が同一でなければならない。吊屋根構造の耐風問題を考える場合に

も無次元量の個数，性質および価の範囲などを検討しておくととが，理

論式の誘導や模型実験を行なうのに大切である。

2. 静 的 な 問 題

構造物に作用する風圧力を求めるためには，構造物表面における風圧

係数を知る必要がある。乙の風圧係数を求める方法について述べる。

2.1 理 論 計 算

(1) 剥離点より風上側の風圧

空気の持つ粘性作用は物体表面の近傍 lζ[1良られる とし ，剥離点より風

上側の風圧力は，粘性を無視して速度ポテンシアノレのラプラスの式を剛

な境界条件の下 K 解くことによって近似的に求められる。 しかし鋭い程

を持つ大低の建築構造物はもちろん，滑らかな曲面からなる吊屋根構造

においても現実には粘性のために金IJ離が起乙る。剥離点よりも風下側で

は渦が生成消滅 しつつ後流を形成する。したがって粘性非圧縮性流体を

考える必要に至る。

(2)  Navi er- St okesの式 (Nふ 式)

粘性非圧縮性流体を扱う 一つK N . S .方程式がある。 2 次元問題等非
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常K 簡単な場合にはN . S .式の解が求められていて実験的事実を理論的

に説明するのに役立つている。 しかし一般に乙の式は混合型の非線形偏

微分方程式であって，解の存在およ び唯一性についても今なお数学者の

間で問題になされている 。N. S. 式を剛な境界条件の下 lζ解き， 風圧係

数を求める方法は今後の問題であろう 。

(3) 境 界 層 方 程 式

物体表面のどく近傍の流れに注目す ると， そ乙では粘性作用が著しく

大きい。乙のような事実を下K N. S. 方程式の慣性項や粘性項の大きさ

を比較し，方程式の階数を減 らし簡単化して解 乙うとする方法である。

乙の方法は剥離の機構などには有効であ るが，長IJ離点より風下側の後流

についてはあまり役に立たない。

2.2 風 洞 実 験

現在風圧分布を求める主な方法は模型による風洞実験であ る。い ろい

ろな形状の構造物について一様流風洞での実験資料が蓄積されつつ あ

る。しかし原型と模型と の間に相似が満たさ れねばならない乙とはすで

に述べた通りである 。力学的相似の条件として，幾何学的相似の他K .

等しいレイノ J レズ数などが考えられていた。レイノノレズ数の等 しい模型

実験を行なう乙とは，非常K 困難でミあって現状では不可能に近い。また

一方レイノノレズ数の価にかかわ らず剥離点が移動しないならば平均的な

風正係数の傾向は変化しないという報告もある 。まえにも述べたように

自然風の平均成分は高さ方向に変化しかっ変動成分も存在する。自然風

をうける建築構造物とその模型による風洞実験との閣の相似は ，幾何学

的相似風向およびレイノ J レズ数のほかに，速度勾配，境界層厚さの比，

表面粗度，および乱れの程度なと、が関係する複雑な問題である。現段階

では速度勾配と乱れを与えた境界層型乱流風洞を用いて実験を行なう乙

とが重要かつ実際的と思われる。

2.3 実 物 測 定

自然風をうける構造物に加わる風力を直接求める方法は現状では実物

測定以外にない。すでに説明したいろんな方法も多くの仮定に基づいて

結果を推定しているに過ぎない。理論的な算定あるいは風洞実験の結果

なども実物測定の結果と比較検討して始めてその適用限界や精度を拡げ

また高めるこ とができよう。しかし実物測定は技術的な問題以外に建物

の所有者，管理者，施工者などの関係者の協力が必要である。乙の種実

物についての組織的な測定は世界的にみてもようやく始まった程度であ

るがその成果は大いに期待される。

3. 動 的 な 問 題

3.1 概 要

材料の品質向上，構造解析の進歩および施工技術の発達などによって

構造物は軽量化大型化 している。反面乙のような傾向の下では構造物の

悶l性，減衰性は従来のものに比し低下しつつある。吊屋根構造は本来剛

性の低いものであり ，風によって屋根面が振動することも当然考えら れ

る。 したがっ て吊屋根構造の安全性を検討するに当って，屋根面の動的

問題を考える乙 とは必須の条件であるといえよう。前述のように自然風

は決して一様でなく速度勾配や乱れの成分を含んでいる。吊屋根のよう

な柔らかな構造物が乙のような自然風をうける場合は ，構造物は平均的

な風力で定常状態に変形しながらそのまわりに乱れあるいは渦などの作

用で振動する。乙のような風による構造物の振動は，慣性力，減衰力，

復原力および空気からなる現象であって構造物と流体との相対運動によ

って微妙1<: 変るものである。乙のような振動発生機構として自然風の乱
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れ. IJ局の作用，フラッタ ー，パヘッテングなどが従来考えられている。

吊屋根構造の風による振動問題を考える 場合，振動機構の種類，注目す

る現象 およびその安全性の尺度を明確に意識する必要があると恩われ

る。乙れに関連 して吊屋根構造自体の振動性状を予め知っておく必要が

ある。 吊屋根の振動性状特にその固有振動数，振動形および減衰性につ

いてすでに基礎的な研究も序々に進め られている。一方実験結果も若干

公表されている。乙のように各種の型の吊屋板構造の振動性状を把握す

る乙と が必要で、ある。

3.2 空 力 的 安 定 問 題

吊屋根の原形ともいえるテント構造が風によってはためくことはよく

みられる事実である。初張力の入った近代的な吊屋根構造においても上

記のような現象が決 して起 らないとの証明はできない。ある風速の下で，

屋根面の浮き上った状態のまわりに起る振動が発散する下限の風速を限

界風速と呼び，乙のような問題を安定問題という。うえのような現象が

存在するな らば任意の吊屋根構造に対して，その限界風速を予測する乙

とが設計上必要となるだろう。しかし乙のような研究は，始められてまだ

歴史も浅く 今後に残された問題であるといえる。その解明のためには，

一見建築構造物とは無関係であると思える位非常に基礎的な現象につい

ての成果を蓄積する乙とが必要であろう。そのような意味で吹き流しの

布の挙動を実験的および理論的に追求した成果は貴重である。その他壁

面なしの一方向型の吊屋根に振動翼理論を応用した成果も興味深い。現

在筆者などは問題を二次元lζ 限り， 剥離点があまり移動しない構造物で，

かっさきの研究の延長線上に位置する壁面つきの一方向型吊屋根の安定

問題の検討を行なっている。その大略は次の通りである。構造物とその

周辺の流れの模様を仮定してモデルを構成する。関係する物理量を選択

して領域設定を行ない，次元解析によって無次元震の数と性質を調べる。

制禦不能な未知数1<: 注目して積分方程式型の運動方程式を作り ，その積

分方程式を確定させるような条件を現象IL即応して探す。その条件の下

に数値解析を行ない ，現象と比較検討しつつこの種の安定問題を明らか

にしようとする ものである。また ζ の種構造と類似の吊構造型気膜構造

の安定問題に関しては波動論的な接近も一部で試みられている。

3.3 応 答 問 題

構造物が風をうけた場合の現象についての理論もすでに述べたように

若干存在するが，そのほとんどがどの程度の風速の範囲で空力的不安定

になるかという点についてのみ論じており，振幅が大きくなるとしたら

どの程度の振幅に達するかという応答問題まで触れたものはあまりみう

けられない。いうまでもなく設計上の観点からすれば，たとえある風速

の範囲で振動が発生しで もその振幅の値が決定できれば，構造物の用途

K よっては使用可能な場合もあ る。乙の応答問題を解明するためには，

構造物の復原力特性，減衰性などのほかに，空気力と構造物との相互作

用 IL関する微細構造についての資料が蓄積されなければな らない。設計

上最も重要な問題ではあるが，その解明の困難さのために吊屋根構造と

は限らず柔かい構造物に関しての応答問題はまさに今後に残された課題

である。

む す び

吊屋根構造の耐風問題といっても ，適切な材料特性の問題，設計上の

問題，施工上の問題など多くの面からの考案が必要であろう。本論は主

として吊屋根構造の風による現象を解明するとき ，どのような方法で行

なっているかについての筆者などの考え方を述べただけであり，あまり

実際の設計，施工上の参考とならないかともおそれている。

( かわむら すみお 大阪市立大学工学部助教品工博)

き も と えいじ 大阪市立大学工学部助手



建築データシート座談会 『会員と編集委員』

日 時 43年12月12日 (木) 正 午 ~後 2時

会 場 近畿建築会館 4階集会室

出席者 ( 頗不同〉

会 員 坂 本 勉氏 ( 近銀地l J ! )

多 々 見 市 蔵 氏 ( 大E阪 市〉

長 尾 寿氏 ( 大阪建築事務所)

遠 藤 良 介氏 ( 東畑建築事務所)

松 浦 良 治氏 ( 大日本土木)

編集委員 中 原 茂氏 (安員長・安宅エン ジニヤ リング)

松 村 志津男氏 ( 副餐員長 ・大阪建築事務所)

司会 篠 崎 郎氏 ( 幹事 ・浅沼組)

伊 藤 幸 一 氏 ( 幹事 ・清水建設〉

窪 原 章 雄氏 ( 幹事・鴻池組)

宮 武 三 郎氏 (幹事 ・日建設計)

開 会のあいさ つ

司会 データシートを始めましてから大分回数も経過致しまして現在刊

行済の資料も予定数の約半ばにさしかかっているという状態で，今まで

にもいろいろなど批評，ど批判を頂いておりますが，どちらかというと

良い乙とばかりが耳にはいり ，ほんとうのど意見， ど希望，ご批判 lζ 接

する機会がどざいませんでした。そ乙で，皆さんの忌 l陣のないお話を伺

ってみようという乙とで本日の座談会を企画したわけでございます。い

ろいろお話を伺い ，またど質問があればお答えもすると いう乙と で，議

事を進めて参りたいと思います。データシート編集委員長から乙れまで

の経過についてど説明を頂きたいと思います。

委員長 データシート編集委員会の動きなどについては 「建築と社会」

誌などでご承知と存じますが，私は委員会の構成や編集作業の状況など

につきその経過をも合わせまして始めに説明をさせていただきたいと思

います。最初乙のようなシ ー トの編集をやろうという発想はもと協会の

事業委員会の中に各種材料説明小委員会というのがどざいま して，乙乙

で乙ういうデータシ ー トをつくったらとうかというような企画が行なわ

れ，その後事業委員会などでいろいろと検討が加えられました結果，い

よいよ一昨年の昭和42年度から正式にデータシ ー ト編集委員会が設置さ

れて，約30名の委員によってスタ ー ト致しました。乙のシ ー トの編集を

企画するに当りまず，募集分科会とデザイン分科会というこつの分科会

を構成し，募集分科会では最初に各種材料の工期別分類リストを作る作

業を行ないパックデータを整備したわけです。乙の内よりまずシ ー トと

して取上げるものを委員会として決定致しま した。一方デザイン分科会

ではシ ー トのスタイルやファイノレの型などを定めまし た。乙のように し

て一応現在できましたようなシ ー トの形にまとまったわけでどざいま

す。それからいよいよデータシートの編集を行なう段階になりまして，

A B C D Eの5 つの編集クツレープを編成いたしました。だいたい 1 グル

ープには 4 - 6 人の委員の方で工事別に担当 して頂いております。そ の

グループのまとめ役が幹事というととになっていて本日出席されている

方々です。そ 乙でと参考までに編集作業の11買序をちょっと細かく申しま

すと，最初に委員会におきまして発行するシ ー トの工事別順位をまず一

応決定いた します。次1(， 該当いたしますシ ー トの掲載依頼会社を決定

しておいてその会社を確保してゆくわけであります。そして乙れに基づ

いて各編集グループによって編集作業が進められていきます。その内容

は，まず掲載会社の決定によって確保する乙とを検討いた します。そし

て工事別 ICサンプルシ ー トを一応作成いたしまして，そのサンプJ レ、ン ー

トにより掲載会社に対 して原稿執筆説明会を行ない，そして原稿を依頼

会社lζ 書いていただく乙とをお願いするわけです。乙のよう lとしてでき

ました原稿をそ の編集グループで検討いたします。同時に原稿を監修者

lζ も見ていただきます。監修者には日本建築総合試験所所長で京大名誉

教授の坂静雄先生をお願いいたしております。そして依頼会社との間で

原稿の調整を編集グループでや るわ けです。 そ乙でやっと修正が整って

いよいよ印刷にかかり発刊される経過をたとっております。乙の聞の一

つのグJ レーフ。の発行工程期間がだいたい 3 カ月半ぐらいを要しており ま

す。なんとい っても依頼会社のほうで非常に熱意をもって編集者に協力

してタイミングよく執筆 していただく と非常にあ りがたいんですが，ま

ず，そのへんの ところ に期聞が不足して十分な修正ができなかったりし

て，現在出ておりますシ ー トにもときどきミスが発見されて申しわけな

く存じております。以上のような編集委員会の シート の発刊までの作業

内容がおわか りをいただけた乙とと思います。そういう乙とで委員の方

も非常にお忙しい方が多いも のでどさ、、ますから ，乙れだけの作業をす

る時閣をさいていただくことは大変でありまして，非常にど無理を願っ

ているわけでございます。乙のシ ー トをお使いになっておられる皆様方

からのご意見を聞かせていただきまして，今後の編集の参考にいた した

いと存じます。ちょうど現在で 266 シー ト発刊したことになってお りま

すが，全体の目標は一応は 600 シー トくらいを考えてかかっております

ので，まあ月々平均 30 シー トくらいまとまれば結構かと思っておりま

す。現在では未満の月も出ておるわけでございます。そ ういう乙とで今

後シートにつきまして，十分皆様の ζ 意見なり ， ど指導を得ま して，

一層お役K_立つシ ート K してゆきたいと考えてお りますのでよろしくお

願い致します。

全般を通じて の意見 を

司会 シー トを乙れだけ出しますには委員長は大変簡単なように申しま

したが，実は非常に骨がおれ，後ほどお話 したいと思っておりま すが，

私たちの苦心談は一応伏せておいて，資料を見て頂きながら ，皆さ んの

ど意見を伺いたいと思います。ど覧のような目次にしたがって今まで編

集を続けて参りましたが，各内容につきましてはグループがちがいます

と，どうして も考え方がいく分ちがっているように思います。全般を通

じて，乙の企画についてど意見が乙. ぎいましたらど発表を願いたいと思

います。乙の目次は乙れで決定いたしておりますので，一応乙の目次に

ついてはど了解頂きまして，内容について，乙ういう点にもっとカを入れ

ろとか，写真の掲載が少ないとか，あるいはもっと JI S 規格のものを入れ

ろとか，いろいろど意見があると思います。作業はまだ半分終ったと乙 ろ

ですので，皆さんのご意見をどんどん取り入れていきたいと思います。
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部門別目次はどうか

会員 目次が工事別になっている点は今の時点ではやむを得ないと思い

ますが，最近の見積り形式は部門別がとり入れられてきており，乙れか

らコンピ ュータの使用 も考えねばなりませんし ，合成単価というような

方向に進む傾向があると思います。データーシー トがまだ全部でき上が

っているわけではないので，乙の利用価値という ものはまだうすいと思

いますが，最終的にでき上がりましたら，部門別な見方を総まとめとし

て入れていただければ設計者，施工者，企業主も見ればすぐ比較ができ

るので，締めくくりとして非常に価値があるものになると思います。

司会 なるべく欠点とか食い足りない点をど遠慮なくど指摘頂きたいと

思います。

発行は各工事ごとにまとめ

会員 できましたら発行は各工事ごとにまとめて頂きたいと思うのです

が，内装，外装にいたっても全部出揃っていないので，後から出るだろ

うという乙とで，読んでいても，もう一つ喰いたりない気が しま す。利

用価値が中途半端で，できれば内装なら内装だけでかためていただき た

いと思います。

ファイルの工事別細目次を活用

司会 各工事別の細項目が出ておりますが，たとえばA 仮設工事であれ

ば，工事機械と仮設材料の 2 つに分かれ，さらに工事機械 ・仮設材料に

はどういうものがあるかという細目が記載されております。各シ ート に

も工事別細項目が出ておりますので，大体おわかりになると思います。

まだ出ていないものは遂次乙の細目次にしたがって埋めてい乙 うと いう

乙とです。鉄骨に関しては今まで出ておりませんが，乙れから出る予定

です。

どの部門の方にも役立つよう

会員 C 基礎 ・地業工事の無音無振動基礎工法の中 IC建築学会から出て

いる内容と重複しているように感じられる点がありますが… - 。

委員 データシートは建築技術者であればどういう部門を担当されてい

ても一応役IC立つという大きな目標をもってやっているので，その建築

学会の本をお持ちの方はおそらく構造関係の方だと思いますが，本をお

持ちでない方でも基礎工法について知りたい場合があり ，乙 ういう工法

がある ，とい うととをデータシ ート で知ってから，それ以上の詳しい専

門のほうに入ってい くというのが狙いなのです。 1 シートに現わされる

字数が4∞字詰めの原稿用紙で15枚分くらいになっております756字詰め

の原稿用紙 8 枚に入れており相当詰まっておりますが，それ以上全部は

いい現わせないわけです。それを一応あらゆる技術者を対象という乙と

にしておりますので，多少は抜けるかも知れませんが，全般的にいっ

て，教科書とはちがった実務のメーカーや会社につながったものである

という狙いなのです。

原稿作成の資料は

委員 すでに出されているカタログを，データシートの形式IC組み換え

して出していくのが本当の形ですので，カタログをた くさんお持ちの方

はおそら くダブっていると思います。

執筆項目の指定について
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会員 内容についてですが，用途，特長，材質などの項目はあらかじめ

編集者の側で指定されるわけですか。

委員 だいたい大綱はそういう方針ですが，ものによっては用途とか特

長とか項目 κ ズレがあります。

会員 いつも乙ういったカタログ的なものを見て恩うのですが，特長は

書いてありますが，欠点は笹いでありません。注意事項 という項目を特

長にならべて書いていただきたいと思います。

委員 乙れは程度問題でして，たとえば強度の数字で乙れは 15k&/cnl だ

とか 20kg/cnl のものであるというような表現の方法で，その数字で判断

していただくわけです。

会員 カタログ的にな るのはやむを得ない と思いますがデータシ ー トと

して出されるからにはやはりそういう編集方法で行なっていただきたい

と思います。

委員 委員会の原稿作成方針としましては，そういう乙とを書いて頂く

ようお願いしており ，書いてもらっているものも多くあります。

製品の経歴と信用度

会員 乙ういう所には使わないようにという記事はときどき出ておりま

すが・. . ...

会員 よく知っている材料でしたらそういう乙とはないけれど. 始めて

の材料とか，使ってみなくてはわからないというのでは困ります。

会員 たとえばどういう ものが決定的な防水であるかという乙とで，防

水のととろを見るわけですが，名前も知らないものが出ている場合があ

ります。そういうときに，どれくらいの実績，たとえば月産何d をとな

しているか，いつ頃開発されたかというような乙とも採用の大きな目安

となります。新製品を採用する場合に最終的には業者を呼びますが，最

初に製品の経歴とか実績を目安にすれば非常にいいんじゃないかと思い

ます。それと . 1 シートずつ用途，規格などが同じような形式でまとめ

であるので同じレベルで比較検討できるのでいいと思います。

会員 乙ういう形式のものが出て，非常にありがたいのですが，データ

シートという以上は新製品，日本の会メ ーカーの製品をすべて集録した

立派なものができないかと思うのですが… …

委員 それにつきましては，各工事別の製品，会社名一覧表( パックデー

ター〉は各編集グループから提出された案にもとづいて作成しました。

委員会では一覧表を製品の実績， 長所，欠点などのいろんな面で検討し

3 つのランクに分けたわけです。発行されたシートはランク上位の中か

ら決定 しております。各シートには編集委員会と監修者としての坂先生

の名前も記載されておりますので P RIC使われでもあくまですオフィシ

ヤルなものであると考えております。乙れについてはある程度の道義的

責任も感じております。きのうきょうできた商品を新製品として紹介す

る利点はありますが，それを一概にとり上げるととはどうかと考え，そ

ういう点につきましでも検討しております。実績に重点をおいて上位ラ

ンクされているものを掲載しているわけですが，委員会で依頼した会社

が掲載できない乙とがたまたまあります。その場合は次lζ ランクされる

製品を掲載するととにしております。

改訂について

会員 乙のデータシー トが古くなり 5 年もたてば材料の乙とですので，

単価もかわると思いますが，そういう場合は発行日もはっきり書いてあ



りますから，後自に差し替ええるというよ うな形になるのでしょうか。

委員 乙れは大変な仕事でして，やはりやり方によっては半永久的に続

く仕事じゃないかと恩います。 そのへんはまた編集委員会を新たな編成

で継続して発行していかなければと思っております。

単価について

委員 単価の点ですが，非常に関心を もたれるのではないかという乙と

で単価を載せております。実は単価の意味が後雑で，市販価格か，設計

価格か，地域的にも，また工事の大小によっても変りますので掲載する

ときに非常に苦心するわけです。だいたいの見当というくらいで入れて

おりますが，一般的な概念としてA とB のクラスでどちらの方が安いと

いうような見通しは立つだろうと思います。

密 よ り 粗E 多 種

会員 43年度の当初にはシ ート がそろっていなかったので，利用方法が

不明の状態でしたが . 44度は方法を考えたいと思います。今のと乙ろ会

員は皆満足感を持っている感じです。先ほどど意見がありましたように

差し替えがどうなるかという乙とと ，工事別に分類されたものをひとつ

ひとつ完全な所で掲載されるよりも ，粗密の差はあっても ，一応工事別

目次をで きるだけ早く埋めていって頂きたいと思います。

会員 抜 けてい ると困りますので，密よりも組でよいから揃えてほしい

と思います。

委員 概括的 lζ 見まして，仕上材，内装関係が遅れております。乙れに

ついてはシ ート ど利用の皆さんのど協力を仰ぎたいと思っております。

委員 数が多く 120 種類もあり ますが，掲載会社の方も出資をともなう

乙となので，いろいろ呼びかけますが，難しい乙ともあります。

価格の統一

会員 先ほどか らの単価の乙と ですが，趣旨はわかりますが，単価とい

うものは皆関心を持って見ておられると思います。データシ ー トの発行

がきっ かけとなっ て同じ種類で単価の差が表わされるように統一できれ

ば積算の面では助かると恩います。 単価は特K 変動がない限り 2 年毎lζ

改訂してい ったら どうですか。

委員 単価を入れるには難しい点 もありまして，単価表というものは自

分の会社の P R もあ ります し， それに地方別とかいろいろ細かなものに

なりますと，限りがありません。

会員 各個の商品K 価格の統ーをし てもおかしくないと思います。同じ

商品で A とB とで価格がちがうとしたら 見る人 IC，メ ーカーによって高

いのではないかという印象を与えると思い ます。そういうことをさける

ために も乙う いう価格の考え方で編集 して頂くとありがたいのですが。

委員 今ま での編集方針ですと比較が しにくいので原稿にはそ乙 まで専

門的な検討はし ておりません。編集は現在やっ ておりますやり方ではそ

こまではでき ません。

会員 といいますのは後からU¥す メーカーの方がす乙しで も安く書け

ば，その方が安いといわれるよ うなことにも なりかねないと思うのです。

委員 一応. 設計 単価，小売価絡， 特約の現場へくる価格，というよう

な段階があると思 う。そ れのどれく らいのと ζ ろでしょうか。

会員 仮り にいい ますと， ωOnf を標準と したらそ の単価でいいと思い

ます。現状は数量の多いと きに安 く，少ない ときに高いという，値段に

大 きな幅がある ようです。 と乙ろが実際とのような価格のあり方では仕

事がやりにくいのです。少なくても多く ても使える値段で，そういう価

格統ーの方向ができるとデータシ ートは価値が出て くると思います。

委員 適正単価のおそらく 1割ぐらいは切れるだろうと思っても適正単

価としての値段を出していただく と高い見積になっ てし まう。

会員 それで工事の大小を問わず，大きくても小さくても価格は乙れだ

というととになりますと ，お施主さんに対 しても説得できます し， かえ っ

て，お互いに混乱を防ぐととにもなるん じゃないかと考えますが… ・・。

完了後は索引を

会員 乙れは全体が完了したら索引などは出るんですか。というのはあ

る品物の名前を聞かれ，乙れはどういうものかと問われた場合工事別で

はちょっと探しにくい，大体はわかりますけれど。

委員 それは出るようになっております。 一番最後に，商品名で作りま

して，それで引けばシートがすぐわかるように。

ファイルの分け方

会員 毎回そのときに応じて何ページか発行されますが. 4 冊のファ イ

ルが各何、ン ー トずつになるのか，そういう想定はできてい るので しょ う

か。

委員 6∞シ ー トを発行目標にしておりますので. 1  f冊には約150シート

納められるように各自でやっていただきたい と思います。

データシートの入手について

会員 データシ ート を最初の分からもらえるだろうかと， その入手方法

を知りたい方が多いよう です。

委員 3 月からスター トし まして. 6 月 iζ 入会された方でも 3 月号は手

に入らないわけです。 それで不足分は増刷して実質で手に入るよう にし

たいと考えております。

便利さについて

会員 データシ ート に掲載 したらよいという商品があるのですが… - 。

委員 皆さんのと乙ろへそういう向きの業者がお出入りされるチャンス

がどざいましたら ，データシ ー トに掲載されるようおすすめ頂きたいと

思います。

会員 確かに今までこうい うものは出されておりませんので非常に皆さ

ん喜んでおります。

会員 非常に便利で . 1枚で整理が楽ですけれども ，まだ揃っていない

ので，本格的に使用するにはまだ少し… …

委員 しかし非常に難しいですね。業者ですとP Rをするという乙とに

なると， 短所は出さず，長所ばかり極端に強調し ，いわば， "世界一"

であるという乙とも書きたいわけです。そういう 字句は乙ちらでは函り

ますので・・ -

委員 原稿通り そのまま載せるのでしたら問題はないのですが，原稿を

依頼した手前もありますし，相当気を使ってやっております。単価とい

う点になりますと ，高くても安すぎてもいけないという乙とで，業者の

方でも困るわけです。単価あたりはその ときの交渉次第という ような余

裕がほしいのではないでしょうか。業者とし ては乙れだけ利用者が多く

なってくると ，単価の明示が大きな荷になってくる と恩いますが，そう

いう面でとれが方向づけられると建築界は明朗化すると思います。

委員 委員会にかけて検討したいと思います。
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苦労談

委員 執筆者から届い た原稿に編集委員が目を通しまして，悪いところ

があれば書き直しとい う形でまた送り返すわけです。そして書き直され

た原稿は監修の坂先生に見ていただき ，それから 印刷工程にな るわけで

す。ですから害かれる人も大変なわけです。

委員 商品によっ ては立派なカタログをつくっておられるのもあります

が，また，そういう乙とに関心のない商品 もありま して，シ ー トを順々

に揃えていきますと， どうしても欠 く乙とのできない商品も出てきま

す。原稿を書くというのは非常に難しくて，なかなか原稿が書けない場

合もあります。それで，委員の方で原稿を引受けねばならないとい う極

端な例 も出てきます。

前向きの話

司会 先ほどからいろいろ編集なり ， その他の と怠見 も伺いましたの

で，編集委員会としましては乙れから先，皆様の と期待 lζ 添えるよう良

いものをつくっていきたい と思いますので，今後，どのような点に力を

入れたらよいか，ど意見，ど希望を伺いたいと思います。

特殊な商品

会員 総花主義ではな くて，もっと特殊な商品( 新製品も含んで) を載

せるのもひとつの方法ではないかと思います。

会員 外部工事関係の道路とか，一般的な乙とも包含されているのです

か。

委員 そうです。一般的な土木工事は詳 しくは入れませんが一応は・・・

委員 先ほどの特殊な商品を載せろとい う声を具体的に商品名で委員会

の方へお聞かせ頂きたいわけです。私どもが相手方の会社へ話かけると

きに，一般会員の方か ら乙 ういう要望がある が，乙 の際是非協力願いた

いと ，頼めるわけです。今の と乙ろそう いう裏づけなしに，委員会だけ

のセレクトで相手方に当っているという面も あり ます。

遊具・植樹

会員 遊具とか植樹は目次に含まれていますか。

委員 含ま れています。

会員 そう いうメ ーカー は少ないのですが，少なくと も2 社 ぐらいは掲

載していただきたいと思います。

委員 造園関係は原稿が集まり ，すでに事務局の方へ届いております。

今までにとりあげなかったような非常に函白い原稿となっております。

ハガキアンケート

委員 工事別目次を出しましたときにアンケ ート を求めたと思う のです

が，皆様のお声をお聞かせ願いたいというのが委員会としての希望でご

ざいますが，どういう手段で行なうかという乙とが難しくて，今回始ま

めて皆様にお集まり願った次第です。

注文の閉会せはしっかりした相手に

委員 商品によっては，いま さら P R しなくてもう ちの会社は売れるん

だという態度のと乙ろもあります。でも今のよ うに要望がありますと ，

呼びかけができますからね。 上位にランクの業者ですから安心して使用

や問合せも出来ますし・・・
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地方での利用に役立つ

委員 大阪とか名古屋のような大きな都市では電話一本で業者を呼びつ

けられま すが，地方へ離れますと ，不自 由なよう です。 多畳にパックナ

ンバーを事務局へ申し込まれてきたようですが，なかなか一括して自に

触れる機会がないのですね。

設備について

会員 データシ ー トであまり細かい乙とは建築家としてはいらないので

はないか。それよりもっと設備のものの考え方の指標になるような乙と

を，概説的 tζ 設備や電気の部門なら部門の前 lζ 書いて頂くと 建築家とし

てはありがたいと思います。

委員 一応お伺いしておいて後ほど委員会にはかり ます。 設計計画の基

礎条件などの点はデータシート と銘をう った以上，入っていた方がいい

のですが，乙れをとりあげますと， ほかの材料関係の面でも同じとと が

いえますので，乙 れは今後の問題だと思います。

木 材

委員 編集方針としてその問題をどうとり扱うかという 乙とにな るとち

ょっと因るわ けです。た とえば木材のカタログというのはあまり ないの

で，木材 lζ 関しては木材一般とい う乙とで了解して頂だければ，木材一

般について書いてもらえるわけです。

商品のランク

委員 材料にしま しでも ，耐火性とか強度，吸音性など，それぞれの特

性がありますから ，それに対するランク づけがあればよ いと思います。

l から 10までのばく然と したものでよく ，その 6 番とか 7 番であると い

う風IC表示しておけば非常に使いやすいのですが， ほかの機関，建築セ

ンタ ーあたりでも 考えているよ うですが，非常に難しいよ うです。

瓦

会員 瓦のカタログ というの もないんですね。乙の シー トIC載ります

か。

委員 瓦の分類をどうするかとい う乙とで困ります。産地別にするにし

ても ，執筆者が 1人いて資料を集め 自分の思うように三州と か淡路とか

わけでその特長，その他を書いていくのでしたら できない乙 とはないの

です。 ととろが，デー タシ ートは あくまで，メーカ ーに対して執筆を依

頼するという こと になってお りますので，瓦庖に執筆を依頼する とどう

して も瓦一般というととになってし まいます。

委員 それは 1 人の編集者がいて，関東系，関西系，ある いは和瓦，洋

瓦などの資料に基づいて自分のシステムで原稿を作成するので したらで

きますが，原稿作成をどとに依頼するかという乙とになれば，考えて し

まいます。

閉 会 の こ と ば

司会 いろいいと意見を聞かせていただきまして，非常に参考になりま

した。委員会ではM年の10月と いわず，それ以後も続けて皆様のお手許

でお役lζ 立つ建築データシート の編集を考えておりますので， 何卒会員

各位もど協力のほどをお願い致します。



日 本 建 築 協 会

月間の動き

口昭和 44 年 2月分口

通 常 総 会 1

28日 4 1侍- 4 1時半於会館集会室

出席者東畑会長ほか 8 名

議事(1)監事 l 名選挙の件

(2)本部所属評議員凶必選挙の件

13)役員重任承認の件

評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門〉

6 日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者星評議員会副議長ほか評議員ω名

2 月開催の総会における監事ならびに技術部門

選出評議員候補者の推せんについて懇談協議

. 6.  

=  

20日 4 ‘時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 東畑，塚本正副会長ほか11理事

五十嵐監事

議事(1)定時評議員会開催の件

(2) 昭和44年度春の叙勲候補者推せんの件

(3) 大阪府知事表彰候補者推せんの件

(4) 建築関係団体連絡会の世話人選出の件

(5)創立52周年記念日の祝賀会開催の件

(6) 役員委員慰労懇親会開催の件

(7)台湾建築事情視察団派遣の件

(8)第 2 回日本建築祭共催の件

(9) 事務局職員採用の件

。。細 則一節改正の件

(11)入退会者承認、の件

間報告事項

住 宅 委 員 会

住宅スライド小委員会

4 日 51時半- 91侍 於 会 館 集 会 室

出席者 上回主査ほか 4 委員

白石 2 名， 目立 1 ｾ 名

議 事 事 業 計 画 そ のほか

住宅展懇談会

7 日 6 時- 9時 半 於 乙まや

出席者 阪 神 側 寺 田 部長ほ か5 名

黒谷副委員長ほか 5 名

議事 昭和44年開催の住宅展に ついて懇談

住宅資料小委員会

18日 5 時半- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出席者楢崎主査ほか 4 名

議事小委員会の活動企画 について

住宅総務小委員会

21 日 5時半- 8時半於会館 3階会議室

出席者 山本主査ほか 3 名

議事(1)新規事業企画について

(2) 住宅展の収支予算について

(3) 住宅展の協力体制について

幹 事 会

28日 5 時半- 8 時半於会館 3階会議室

出席者 黒谷，野々村両副委員長ほか

議事(1)住宅震の収支予算について

(2)住宅展の諸準備について

13) 住宅展以外の諸行事について

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

編集D グループ打合会

5 日 5 時半- 8 時 於 会館集会室

出席者松村副委員長ほか 2 委員

議 事 第 14回のデータ シートについて

編集B グループ打合会

8 日 2 時- 5 時 於 会 館 3 階会議室

出席者篠崎幹事ほか 2 委員

議 事 第17回のデータシ ートの企画 について

原稿説明会

12日 l 時半- 4 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 三 井 金 属，日 本セメント，西川幹事

ほか 3 委員

議事人工軽量器材の原稿について

原稿説明会

13日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 セメダインほか13社

松村副委員長，伊藤幹事

議 事 接 着剤の原稿に ついて

編集幹事会

13日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 中原，松村正副委員長ほか 2 幹事

議事(1)座談会の編集について

(2) 第 2 回座談会の企画について

(3)44年度の編集委員会構成員について

委 員 会

20日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長ほか4 委員

議事(1)座談会の記録「建築と社会」誌4 月号掲

裁について

(2 )第 2 回座談会の企画について

(3) 各編集クや J レープの作業について

(4)掲載会社の確保について

(5)次年度の編集委員会の構成につ いて

(6) 次年度の予算案に ついて

編集E グループ打合会

25日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者宮武幹事ほか 3 委員

議事 第 16回のデータシ ート の企画 について

座談会企画小委員会

27 日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長ほか 5 委員

議 事 第 2 回座談会企画要項について

編集A グループ打合会

28日 正午- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西川幹事ほか 3 委員

議事 第 15回の掲載データシ ー トについて

事 業 委 員 会

各種説明会小委員会

5 日 5 時半- 7 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 近藤副委員長，三宅幹事

議事(1)第 l 回「可動間仕切について」の説明会

の報告

(2) 第 2 回 i A L C ( 高温高圧蒸気養生され

た軽量気泡 コンクリ ー ト〕について」の

説明会

(3)第 3 回「建築材料と火災( 防火) につい

て」の説明会

(4) 明年度の各種説明会について

(5) 説明会開催要綱について

見学会小委員会

6 日 5 時半- 7 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 山野副委員長，窪田幹事，今井委員

議事(1) 1月に実施した見学会につ いての報告

(2)2 月- 3 月の見学会企画について

(3)そのほか

委 員 会

13日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 本，山野各副委員長，打浪，

大橋，窪田三宅各幹事ほか 2 委員

議事(1)各小委員会の事業企画について

(2)2 月- 3 月の事業企画について

(3) そのほか

編 集 委 員 会

委 員
A  

2 文

12日 4 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 足 立 委 員 長，三品幹事ほか11名

議 朝1)3月号= 計画 と住民一中部からの報告ー

特集経過報告

(2)4月号= 老人 とすまい特集企画経過報告

(3) 5 月号ニ建築の歴史( 仮題〉特集

(4) 6 月号= 建築行政特集

(5) その他の特集

(6) シリ ーズもの

(7)次年度の編集委員( 交代の件)

老人とすまい共同討議

15日 2 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 荒木幹事，青樹英次氏ほか 5 名

議事 4 月号「名人 とす まい」特集の参考企画

討議

建築行政特集幹事会

24日 5 時半- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 三 品幹事，柄座正信氏ほか? 名

議事 「建築行政に期待するもの」特集企画

作品作風小委員会

26日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 中村委員ほか 6 名

議事(1)4 月号作品の決定

(2) 5 月号の作品候補

(3) そのほか

建 材 委 員 会

委 員 会

21 日 3時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 伊 藤 委 員 ほ か 9名 小 泉 製 麻 3 名

議事(1)バ ロンクロス( 難燃性パイプ外装材) Iζ 

ついて

(2)今後採り上げるものについて
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. 6.  

τ"" 

建築の知識執筆者打合会

21 日 正午- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者大沢，窪田総括幹事ほか執筆者 5 名

議事 出版工程 ・校正作業について

員委版出

委 員 会

26日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者佐野委員長ほか15名

議事訓1)建築関係団体連絡会報告

(2) 建築基準法施工令一部改正について

. 6.  

τ"" 
員委規法

8 日 11時半- 1 時 於 綿 業 ク ラ ブ

出席者 中沢委員長ほか 5 名

議 事 大 阪 府知事表彰候補者の詮衡

表 彰 候 補 者 推 せ ん 委 員 会

大阪マーチャンダイズ・マート新築工事見学会

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工務庖

20日 2 時半- 4時半

参加者 48名

灘の生一本酒蔵見学会 ( 白鶴酒造附工場)

22日 2 時半- 4時半

参加者 25名

. 6.  

=  
学見

27日 正午- 2 時於日本建築学会近畿支部

出席者政岡協会，矢野士会各委員長

三品学会幹事ほか事務局員

3 月以降の共催事業につい て打合せ

3会 事 業 委 員長 打 合 会

議事

3 日 正午- 2 時於日本建築学会々議室

出席者 各会長，常務理事，事務局長10名

議 事 第2回日 本建築祭計函要綱案について協議

建 築 8 団体 会 長 会 ( 東 京)
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建 材 の 頁

信用み 5技術ど伝統の

7X771LトZ喜専 業 大l吉

誓言矢偏商由

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本社 ￬ｾＱ Ｑ Ｑ i  di ＧＱＺＮ川 ｬ 文 北 ｬ ｾ 狭 ｪ 凶 Ｔ - 1  ( !tf fll ピル )

¥(Il曲屯川fi 相11戸 ( 33) 0881- 3  

支 j吉 大|恥I i 北[ ) z*ii 笠 IIlf50( 立 ビル 51併 502号室)

ifi: ;必 'd.1lili 大|仮 ( 364)  2031  - 4  

倉 庫 N1r  di irイト|メ.八 怖i凶 1 - 5  (' ，l!:，祈 @ 2923)

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

舟 州-/i'J!i埠普ト

守一フエクトな冷工法 苧 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎枇

| 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番 地

電 話 ( 981 ) 0 6 1 6  ｾ＠ 0 6 1 8  
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創 業 暖 冷 房 ・倹 気 i"星 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東京書官千代田区丸の内 2 の 2 :h ピル 6 7 6 号

電話 212(代 )3751

大同ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 盾 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番地 電話 61(代)4371

名 古 屋 底 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代悶ピル 5 1  4 号

'll! J活 26J (1¥;0641  

京都市南区西九条春日町 4 8 番地 電 話 681(代) 1781

社

空 調 設 備 の 頁

建嘆

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の l

本 社

出張所

冷 暖 房 y  I ' 守柿サ y シ

給排水; 衛生水道 s  環 境 衛 生nt! i.i 生

電 気 1 =、荷 役 巡 織 機 械

厨 万J I  ，化 学 鉱 山機 械

= 幽 T 盤 株 式 → - Rjj:; -::1:- r1= 

- ー句珊. . L 現号 会 社 ノ 、 防 災 J ι J 口

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支庖長 中通口 H券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) fl:;五<3071

本 1高 見E京 日 比 谷 ・三 f宮 ピ ル

支 底名古屋、福岡、札幌、広島、仙台、話山

出 張 所愉浜、金沢、併問、高怯

京 事 事 庖

設 計 ・施 工

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

本 庖大阪市東淀川区加島町357

大阪支社 同 上

東京本社 東京都港区芝浜絞町2 ー7 電話 ( 434) 6l7l  ( 大代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 傾 向

営 業 所 釧 路 ・ 経 岡 ・ 横 浜 ・ 神 戸

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 日 田 町 16 番 地 m務 ( 363) 大代表1371

東京都千代田区神田小川町2丁目 l 番地 電昔前 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 電 話 ( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 ( 76) 代表3795

名 古 屋 ・ 富 山 ・ 金 沢 ・ 福 井 ・ 京 都 ・ 松 江

....t. . 6.  

z、A

喜久雄

英 雄

';J_正L『{訊月 ( 201) Ｐ Ｑ Ｘ Ｑ Ｈ ｻ｜ にｾ Ｉ

¥lLιLLl i泊，ri ( 363) 4 108- 9  

ｾｬ 正よ ｉￎｉ 丹号 ( 231  ) 3046 "  6007 

ｾｬ 正 ｌム ｳ品可 ( 74 )  6  8  6  3  

(75)  5  4  8  2  

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 諸 設 備

設 計 ・ 施 工

設 工 業 株

代 表 取 締 役 田中

大阪出張所長 猪 俣

東 京 都 中 央 医 七l 本 愉 j凶 3 ー l

大 阪 市 北 区 他 / 卜 " J I ! T 5  

名古尾市 rl' 村 丸 / 1付 2 ー 17ー 10

tI，¥ I珂 市 東 r長 田r 3  8  

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

A

会商株 式 会 社

社

庖

本

支

暖 房 株 式

取締役社長 菅 谷 知 巳

大阪市西区江戸堀 1 - 6  0  電話 ( 441)  8231大代

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

札 幌 ・ 仙 台 金 沢 ・ 広 島

京 都・神 戸 ・岡 山・高 松 熊 本

横 浜 ・新 、 潟 ・ 富 山・福 井 Ｎｾ EB 

会 社

必 =

ヌ1大 阪 電

本 庖

支 l;!i

営業所

出' *所

出張所

社

A 、

五
業 株 式工賀須設 計 施 工

生

気

水 ・ 街

房 ・換

排

冷

給

暖

株 式

会 社 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 上 佐 堀 ;ill 1 丁目 1 4  電 話 441- 5l 7l

唐 一 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・ 福 岡

営業所 広 島 出張所 ー北九州

空 気 調 和
大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代)

神 月 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

支

冷 房 ・ 暖 房 ・温 湿 度 調 整 装 置

倹 気 ・ 給 排 水 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

t昔 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・ 高 松 ・ 広 島

Ｇｩ［｜Ｇｾ 干 ， ｮｮ ・空 気 調和 設 備・給排水衛生 設 備・ 塗装設 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 芯 川 ・ 別 作 ・ 施 工

建材社

株 式

会 社宮昌吉平

ヰ土本

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 : - 7 ⑩ ( 572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ ( 203) 3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑧ (211) 1535 代

出 張 所= 札械 ・仙台 ・北陸 ・神戸・広島 ・松山 ・九州

⑨

む

ザ

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

投 ， : 1 ー 佐 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

7  ( { に)

大 阪 市 北 区 鉱 山 町 3 0  ぽ ，!i; I  (364 i  0  9  7  7  ( 代)

本 社 東 京 仰 千 代 111 区九ノ内 3 - 2  ( 新 点点ピル)

屯 J 吊 (211) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 f云 同 町 6 0  

m .t 吊 (21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 田T 3  - 6  

官官 J 吊 ( 971)  3  6  2  1  

水道・衛生・日愛冷房 ・其f也管 [ ' J五

設 計 並 胞 工

Ｈ旧斎 ､ｩｬｩ 久孝司 ｾｦ Ｎ￭ｪ所Ｉ

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 郎 千 代 lまl 区大 F 田T 2 の 8 IfO也 ( 1ヨ本ピ J レ)

1哲 治 東 京 ( 270) 7  4  1  1  Ilf '({¥ b.) 

札帆市市大jtfi 凶4 n j[，fω' jI! jti 銀ピル Ｂ ， ｴｬ ， Ａ ，ｲ［札州 ｾＺ［Ｗ Ｚ， Ｖ
ｾ沢市品川 ｬ 四 ｦ 2  I昨 f -6  ｾ［Ｍ Ｇｉ Ｇￜ［Ａ［ｾ 金 ［ｊｾ む Ｇ ＲＱ 斤 ｬ
払¥ n  ，ti 御 幸 2 の 1 "，1.!，!占有，¥11' 2ψUl t i

t;; dj 2  /f; r  9  "，tl ，!/; ，［ＢＺ［怯 ￦ ￌＩ Ｚ［ｉｾｓ
1品J 111 rli 大 (J¥ 3  8  0 の l 唯，f，fj I品IIfl 2y:>486 

.f'U'jI! "，' :i" 業所

金 ｾｋ ，［・ Ｕ 業所
h'，¥Jl: lU'j b!，IJ庁

ｉｾｾｾ＠ ｴ ￮Ｚ ，Ｇ ｟品ＧＩｪ量 Ｑｾ 庁
|品l山出張所

仙台支' ; 5

名古屋支底
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暖 ・冷房 ・空気品温度品l整装置

回 設 計 胞 工

高

品主4

-← Ｖｾ＠ 套れ

大 阪 支 j市 大 阪 rll 北 区 御 悶 8 番 地 ( 新 阪 急 ビ J レ8 階)

ｾｉｬ＠ ，1t f
i 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

Ci"!O. 空 気 調 和 問 各 値 冷 凍 機

設 計 ・ 製 作 ・h't!! 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 立 白 浜 辺 1 - 2  5  ( 祈大ピル)

'0' 0: j ，I i 大阪 (344) 1  5  1  2  (大 {U

本 社 東 京 郎 中 央 区 日 本 情 本 石 田T4.- 2  (三 介添二別館 )

支 I，t; 東 京 ・ 名 古 Ii ， 出 帰 所 九 .HI

工 ぬ 崎 玉 県 北 足 也 lls . . ! >R京町I h!_ 'L 区

く堕哩型里コ
空 気 調 和 設 f

一望計施工

換気・除塵設備関

東 洋 烈 工 業 格 式 会 祉 大 阪 安 庖

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目 T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

経 訪 日 本 管 工 業 株 式 会 社

、J 代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

本 社 京都市南区丙九条 ｾＸ｝町 Ｒ 0 番 地 の l

11r ft首( 681) 5 1 0 1 - 5 ・夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 営 集 所 大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天 満 僑 北 詰)

ｾＱｉ話 ＨＳＵＲＩ 3  5  0  1  - 3  

四日市営蝶所 四 日 市 市 浜 田 酋 末 広 町 電 話@ 7431- 3  

津 営 機 所 山 市 栄 町 2 ー 1 1  1 電話 ⑧ 3 6  J  0  

鳥 取 営 操 所 鳥 取 市 品 治 町 山 取 農 協 会 館 内 電話 ( 22) 4477 

給 ・排水・衛生・消火 ・暖 冷 房 設 備

お 器 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庄

大 阪 市 大 i;i : l . lZ小川 ly.j jW4 r  1111 電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

出 仮 所 = 京 都 ・ 福 岡

@平山互業株式会社

T E L  Ｈ ＴＴ Ｑ Ｉ 刊 ＱＹＹＴＮ Ｈ ＴＴＳ Ｉ 刊 ＰＳＳ Ｑ 大阪 ､ｪ ｪｊ ｬｪｬ ｾｩ ｬ ・Ｈ ｩｊ ｽＢｩ ￬ 凶 Ｒ の Ｒ

電 気 設備 の 頁

山

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 湯 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 J;( 町線 l 丁 11 6  2  iJt，/品 (443) 代 表8161- 9  

支 h
1
f  名古屋市中付r x : 水 E 町 l 町 1 2  111，:[， (54 1  )091; 6( 551)1655 

出鋭所東京榔港区亦 Jlii 2 丁目 3 - 1  2  

.h;; 庇 ピ ー ク ピ ル 5 P軒 11!，;f， (583)  I  4  6  7  

神戸市世田 1，[ 北民狭通 7丁 目 1( 7) 1 ｭｬｾ 丹 ＨＳＴＩ 1778 ・ 4386

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ ・ サ ッシ・ ドア- シ ャ ッ タ ー

設 計 ・ 製 作 ・施 工

理 研 銅 機 株 式 会 社

大 阪 支 底

本 社 ・ 工 場

支 庖
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京
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国

吉
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東

名

四

Ｓ 毛ｾｾ震后毎 Ｑ ＳＺ

da:電'ー....
，回...... ｷＺ洋キャリ ア工業Ｈ 株 Ｉ 裂 ｾｉｉ 仮 売出 ・特約工事Ａ万

! ∞! 日本冷熱工産株式会社

ｾ＠ 本 社 及 大 阪 営 業 所 説 薄 日 杭 通61「11型TIl l ピル)

<<if 'i t t  • 

エレ ベータ・リフト ・カーリフト

設 計 ・ 製 作

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 織 筋 六 (天 六 阪 急 ビ ル ) ( 351)  4927代

4540 

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364{"t 

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363代

カーテン・ 室 内 装 飾 ・ リ ノ リ ュ ー ム

ビ ニ ー ル タ イ ル ・ 皇 室 張 り

E  合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

営 業 所 大阪市南区長制紙筋二 ノニ O ( 日本fi 奇パス Wi i i j )

ｾｴｌ前大阪 Ｈ Ｒ ＱＱ Ｉ 0  5  7  1  - 4  

( 販 売 部) 屯 ぷ 大 阪 ( 211 ) 0 5  7  5 ・ 6 9  2  3  

京都出張所 京高I1 rn 中 京 区 河 原 田T 夷 川 下 ル 指 物 IIJ]

1li Ji fj 京 初 (231 ) 3 2  7  7 ・ 8 7  7  9  
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電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

E

 

式電陽

社

営 業 所

営 業 所

朝

本

社

》

'

E

A

'

'

e

d

川

川

a

川、一じ

i

4

'

z

g

h

μ

ド

b
υ

トt

!R};r ｾピト ｴ

Jピ '，1; 

業 所

;斐

1< 

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

主 社 長 ｾｲｬ￯＠ 111 J七リj

大阪 dd[ 民向閥附 li .T f I 八得j也 1正IIli 大阪 (202)0325- 9  I昨

ｾ，＠ 十| 点以目11 下代川| 式 I I GN' UI I r  114 I件I也 5 ｾｪ＠

支 十l 札 帆 ・f111 f，'  JL I  1付 . :i' ， ，'i );{ ・N，¥ 間

前 Ｇｪｬ ｩ 所地川 ＨＱ 河償 ｩｾ 静ｼ刈ＧｻＺ｜ I.lJ 

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

代点取締役 山 本 ↑ 奪 三

大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 3 の 3 朝日ビルディング

T  E  L  Ｈｾ＠ &. (448)  1  3  6  1  

大 阪 市 凶 区 上 佐 拐 通 り 4

T  E  L  (t &. (448)  1  3  6  1  

点目11 di 小以| バ l叫 J ｊ［ｾ＠ ｾｩ＠ q  I  {j ' -田f '1  3  

T E L 代 炎 811 9  2  9  6  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 1以 di ｾｴ＠ li 在 住i 凹f I  r  11 2  

.'I.t .!，( ; 大阪 (362) 8  7  () 

*  J;f  /ij S  浴 l三 赤 坂 1 r  H  ::; I昨 7

γli ，li; (481)  8  6  2  1  (¥;: 

.y， ，ｾＮ＠ 1i l ・. f L 'tJot ' .  110'; 

ｉｴＡＡ川 ・償 供 ・ ｾ ｦｲ，松 ・ 制ｾ ｾ ・

電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

一

A
式株

年

一

川

正日

弔，藤エ

市

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九 電 話 ・大 阪 (313) 代表3456

東京支庖 東 京 邸 中 央 区 西 八 丁 綴 二 丁 目 十 二

屯 話 (553) 0  0  J  J 代 表

名古屋 ・神 戸 ・ 岡 ＱＱＱ ・ Ｚ ＨｈＩｾ ，広}:，'j ， ｾｴ＠ )vJ+! 

西 村 庄取 締 役 社 長

営 業 所

設 計 - 施 工

A

Q

一

A
式

司'
電 気 工 事

中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役抗 ｌｾ 中本正明

社 大 阪 di ｨ 主 ＪＱ 吐 ｾｦ ; 1: * 之 町 三 r 11 .  Ii 

Itr .!li 大 阪 (閃 1) 代 } ( 7 3 4 1 - :;

0 :¥ 8 8  '  2  1  c) :¥ 

大阪r [ i岐点1><]fc J:lI(之岡 f :.1 '1 1 '  '，[j，，.r;大阪 {叫I)i m1  

公 ｊｾｾＮｈ 副 Ｑ ＱＧ ，庁ｲ｛ ｩｩＮ 前 ＱＱＮｬ ｪ Ｇ ｬＡり Ｚ ｾ 6  () .，ti. !.rif ，前11叶 2 Ｒ 柑 ｬ￯ ・ ｉＺＡｾＩ ｾ ｬ

ネ来
信
一
刈

号竪‘

司，本

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 阿 1 6 番 地 ( 束 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名， li J . ヂ. v判r1l . 広 島 ・九 州 ・ 神 戸

A

S

A

 

式

-，← 
J u.  

株

原

業

菜

エ

取締役社長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 失

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 寄 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京 都 品 川 区 西五 反 問 6丁 目 25帯 11号 ( 稲 砧 ビ ル )

電 話 東 京 ( 491) 1746 (492)0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

司Z 骨舌 小 合 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

.m ' 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

電 気 工 事 設 計 施 工

キ土

庖

本

支

社

林

大阪市北区中I i を田r 5  0  (堂 ピ ル 7 階)

YE ぷ 砂 3 6  7  1  ( ( U 

*  J;( t.l l 中央区f I - t 、焔箱崎町 3 r  u  2 信 地

1・li .li i  8- 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ f I I 脱 原 . 1界 . 11，¥ I11 

夫

血

〈

敏

株 式 会 社

(¥: & 取 締 役

ヰ土本

営 業 所
!i5 支

群出鋭戸斤

出 張 所

電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ ル 三 階 )

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 郎 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 了 目 二 O 番 地

m J，I，' (991)  5  1  3  1  - ｾＳ＠

戸 市 ・堺 市 ・ 高 槻 市 姫 路

工 事 設 計 施 工

富士電業株式会社

信ヲヨ - -

亀 刃

園内回

四回圃

社

A

S

A

 

電 気 ・ 唖 冷 房 ・ 空 間 工 事 言 宣 言 十 施 工

宝ゐ

x  

大 阪 di I)lj 1.>(  ｾｴ 幼ｴ｜ｩｉＺ 1: j凶 1 J I ]  6  S  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

氷 点 ・?" 1片 h1 ・11.; 山 . f，'/; 

11/ 11
I  

取締役社長

社本

宇土

宇土

ノド

支

'i ミー業Nj-

営 業 所

]i(i] 

市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気工 事・言十装工 事 ・ 設 計 施 工

A

Q

一

A

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 線 川 町 1 5 需 地

1包，{1i 大 阪 (364) Ｈｾ＠ 3  0  5  6  

東京初港区新情 5 - 3 4 - 6 制! 日ピル 5 指

Ｂｬ ｬＡ ｉｾｾ＠ 東京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪 Iy.j 札帆 ， r， ，'，);{ ， IILJ 11 di . 松 I11 ' 徳 I11

商

取締役社長

社

*  J;f 支 1，1;

本

社中 央 電 気 工 業 株 式

取 締 役 会 長 今 村 騰

取 締 役 社 長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 悔 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312 ) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・京 節 ・草 津 ・，'ff' Ｑ 判 ・ 水 ＡＺｾｪ . 福岡

A

Q

Z

 

ネ土本

所張出

支 底

蛍 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

窓掛、椴帳、同際、壁紙 室 内 装 飾 級車毛、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. Vト発売元

庖の奉 仕 感 謝 〈

⑥ 亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 ( 251)1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手しーチ・ミ)if; ーjレ

合

目

叩

川

村

高

配

れ

幸

一則

一
-
-

諮
問

⑩ 

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

-・・・・・ー
タ イ ル 工 事 施 工

サ ン エ ス

s s s  

( カタ ログ進呈)

⑪ 2EJE芳畏零点空

. 内 念 車 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 工 パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

80ard &'Slate 
Standard 

本社営業所 、犬阪市東住吉区駒川町 3 - 54 1昔話(702)代7814- 6  

特約代理唐・東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・ 福 岡:吉区: 宮川需

ｊｴ ｉｊ 工Ａｊ弓 ｊｾ ｪＮ Ｙｊ ｉｴ
. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

スＭ，｜ＺＭ苅 ＧｊＱν ＧｊＧｾ 克明ル ＨｓｐｍＩ

ｊｊ 弓ーヌーＧ｜ＺＭｊｴ Ｇｊｬν ｉｊＧＮｾｉｊＧｾ に ｓｐｍＩ

フゲス l二も/ 耕 jご ι

函すを・薬品 l三毛J

丈丈夫で‘ オ

. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

本 社 工 場 兵庫県尼崎市長州字稲川新国44 電話大阪 (481) 8085- 9  

大 阪 支 庖 兵庫県尼崎市長州字稲川新回44 電話大阪 (481) 8085- 9  

東京支窟並工場 埼玉県蕨市東町 2- 20 - 4 電 話 蕨 (32) 3115- 7

主庖・出張所 郡山・八幡・名古屋・川崎・岩国・字部・延岡・敦賀・三原・徳島徳山

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈

11 I  J  1  !J ｾ＠ ｊｾ＠ /. 9  ｊｾ 製造株式会祖
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建 材 の 頁

• • • • 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ j レ コ ー ト

標準匂〆ント防水斉11

。

近代建築の要求する

車11

曲目i

• • 製 造 発 売 元 ・ 責 任 施 工 • 
実 111イ色挙の

色メント吻)f<.

認 黒 川 化 学 工 業 所

本庖工場神戸市東灘区住吉町反高林 T E L 曲512723 

N. G. C. 或

内外: 2 業株式会経

工場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津町 3 丁目 16番地

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

F 可

套22 三 高 製 作 所

※ 特 許 /1¥ 1実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

設:

80 
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建 材 の頁

は断熱の設計に

優れた品質 を誇 る と旭 化工板 ミ

• 防火 • 
の製品 か らお選び下さい

• • • 
豊富 な実績、

＼ ｾ面プレス高級 〉
木毛セメ ン 卜板 /説ーヲイト

女ボーライトをコア材とした各種積層板

1 =克=，z民ード

〈耐火断熱板〉

，I R7t h. vgi bトz，
(軽量断熱板)

〈色 彩 耐 火 板〉

(防火吸音大型板〉

K C / i 布、.L

7 : 1ニ寛み

べ=フt::.-

"  

(化 粧 断 熱 板〉

電 話 大 阪0 6 (491)  678 1  ( 代)

電 話 東 京0 3 ( 662)  2588- 9  

電 信 福山 0849( 23) 1  4  9  1  

電 信 名 古 屋 052 ( 96 1)  5940  

電 信 鈴 鹿05938( 8) 1165- 6  

尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3  5  

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 の 8 ( 本 三 ビ ル )

福 山 市 松 浜 町 げ コ l の 4 ( 福山不動産ピル)

名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内 3 の 18 (1) 12( 太 興 ピル )

鈴 鹿 市 三 日 市 町 1 8  5  9  CI) 1  

本 社 工 喝

東 京 営 換 所

福 山 出 張 所

名 古 屋 出 張 所

鈴 鹿 工 喝

j l S 表示許可工場

阻化工柑製造林託金祉⑥ 

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

全国有名建材庖文( ; t 当社へ

⑧ 

警 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

寺手 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本町 4 丁目 2 6 番 地 T E L  Ｊｾ＠ (  

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

+

'

畠
C

・

・

十

'

和

u

・

・

新

い

す

ピ

・

・

四

香

・

・

七

台

Z

A

一

・

・

鎗

岬

幼

u

m

-

-

王

座

・

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレ，)1〆

q ィs，z，

コート

( 特長)

， 、

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す耐

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 西 長 指 南通 1丁目 5番 地 T E L 大 阪 (538)2951- 5・( 541)

営 業所 東 京 ・高槻 ・ 明石・ 姫路・四国・ 中国

イ寸i星音水火
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建 材 の 頁

ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト の 決 定 版

主 ー ロ Ｚｊａｚｳｴ ョｾ
ポ リ プ ロ 7 0 % ナ イ ロ ン 3 0 % 

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 最 大 限 に 生 か し 、 独 特 の 新 方 法 を 加 え 、

ニ一ドルの欠点を全く解決した驚異的な…………… ｬｩＺＧｾ Ｚｉ ス

表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特許)

ピ リ ン グ を 防 止 し 、 伸縮 が な く 、 耐摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐 久 力 は 抜 群・・・・・・・・・・・・

土 足 の と こ ろ に 絶 対 強 く 、 フ レ ヤ ー の 起 ら な ¥ . ..... . . ……・……2 ・B 2 A =，デョス

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 発 売 元 装 栄 株 式 会 社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 晃

腕

;;i手 べτ，1-
デ ラ ッ ク ス ・・・・ ・・スベ リ止 め 加 工 、 重 量 感 の あ る 豪 華 さ 。

ス タ ン ダ ー ド . . . ... 裂 は 板 ゴ ム で 特 に 工 事 向 の 伽 格。

合 大 誠 化 工 株 式 会 社 222Tr Z22Z21Z222(;公立訪問
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本 社 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  

82 



マノール防水剤は、屋上、内外壁 、地 下 室

などのモルタルやコンクリート 、 ブロ ック

の防水、防湿に最適です 。

その上 、亀裂予防はもちろん、作業能率も

著るしくあがり 、仕上り面が特にきれいな

点にも人気があつま っています 。

マ ノ ー ル 製 品

〈雪 J 与Ef-7用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤

剥 離 剤

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

( セ メント走呈 j包斉日)

エ ア コ ー ル

( 空気迎行剤)

山宮 尾 警 慧

句F I " II. 防水剤

6診
記 3由周旨. f t : 工事主

東京都品川区大井ト 15- 1 電東京 (774) 4111代表

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里町 2 - 4 8 屯 大 阪 (971) 4765-6

名古屋営業所 名古屋市中区門前町 5 - 3 7  屯 名 古 屋 (231) 5440 

禰 島 営 業 所 福島県la失郡吾姿町下野寺遼原電福島 (34) 7 4 2 8  

盛 岡 営 業 所 盛 岡 市 南 大 通 3 - 1 2 - 5 0 屯 盛 岡 (22) 2204  

日本建築協会優夏謡明 セ メ ン 卜 増 強 防 水 剤

ヲ ｾＭｱ イト ｂ 吾
株式会社日本セメン卜防水剤製造所

'1'l l1・

十五

H ，I: 

本 社 大 阪 市 東 区 船 越 町 2 - 3  1  (船越ビノレ ) 電 話 ( 94 1) 2626 ・2628

連 絡 所 宝 琢 市 高 台 上 の 池 唯 話 宝 嫁 ( 86) 2153 

出 張 所 地吉元 東 京 (4 31) 8648 名 古 屋 (331) 1531 ・仙台 ⑮0721 札脱毛1>1111

オ r ータイ ト式 l坊 * 1' l l : 務大 三 工 業 高 松 ( 2 ) 0016  安 藤 工 * 稲 岡 ( 28) 5  2  0  7  

工 事 代 行 信 ｾ Ｚｕ ｊＨ ｩ｝材広島 Ｈ Ｖ Ｑ Ｉ 6  3  7  1  

的

H

tト

1

・

l

 

. 基 礎 施 工 の 悪 僚 件 を 克 服 す る

言 葉 置 式 自 信 三 品 杭

特 許. 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許. 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案. 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案・ 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

本 社 大 阪 市 * 1ポI::i 開 情 2 - 2 0  Ｈ ρ ｩ 胞 ｾ ｉｩ ピルＩ

T E L  大抑止 ( 202) 3233( ( 0  .  7501  ( 1 0  

名 古 屋 営 業 所 才" I l i M市 中 1><: 錦 1- 3 - 2 ( hI! "E伐 を ピ ル )

T E L  : }' ，占hl ( 211 )  3 0 8 6 ( れこ )

大 阪 工 場 大 阪 市 11' ，'， 1>( -It 加1rt 1->¥町 5 - 2  7  

T E L  大 阪 ( 672) 3  2  2  3  .  3  2  2  4  

株式会社 武 智 工 務 所

名古屋工場 愛知県海 ｭｾ ｬＺ 日 Ｇ ｪｾｊ［ ｾｉ［ｉ［ 阿佐ＮＧ［本

T E L  悦江川 (  7 )  1  1  9  1  .  1  1  9  2  

2 日 本 建 鉄 の

P 5 80Aレディメードサッシ

P A80A.  P A  70Aサッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東［ｾｾ 打 ＱＱ 千代 田区 大 手 ｉｉ ｉ ｔ Ｒ Ｍ Ｘ T E L 東 京 ( 270) 6511 ( 人ー代 )

大 阪 支1211 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7  ( 新阪神 ピ l レ) T E  L 大 阪 ( 34 1) 4331 ( 代 )



技 術 の 目立

建築 と社会 “ A RC HI TEC T UR E A ND  S OCI ETY" 第50輯第 4 号

・昭和44年4 月25日発行( 毎月 l 回25日発行) ・昭和24年3月19日第3種郵便物認可

分 速3 0 0m

日本一の超スピード/

3 6階 を わ ず か 3 5秒 一一一一

話 題 を 呼 ぶ 地 上 147 mの 震 が 関 ヒソレ。

マンモ ス 都 市 東京 を眼下に、 遠 く 富 士 会

望 む 36階 の 大 展 望 台 へ 目立 超 高 速

エレベ ー タが わずか35秒 で ご案 内 し ま す

介 速 300 rn の エ レ ベ ー タ の 中 は 、ス ピ ー

ドを 感 じ さ せ な い 超 ス ピ ード の 世界 。

快 適 な乗り 心 地 に訪 れる人々は感嘆して

い ます 。 もちろ ん わ が 国 で は 、 最 初 に

開 発 さ れ た超 スピー ドのエ レベー タです

ｾＨ・ Ｑｾ 日 本の超高 層 ビル時代のために 一一一

日宜超高速工レべ ｾｱ
日立 製 作 所 大 阪 営 業 所

大阪市北 ｼ メＺＮｦ ｦ ｩｪ［ Ｑｉ Ｑ Ｒ 併 ｉ 也 Ｈ 第 一 Ｇ ｉ ｾ 命ヒ，レＩ T  E  L  (  36 1  )  130 1大 代

信 頼 さ れ る

バ イ オ ニ ヤ
ノノ

米 M P ボイラ

公 害 部 門

大 気 汚 染 産 業 廃水 を

一 挙 に 解 消 /

ボ バ

イ l

ラ ナ

部

門

米 T P 水 管 ボ イラ

( 日本鋼管業務提携製品)

米 M P - 3 T パ ー ナ

米 M P - メカバーナ

米 ガスリアクタ

( 産業廃水処理装置)

炉筒煙管ボイラ の元祖

昭和28年 に 第 1 号缶 を 株式会社平川鉄工所

東京伊勢丹百貨庖 に納入
本 社 ・工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 丁目 11 昏 地 γ出舌大 |坂 ( 458 )8681 ( 代 )

東 京 支 庖 !Aミボ荷1I中 央 区 八 重洲 6 の 7 #世辺統 ピ J レ 従 訴 点 点 ( 272 ) 272 1  ( 代 )

名 古屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 1 の 6 中 11 ピJ レ γ山 市 名 古屋 ( 262 ) 245 1( 代 )

札 似 26 - 8  0  1  8  福 岡 76 - 3  1  4  6  滋 ｦｾ _[ 場 ( 里子洲 7 ) ー 1 4  5  0  

- ご入会のお申込みは・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231)9648・9649・9640 振替口座大阪39975番
定価 300円 ( 送料共)


